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平成25年10月21日（月）
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（午後 ３時00分 開議）

○ 議長 喜久里猛

こんにちは。これより本日の会議を開きま

す。

日程に入る前に報告します。棚原議員から

欠席の届けがありました。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、４番翁長学議員、５番宇

江原総清議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 喜久里猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日10月21日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

１日間に決定しました。

日程第３ 平成25年度久米島町一般会計

補正予算（第４号）について

○ 議長 喜久里猛

日程第３、議案第57号、平成25年度久米島

町一般会計補正予算について議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

始まる前にお詫び申し上げたいと思いま

す。今補正予算の資料配付ですが、前回の議

会でもご指摘がありましたが、配布のタイミ

ングが遅れたことに対して深くお詫び申し上

げたいと思います。

なお、先週においては諸行事、また教育費

予算において学校の工事が早期に発注しなけ

ればいけないという問題等もありまして、急

ぎでの補正予算の資料づくりになりました。

その調整等において我々の日程も含めて調整

が遅れたことに対して誠に申し訳なく思って

おります。

それでは、議案第57号、平成25年度久米島

町一般会計補正予算（第４号）についてご説

明申し上げます。

予算書の１ページをお開き下さい。平成25

年度久米島町一般会計補正予算（第４号）概

要につきまして、歳入歳出をそれぞれ3千242

万4千円を増額し、総額79億7千409万円とい

たします。

予算書の３ページをお開き下さい。歳入歳

出の主な内容についてご説明いたします。歳

入につきましては、県支出金が954万1千円の

増額となっております。増額の主な要因は、

沖縄振興特別調整交付金の県支援分として69

4万6千円、県委託事業の離島空港チュラゲー

トウェイ事業に充当する県委託金257万円の

増額によるものであります。

次に、繰入金として13万2千円をふるさと

納税基金により繰り入れます。

続いて、諸収入として、1千795万1千円の

増となっております。これは平成24年度の沖
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縄県介護保険広域連合へ支払った負担金の精

算償還金となっております。

最後に、町債については、480万円の増額

となっております。主な内容としましては、

過疎ソフト事業として実施する優良雌牛時価

保留支援事業への充当分450万円、仲里中学

校12号棟、15号棟の改修事業へ充当する合併

特例債が1千20万円、その他、沖縄振興特別

交付金事業の適債事業のうち、事業見直しに

よりマイナス990万円の減額となっておりま

す。

続きまして、４ページをお開きください。

歳出入ります。歳出では総務費がマイナス87

5万円の減額となっております。主な内容は

財産管理費として、仲里庁舎の揚水ポンプ修

繕や真泊ターミナルのトイレ、天井の修繕に

かかる経費として82万4千円の増額、電算管

理費では財務会計システムの改修にかかる費

用として63万円の増額、また、防災対策事業

費では銭田北防災行政無線支局の移設工事に

かかる費用として131万3千円の増額、プロジ

ェクト推進室において実施する、ふるさと寄

付金推進事業として、沖縄県中学校陸上競技

大会宮古島大会の派遣補助として13万2千円

計上しております。沖縄振興特別調整交付金

事業の見直しにより、1千136万6千円の減額

となったことから、総務費全体では減額補正

となっております。

続いて、民生費では、100万8千円を計上し

ております。主な内容は老人福祉費の介護保

険事業において介護保険システム改修にかか

る費用として100万8千円を計上しておりま

す。

次に、衛生費では25万9千円の増額となっ

ております。主な内容はクリーンセンターの

処理水貯留槽への水の運搬料として16万3千

円を計上しております。

次に、農林水産業費では577万9千円の増額

となっております。主な内容としましては、

優良雌牛自家保留支援事業に要する経費とし

て450万円、漁港建設費として謝名堂川のコ

ンクリート片撤去に要する経費として127万9

千円の計上となっております。

続いて、商工費では、比屋城展望台及びふ

れあい公園管理事業にかかる上下水道料とし

て15万円を組み換えにより計上しておりま

す。

次に、土木費では県委託事業である離島空

港チュラゲートウェイ事業に要する経費とし

て257万円を計上しております。

次に、消防費において2万1千円の費用弁償

の組み替えを行います。

続いて、教育費では3千140万8千円の増額

計上となっております。主な内容としまして

は、中学校費において仲里中学校12号棟の改

修事業にかかる経費として2千887万2千円の

増額となっております。事業内容としては、

12号棟のアスベスト含有調査を行ったとこ

ろ、一部の天井材とタイルに非飛散性のアス

ベストが含まれていることが判明し、その対

応として仮設校舎及び図書室の設置、セミナ

ーハウスの改修、12号棟改修工事の追加工事

を行う必要があるため、一部を起債を充当し

て実施するものであります。その他、９号棟

の改築事業に伴い、建設予定地に植栽されて

いる樹木の移植経費として247万8千円を計上

しております。

また、社会教育費では久米島郷友会女性部

の園芸発表会への派遣補助として20万円、ホ

タル館の浄化槽修繕費として11万8千円を計
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上しております。

以上が平成25年度久米島町一般会計補正予

算（第４号）の主な概要となっております。

平成25年10月21日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで、提案理由の説明を終わります。

質疑ありませんか。

翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

ちょっと聞き慣れない項目が出ているので

説明お願いします。19ページ、空港管理費の

離島空港チュラゲートという事業があります

が、内容の説明をお願いします。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

お答えします。県の方の事業主体となって

おります一括交付金の事業であります。それ

を町の方に委託するという事業で、事業の目

的が久米島観光に資するために久米島空港を

美化しようと、花を植栽しようという事業で

す。それに伴って苗の植栽、あるいは苗の管

理、植え付け、それを障害者の方々でやって

もらおうということで、２つの目的をもって

おります。１つは空港の美化、もう１つは障

害者の方々の社会参加ということでの事業で

あります。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

10ページお願いします。10ページの27の古

民家の活用事業についての詳しい説明をいた

だきたいと思います。

それから、７ページのクルマエビの一番下

の方です。沖縄振興特別調整交付金の中で、

クルマエビ養殖場の設備強化事業に600万円

計上しておりますが、これについても詳しい

説明をお願いします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいま質問のありました古民家活用事業

についての補正なんですが、仲原家の改修工

事なんですが、いろいろ調査を入れたところ、

壁がほとんど使えないといいますか、朽ちて

いる部分がたくさんあって、全面張り替えと

いうことで今回補正で追加しております。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

７ページのクルマエビ養殖場設備強化事業

についてご説明いたします。これにつきまし

ては漁業協同組合の《補助 》の中にプレハ

ブ凍結庫、冷蔵庫です。マイナス35℃でエビ

を保管できる冷蔵庫を設置するためのもので

ございます。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

古民家活用事業について、仲原家の古民家

を整備するということですが、一昨日でした

か野中ともよさんの講演の中で、昔の家のそ

のままの状態で復元してほしいということで

ありました。それについて近代的な整備をす

る考えがあるのかどうか。以前のままの復元

の整備をするのかお聞きします。
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○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

改修内容ですが、先日の講演会で限りなく

オリジナルに近い状態を保存していただきた

いということがあったんですが、実際、設計

内容は、いまアルミ戸が入っている部分があ

るんですが、そこも木戸に替えます。そして、

やはり公共的な活用になるかと思いますの

で、トイレを新たに設けて、そこも瓦葺きの

渡り廊下をつけて設置する予定です。限りな

くオリジナルに近い状態ということではある

んですが、そういったトイレ等については少

し手を入れるということで理解いただければ

と思います。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

23ページお願いします。統廃合に伴い仲里

中学校の校舎を改修するわけなんですが、今

回９号棟、12号棟、15号棟の改修工事、セミ

ナーハウスの改修工事が補正で上がってます

が、この改修の内容、具体的にどういった改

修をするのか、説明をお願いしたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。統廃合に

向けまして仲里中学校の12号棟を改修しま

す。現在あります教室が統廃合によって教室

の数が足りませんので、そこの改修となりま

す。その中で床、廊下との仕切り、天井の一

部、それから外見のペンキ塗り等の工事にな

ります。今回調査入れたところがアスベスト

を含んだ材料を使われているということで今

回の補正になっています。これにつきまして

は子どもたちに影響のないように、プレハブ

で仮教室を設置しまして、専門の業者に撤去

させて行いたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

先ほどの説明の中でも12月の発注というこ

とですので、４月に新しい中学校が開校しま

すので、ぜひ工期の遅れ等がないように、そ

こらへんよろしくお願いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから、議案第57号、平成25年度久米島

町一般会計補正予算（第４号）についてを採

決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第57号、平成

25年度久米島町一般会計補正予算（第４号）

については原案のとおり可決されました。

日程第４ 鳥島漁港波除堤整備工事請負契

約について

○ 議長 喜久里猛
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日程第４、議案第58号、鳥島漁港波除堤整

備工事請負契約についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第58号、鳥島漁港波除堤整備工事請負

契約について。

鳥島漁港波除堤整備工事について、下記の

とおり請負契約を締結したいので、地方自治

法第96条第１項第５号の規定により議会の議

決を求める。

記

１．契約の目的 鳥島漁港波除堤整備工事

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 245,175,000円

４．契約の相手方

住所 沖縄県島尻郡久米島町字銭田953

番地

商号 有限会社 丸吉組

氏名 代表取締役 吉永功

平成25年10月21日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由であります。鳥島漁港波除堤整備

工事の請負契約の締結については、久米島町

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得ま

たは処分に関する条例第２条の規定により議

会の議決を得る必要がある。これがこの議案

を提出する理由であります。

次ページに契約書の写しを添付しておりま

す。３ページ目には、計画平面図、平面図の

赤いラインの入った箇所が今回の施行箇所と

なります。なお、今回の入札におきましては、

Ａ業者６社を指名し、そのうちの丸吉組さん

が請負比率99.51％で落札しております。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明は終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

契約の額が2億4千500万円と大きな額なん

ですが、単独発注の説明と、分割発注できな

かったのかの説明。なぜ、単独の発注になっ

ているのか、そこらへんの説明お願いしたい

と思います。

それと今６社指名したということですが、

たぶんＡ業社７社あると思うんですが、６社

になった理由も併せてお願いします。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

お答えします。分割発注できなかった理由

としましては、延長が64.38ｍということで

同じ構内の中で２社入って、このバージー船、

あるいはまた機械等が作業するということは

困難ということで分割はやっておりません。

今回、ＪＶでなく単独にしましたのは、島

のＡ業者ある中で単独でも十分やっていけ

る、これまでの儀間漁港等の波除堤も単独で

やってる実績がありますので、そういったこ

とを踏まえて単独での工事発注となっており

ます。

７社あるということですが、１社Ａランク

からＢランクに今年度ランクが落ちている業

者があるということで６社になっておりま

す。

○ 議長 喜久里猛
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他にありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第58号、鳥島漁港波除堤整備

工事請負契約についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第58号、鳥島

漁港波除堤整備工事請負契約については原案

のとおり可決されました。

日程第５ 銭田橋改修工事請負契約につい

て

○ 議長 喜久里猛

日程第５、議案第59号、銭田橋改修工事請

負契約についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第59号、銭田橋改修工事請負契約につ

いて。

銭田橋改修工事について、次のように工事

請負契約を締結したいので、地方自治法第96

条第１項第５号の規定により議会の議決を求

める。

記

１．契約の目的 銭田橋改修工事

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 119,700,000円

４．契約の相手方 沖縄県島尻郡久米島町字

鳥島302番地

國洋建設株式会社

代表取締役 国吉洋一

平成25年10月21日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

銭田橋改修工事の請負契約の締結について

は、久米島町議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得または処分に関する条例第２条の

規定により議会の議決を得る必要がある。こ

れがこの議案を提出する理由であります。

２ページ目に契約書の写しを添付しており

ます。

３ページ目に平面図を添付しております

が、赤いラインの入った箇所が今回の下部工

工事の施工箇所になります。なお、上部工に

ついては、また次期工事に予定されておりま

す。

なお、今回は先ほどといっしょで６社を指

名し、そのうち國洋建設さんが請負比率99.6

5％で落札しております。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明は終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

橋の図面を見ておりますが、これは両方の

橋桁の工事になるんですか。現在、大田土木

がやっていますね。この工事との関連はどう

なるんですか。詳しく説明して下さい。
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○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

お答えします。現在、大田土木さんでやっ

ているのは上部工の撤去をやっております。

今回議案提案しました工事の内容につきまし

ては、下部工、橋台の取り壊し撤去、新設と

いうふうになっております。

○ 議長 喜久里猛

島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

ということは赤線のところだけの工事にな

りますね。実際の橋の工事はいつになるんで

すか。実際に通れる橋の工事は。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

上部工につきましては、平成26年度実施予

定であるんですが、26年度いっぱいでできる

かどうか、ちょっと微妙なところで、出来る

限り工期を短縮していくようなかたちで計画

は立てていきたいと思います。

今のところは平成27年度の夏頃までどうし

てもかかるという施工計画になっておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

１点目、工期について。いつからいつまで

か。

それと、前の補正予算の中で、銭田橋整備

事業にかかる経費、債務負担行為があります

ね。それとの関連もあるかどうか。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

工期予定につきましては、現在26年の７月

まで工期予定しています。先ほどの債務負担

行為につきましては、補正予算での負担行為

につきましては25年度と26年度、現形予算を

債務負担行為ということにしております。

○ 議長 喜久里猛

幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

工期が平成26年７月までとなりますと繰越

事業ということで理解してよろしいですか。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

そうです。繰越事業となります。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

先ほどの説明で、27年の夏頃完成予定とい

うことでありましたが、今回は橋桁を来年の

７月の工期でやるわけですよね、両方の。橋

桁もありますか。この工程と上部工の工程を

詳しくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

今回の契約に係る部分については、橋台部

分のみ、両端の橋台２つです。そして26年度

予算で橋桁部分については施行する予定であ

ります。

○ 議長 喜久里猛

玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員
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施工としては橋台終わって、26年度に両脚

発注して、また上部工の発注となると思うん

ですが、27年の夏の開通は大丈夫でしょうか。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

先ほどの夏というのは27年度の夏です。26

年度から橋桁を施工しまして、26年度いっぱ

いには終えたいということで、翌年度の夏と

いうことです。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

休憩願います。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。 （午後 ３時28分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。 （午後 ３時30分）

質疑はなしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第59号、銭田橋改修工事（Ｈ

25－１）請負契約についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第59号、銭田

橋改修工事（Ｈ25－１）請負契約については

原案のとおり可決されました。

○ 議長 喜久里猛

以上で本臨時議会に付議されました事件は

全て終了しました。

これで平成25年第７回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れ様でした。

（午後 ３時31分 閉会）
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（午前 ９時59分 開議）

○ 議長 喜久里猛

おはようございます。会議を開く前にご報

告します。本日は、美崎小学校６年生の皆さ

ん６人と引率の大田佳世子教頭、比嘉昭博先

生、糸数真由美先生から議会傍聴の申し出が

ありましたので許可しました。皆さんは傍聴

規則を守って傍聴してくださるようにお願い

します。

ただいまから平成25年第８回久米島町議会

定例会を開会します。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、６番安村達明議員、７番

喜久村等議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 喜久里猛

日程第２、会期の決定を行います。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日12月17日から12月

18日までの２日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

異議なしと認めます。

したがって、会期は本日12月17日から12月

18日までの２日間に決定しました。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 喜久里猛

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成25年９月10日から私が出席しました会

議等の内容をお手元に配布してありますの

で、ご覧になっていただきたいと思います。

次に、地方自治法第235条の２第３項の規

定により、例月現金出納検査の結果をお手元

に配布してあります。朗読は省略します。

次に、町長から平成25年９月定例会後の町

政一般報告書が別紙のとおりありましたの

で、お手元に配布してあります。朗読は省略

します。

これで諸般の報告を終わります。

日程第４ 一般質問

○ 議長 喜久里猛

日程第４、ただいまから一般質問を行いま

す。

一般質問の時間は、会議規則第56条第１項

の規定によって、これまでどおり30分以内と

します。なお、質問は質問席から総括質問の

あと一問一答方式で行います。

それでは、順次発言を許します。

13番玉城安雄議員。

（玉城安雄議員登壇）

○ 13番 玉城安雄議員

13番玉城です。私の方から２点ほど質問し

たいと思います。まず最初に、公立図書館の

建設について質問いたします。24年３月議会

の同僚議員の図書館建設についての質問に対

して、町長は久米島町後期基本計画において、

整備方針は盛り込まれているが財政的側面か

ら現状では具体的な整備計画はないが、町の
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人材育成を図る観点からも図書館は必要だと

認識し、整備に向け協議をしていくと答弁し

ている。また教育長の答弁でも生涯学習にお

いて必要性を訴えているが当局の見解を伺い

ます。(1)番目に、具体的計画について協議

しているか。(2)番目に、図書館の必要性に

ついての認識は。(3)番目に、図書館建設が

久米島高校の魅力化に果たす役割はどう考え

るか。

続きまして２点目です。窓口サービスの向

上について。役場の方に住民の方がおいでに

なるのは年に数回であり、役場の機構を理解

しているとは限らないので、その用件ならど

こへ行くべきかわからないのが実態だと思

う。結果として役場に行ったらタライ回しに

されたということで不信、不満を持って帰宅

したという話をよく聞きます。

住民サービスの向上を図るために窓口サー

ビス検討委員会を設置し、基本マナーマニュ

アルを作成する考えはないか。また住民から

役場に寄せられる苦情、要望について文書化

し住民の意見を行政に反映させる考えはない

か、２点伺います。よろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育長 比嘉隆

14番玉城議員の公立図書館の建設について

を答弁いたします。公立図書館建設につきま

しては、整備方針はまだありません。具体的

な話し合いのされていないような状況にあり

ます。

２番目の図書館の必要性についてなんです

が、子ども達の語彙力・読解力の弱さが学力

低下の要因となっていますので、幼児期から

の本の読み聞かせ、町民が本に親しむ環境づ

くりを構築することで人材育成が図られるも

のと思います。

３番目の図書館建設が久米島高校の魅力化

に果たす役割ということですが、まずは本に

親しむ事で思考力が育まれ、小・中学生の学

力が向上し、ひいては高校生の学力向上、ま

た高校の近隣に建設することで学習環境の活

性化が図られるとことと考えます。

（比嘉隆教育長降壇）

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

13番玉城安雄議員の質問にお答えします。

窓口サービスの向上について。「役場は、町

内最大のサービス機関」と言われております

が、職員の「接遇」に対する批判や指摘があ

ることは確かであります。

住民からの苦情、要望等があった場合は、

庁議で検討し職員全体の共通認識の元、各課

で対応していますが、まだ改善に至っており

ません。さらに職員の資質の向上を図るため

に取り組んで参りたいと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

それでは再質問いたします。まず最初に、

公立図書館の建設について伺いたいと思いま

す。整備方針はあるがまだ話し合いはなされ

ていませんということですが、答弁の方でも

人材育成を図る観点からも図書館は必要だ

と。また町民、各団体、郷友会等からも指摘

もあり、学力向上、生涯学習活動にも重要で
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あると認識しているということですが、協議

に至っていないということでありますが、協

議に至っていない理由がありましたらお願い

いたします。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

教育委員会の方におきましては、これまで

中学校の統廃合を推進しております。そして

また給食センターの改築ということもござい

まして、まだ建設の段階で給食センターの改

築等についても十分な話し合いがなされてな

いような状況にございます。公立図書館につ

きましては、島内、そして島外の皆さん方か

らもぜひ建設に向けて推進してほしいという

要望がございますが、まだ私たちの業務体制

が確立していない状況がございますので、具

体的な話し合いには至っていない状況にあり

ます。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

財政面の問題もありますし、またいろいろ

な問題もあって具体的な話し合いには至って

いないということですが、こちらに資料があ

りますが、沖縄県図書館振興計画というのが

26年、27年に策定される予定ですが、県の方

でも知の拠点として図書館の果たす役割はど

ういうことかということで県の教育委員会の

方から社会教育委員の方に振興計画策定に諮

問されていますが、提言がありますのでちょ

っと読み上げてみますので、そこらへん十分

勘案してみて下さい。

まず、重要な点として、１番最初に、知識

基盤社会の時代を迎えて、本県における生涯

学習の理念の実現、また本県が有する自然・

歴史・伝統文化を生かし、未来を拓く人材育

成するためには、数多くある社会教育施設の

中でも図書館の果たす役割は重要であり、改

めて検討することが求められているという提

言もあります。

また、「沖縄県の２１世紀ビジョンにおい

て、多用な能力を発揮し未来を拓く島を目指

して」を基本政策にあげ、時代の変化や県民

のニーズに対応し、社会発展を支える人材を

育成するための環境を整備すること。

また島嶼県としての問題である地域格差の

是正、公平な教育機会が享受される環境の推

進。そのようななか図書館は、読書活動を支

援する読書センターとしての役割はもちろ

ん、地域課題や住民の生活課題の解決支援が

できる情報センターとしての役割、全ての県

民の学びを支援する学習センターとしての役

割、知の拠点としての役割を果たすというこ

とです。

また、学校図書館における児童生徒の貸出

冊数は、県の目標冊数を多く上回っておりま

すが、実質的向上が課題であると言われてい

ます。子どもの自主的な読書活動を推進し、

県民の読書週間をつけるためにも学校図書館

のみの利用ではなく、地域の公立図書館の利

用促進を図り、家族ぐるみ、地域ぐるみで読

書を楽しむ環境づくりをする必要があると提

言しております。

また、図書館未設置町村の解消、沖縄県に

はたぶん町村では18町村、公立図書館未設置

があります。これの解消も推進するというこ

とで、26、27年策定予定の図書館振興策に提

言もされています。

以上のことから未設置町村である本町でも
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図書館について考える時期だと思いますが、

町長答弁お願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

図書館は必要だと思います。子どもたちの

学力向上というのは国語力がなければ学力は

向上していないという結果もございます。国

語力といいますと、本に親しむ、本をたくさ

ん読むということから始まるわけですけれど

も、図書館については学校の図書館、あるい

は町の図書館がございますが、まだ本の数、

あるいは種類、いろんな面においてまだ不備

がございます。それからいいますと早期に図

書館を建設して、小さい子どもから大人、お

年寄りまで気軽に集まる場所というのは必要

を感じております。

ただ、問題につきましては、これからの事

業メニューの部分で、お金の問題ですが、そ

ういう問題をクリアしていけば事業を導入し

て図書館建設というのは積極的にやりたいと

いうふうに考えております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

町長は積極的に考えるということでありま

したが、全国にも図書館未設置の自治体はい

っぱいあると思いますが、図書館を設置した

自治体でアンケート調査した結果があるんで

すよ。なぜ図書館を設置したかといいますと、

１番目に、教育委員会が必要性を感じたから。

２番目に、住民や各団体から要望があった。

３番目に、自治体の地域計画、総合計画に記

載された。４番目に、これは一番大事なんで

すよ、首長が図書館の必要性を感じ、設置の

判断をしたというのがあります。ぜひ、以上

のようなことから図書館建設については前向

きに考えていただきたい。議会の答弁等にも

本町でもいま上げた４点と同様の意見があり

ます。ぜひ早めに図書館建設準備委員会を設

置して検討してみてはどうかと思いますが、

町長どうでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

今ありましたとおり、確かに久米島町にお

きましては、本予算がないので、いま本に親

しむところ、特に子どもたち以外に成人、あ

るいはお年寄りまで本を読む機会というか、

環境というのがないのは実情でございます。

子どもたち含めて図書館の役割というのをも

う一回みんなで協議をして、早めに建設に取

りかかれるように検討してまいりたいと思い

ます。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

いま町長の方から、本に取り組む機会がな

いとか、これは本町だけでなく沖縄県全てに

言えることだと思いますが、こちらに資料が

ありますが、沖縄県では県民１人当たりの読

書貸出数、これは平成23年度の調べですが、

１人あたり3.5冊、全国で5.6冊です。

先ほど申し上げましたが、公立図書館の設

置状況が41市町村中23市町村が設置されてお

ります。56％。全国の設置率が74.1％です。

町立図書館の設置率は40％、沖縄県では７町

５村です。未設置の18町村の中に離島町村が

11町村あるということで、やっぱり離島の方

が少ないような気がします。
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沖縄県の２１世紀ビジョンの中にもありま

すとおり、離島振興の中で、市町村と連携し

て地域コミュニティーの再生の拠点として図

書館の整備を促進するとうたわれているの

で、ぜひ推進していただきたいと思います。

それから、久米島高校の魅力化に関してと

いうあれもありましたが、多種多様な本に触

れることにより思考力が生まれ、小中校生の

学力が向上し、その結果として高校生の学力

向上につながり、久米島高校の魅力化につな

がると、先の議会で教育長も答弁し、答弁内

容はそのように解釈します。今年、県外から

久米島高校が生徒を募集し、何名かの応募が

あったそうですが、また受け入れ決定したの

は何名か、差し支えなければ答弁してくださ

い。これをスタートにして将来県内からも学

生の応募が増えることを期待しているわけで

すが、そのためにも図書館を整備していただ

き、様々な活動の拠点、情報発信の場として

町民、島を訪れる人の重要な場所になり、島

の活性化、子どもたちの学力向上にもつなが

ると思いますが、教育長、答弁お願いします。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

久米島高校の魅力化につきまして、島外か

らの募集生徒につきましては、先週応募が３

件ございました。これにつきましては先週話

し合いをし、本日また最終的に結論を出せる

か分かりませんが、３名のうち何名取るのか、

これが今日で最終決定になろうと思います。

図書につきましては、議員の方からござい

ましたが国の方から学校図書における充足

率、そして沖縄県の方におきましては市町村

での図書館整備ということで方針が盛り込ま

れております。

私たち久米島町におきましても図書館整備

につきましては推進しようということがござ

いますので、このへん一番、読書する環境、

場所はどこが一番よろしいのか。そのへんに

つきましてはまた新年度に入りまして設置委

員会を立ち上げ、その中で場所選定からまず

は推進を図っていきたいということでござい

ます。そうすることで久米島高校への魅力化

につながるということも考えられますし、先

ほど町長からもございました、いま子どもた

ちの語彙力、読解力というのがたいへん厳し

いような状況がございますので、まずはそう

いった本に親しむ環境をつくりながら子ども

たちの学力向上にも努めていきたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

ありがとうございます。町長、教育長から

も答弁がありますように、読書、本にふれあ

うことは非常に大事だということを言ってい

ますので、やっぱり沖縄県の図書館振興策定

に向けてあります知の拠点としての図書館の

重要性、そこらへんを十分に意識していただ

き検討していただきたいと思います。それ以

外にも図書館の必要性というのは、やっぱり

久米島には専門的な書店がなくて、必要性を

感じたときにすぐ子どもたちも大人でも手に

入らない状況でありますが、学習のために調

べ物をしたり、専門的な文献を見たいという

ときにすぐ行ってできないという状況もあり

ます。それも本島に出たついでに書店を回れ

ば手に入るであろうが、また余計な経費がか

かってしまうということもありますので、そ
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こらへんも十分考えていただき、子どもたち

の学力向上、生涯学習、情報発信の拠点とし

て図書館の整備は喫緊の課題だと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。

教育長、町長から前向きな答弁をもらいま

したので、ぜひ早めに準備委員会を立ち上げ

て実現に向けて努力してほしいと思います。

１点目については以上で終わりたいと思いま

す。

次に、窓口サービスの向上について再質問

いたします。答弁では役場は町内最大のサー

ビス機関であり、苦情、要望等は庁議で検討

し、職員全体の共通認識のもと各課で対応し

ているとしていますが、財政が厳しくなり住

民の理解と協力を求めるためには経営者が事

業者が顧客の確保に努力しているように、行

政もそれなりの努力をすることは当然のこと

であると思います。

私が質問で聞きたいのは、答弁がちゃんと

答えられていませんので、私が聞きたいのは、

窓口サービス検討委員会を設置する考えはあ

るかということなんです。これを設置するに

は条例、規則等の改正も要しないので、サー

ビス向上の基本マニュアル作成をすることは

すぐにでもできると思いますが、その実施に

ついて町長はどう考えているか伺います。

○ 議長 喜久里猛

桃原秀雄総務課長。

○ 総務課長 桃原秀雄

ただいま玉城議員からの質問ですが、先ほ

ど町長からも答弁がありましたが、役場は町

内最大のサービス機関と言われているよう

に、職員はみんなサービス提供者ということ

で認識し、町民これはお客さんですね、町民

に親しまれ、信頼される役場づくりを実現す

るためにも職員一人ひとりが公務員として求

められる態度、行動をとれるように、いま議

員がご指摘のように接遇マニュアルを作成し

まして早急に取り組みたいと思います。より

よい接遇対応を実現することにより職員全体

のレベルがアップするものと思いますので、

早急に検討していきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

早急に検討するということですが、まず財

源を要するものではないですよね。そこらへ

んまた町長の判断にもかかっていると思いま

すので、早急の導入に向けて頑張ってくださ

い。財源を要しない、また職員に不利益もも

たらすわけでもないので、そこらへんは十分

認識して、早急に導入するようにしてくださ

い。

次に、苦情とか要望の文書化について再質

問にいたします。住民から役場に対しての苦

情や要望は多数寄せられていると思うんです

が、役場に直接来て申し出たり、メールまた

は電話で連絡することもあるでしょうが、問

題はそれをどう扱うかです。例えば内容が自

分の扱う事務に関連があったり、またミスに

つながるものであれば、伏せたいというのが

人情であります。ミスでないにしても職員個

人の判断、感性により聞き逃してしまうこと

もあると思います。それが結果として住民の

意見が反映されない、また住民無視の行政だ

ということにつながっていくと思います。住

民、議員からの苦情や要望を適切に対応する

ために、庁内同一の相談記録表なるものを作

成し、上司への報告、相談の徹底を図ったら

私はいいと思いますが、町長、そこらへんど
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のように考えていますか。

○ 議長 喜久里猛

桃原秀雄総務課長。

○ 総務課長 桃原秀雄

いま玉城議員からのご指摘のとおり、町民

からいろいろ要望等、ご指摘が多々あります。

その要望、意見等の中身を調査して、それは

担当課、そして総務課が対応できれば即メー

ルの返信、本人に電話等で回答していますが、

やはりこれは庁議で図って、全体の共通認識

ということで、そのメール等があれば職員全

体に徹底しています。

そして、毎週月曜日の朝礼がありますが、

その朝礼の中でも町長からそのへんの訓示と

いいますか、そういったものの指摘をやって

いるところであります。やはり今まで町民か

ら何件かメールがございましたが、なかなか

日程等がつかなくて後手後手にまわって、町

民の方に回答等が遅れていることも確かであ

ります。そのへんも再度検討していきたいと

思います。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

文書化の話は、ぜひ前向きに取り組んで記

録に残して、後手後手にまわらないようによ

ろしくお願いします。私がこの質問をしたの

は、あるところで役場の苦情というのを直接

聞きまして、これに併せて全体的なことを質

問しようということでしたんですが、名前は

伏せますが、ドクターヘリの廃止について以

前に問題になりましたよね。当人は意見を申

したと、受入病院側と久米島町に対して。久

米島町に対しては、これが廃止になったら離

島医療の崩壊につながるということで町とし

て何か行動を起こすべきことではないかとい

う趣旨のメールと、病院の方、浦添の自治体

の方には、離島医療崩壊についてどう考えて

いるんだというふうな、ややきつい文面でメ

ールを出したところ、相手方の方から返事が、

今後前向きに検討しますという返事が返って

きたと。町の方からは何の音沙汰もない。そ

こらへん怠慢じゃないかという話を聞いたも

のですから、そういうことが他にもないのか

というのを気になって、こういう質問をして

いますが。やっぱり１つの小さいことの対応

をしっかりしないと、これが不満になって不

満が溜まって行政の不満ということになりま

すので、そこらへん気をつけていただいて、

今後取り組んでいってほしいと思います。

やはりこのようなことをなくするためには

文書化にして対応することが望ましいと思い

ます。窓口サービス検討委員会と同様、これ

も財源も不必要、職員に不利益をもたらすわ

けでもないので、町長の判断ひとつですぐで

きることだと思うんですが、町長、最後に答

弁お願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

役場の業務の中で、やはり住民から寄せら

れる苦情はたくさんございます。これについ

ては私は就任以来、職員の意識改革を取り上

げてまいりましたけれども、以前よりは良く

なっていると思いますが、全然まだまだとい

う段階であります。これはご指摘のとおりで

あります。ただ、今までマニュアルとか、い

ろいろなことを、以前には接遇の講和とか、

そういうこともやってまいりましたが、一番

大事なのは職員の意識の問題だと思います。
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これからも職員の意識の改革については、私

はじめ管理職全体で取り組んでまいりたいと

思います。これはずっと続く問題、これにつ

いていかにしてなくするか、少なくするかと

いうことは私たちの課題でもありますので、

これからも真剣に取り組んでまいりたいと思

います。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

この接遇の問題に関しては、役場のみなら

ずいろんな企業でも、そういう相手があるこ

とですから、当の本人はちゃんとやってるつ

もりでもそう受け取られない場合もあります

ので、そこらへん継続して指導徹底よろしく

お願いしたいと思います。

図書館建設と窓口サービスについて２点質

問しましたが、前向きにやる方向の答弁をも

らいましたので、私の質問はこれで終わりた

いと思います。どうもありがとうございまし

た。

（玉城安雄議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで13番玉城安雄議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前10時28分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前10時28分）

次に、４番翁長学議員の質問を許します。

（翁長学議員登壇）

○ ４番 翁長学議員

４番翁長学です。２点質問いたします。ま

ず最初に、畜産業に対して町の協力を。６月

の一般質問で、畜産振興ということで質問し

ましたが、再度質問いたします。前回はまと

めて質問した中で、答弁の方が食い違ってし

まって、私自身が、再度町長に執行部に対し

て質問したいと思います。まず最初に、トッ

プセールスについて再度伺いたいと思いま

す。２番目に、導入牛に対しての助成につい

てです。３番目に、バカスの利用について。

この３点を質問したいと思います。

続きまして、もう１点は、農業用ダムの計

画を。今年の長期的な干ばつにより、農家が

農業用水の確保に大変苦していました。特に

比屋定地区はかんがい設備が無い。比屋定地

区に農業用水用のダムを計画してはという２

点の質問をお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

４番翁長学議員の質問にお答えします。畜

産業に対して町の協力についてですが、トッ

プセールスについては、実施する方向でいま

ＪＡ久米島支店に調整を依頼しています。

導入牛に対しての助成についてですが、こ

れは平成26年度予算で一括交付金を活用して

実施できないか検討しているところです。

バガスの利用については、総量が減ってい

るため、ほとんどを堆肥センターにまわして

いますが、農家から分けて欲しいとの要望も

ありますので、久米島製糖と調整していきた

いと考えています。

農業用ダムの計画についてですが、ため池

の整備については、畑地へのかんがい排水施

設整備と一体で計画する必要があります。比

屋定地区の要望等を踏まえ、県と調整したい

と考えております。

（平良朝幸町長降壇）
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○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

改めて質問いたします。６月の一般質問の

中で町長にトップセールスということで質問

いたしましたが、答弁の中で町長の答弁があ

まり積極的ではないという感じがしましたの

で、このセールスについて伺います。

前回６月の答弁で町長は直接出向いてする

のがトップセールスとは思わないと言いまし

た。今もそういう考えでしょうか、いかがで

しょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

あの時の答弁は、私自身、来ているバイヤ

ーの皆さんをよく知っているつもりでござい

ます。セリに来たときに直接会ってお願いし

たりということで、それもトップセールスの

一つじゃないかなということで答弁したわけ

であります。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

町長自身が出向いてセールスを行うという

ことですよね。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

新しく開拓するとか、そういう部分ではぜ

ひともＪＡと一緒になってバイヤーを開拓す

る、九州あたりに出向いていこうと思います。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

ぜひ、町長自らＪＡと相談しながら足を出

向いていただきたいと思います。このトップ

セールスについては各地域盛んに行っており

ます。久米島がだいぶ遅れているのではない

かと感じております。前回の産業振興課の課

長の答弁も、他地域を参考にしながら、また

ＪＡと相談しながらと答弁を受けました。こ

のＪＡとの協議は進んでいるでしょうか。課

長お願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

ＪＡの支店長の方には調整をお願いします

ということでやっておりますが、なにせバイ

ヤーさんは全国を飛び回っております。それ

と併せて町長も同じような状態ですので、な

かなか日程が合わないのが今現状だろうと思

っております。ただ、その日程調整を続けな

がら、先ほど町長からのお話がございました

とおり、トップセールスというのは必ずしも

こちらから訪問するのだけがトップセールス

ではないんですよ。こちらから例えば九州を

訪問しても、その日程で会うことが出来るの

はせいぜい１人か２人ぐらいしか会うことが

できません。逆に久米島町でセリは２カ月に

１回ございますので、そのセリの前日に町長

主催の例えばバイヤーさんを集めて意見交換

をするのもこれまたトップセールスだと思っ

ておりますので、そういったことができない

かどうか、その方が効果的じゃないかという

ことも含めてＪＡさんと調整をしてやってお

ります。

とりあえず今、明確なご返事はいただいて

おりませんが、調整を進めていることは事実

でございますので、２つの方法、必ずしも訪
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問のトップセールスだけではなくて、それ以

外のやり方も含めて同時並行で考えていきた

いと思っております。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

町長、課長から良い返事をいただいており

ます。他地域は、いま課長が答弁したように

広い購買者がいますので一気にはできない

と。各地域の例を見ますと、単年度で地域、

地域を絞って行ってるんです。一気に行くの

ではなくて。幸いにして来年度予算の時期に

きておりますので、行政側は行政側の負担、

ＪＡはＪＡの負担、農家は農家の負担という

ことで、個々の出張旅費とかを、あくまでも

町におんぶされるということは考えておりま

せん。やはり各団体で自分たちの立場を考え

て、そういう出張旅費とか捻出していきたい

と思うので、町は町なりの計画を来年度予算

に取り上げていっていただきたいと思いま

す。

因みに、私は改良組合の組合長を兼務して

いますので、各地域の組合長と意見交換した

中で、やはり先ほども言ったんですが久米島

の方がセールスが遅れていると。宮古、石垣、

南部、中部、そして北部と毎年行っています。

情報を聞こうとしたら、なかなか他地域の皆

さんはその情報もあまり流してくれません。

やはり他地域と自分たちの市場を高値で取り

引きしてもらうという意図は感じます。

幸いにして一地域から詳しい資料をいただ

いております。北部地域の伊江村、今帰仁村、

東村、そこには３組合があります。その中で

今帰仁村になりますと村長自体も行っており

ます。伊江村も村長自体が出向いております。

あとはＪＡも理事長含め何名かの役員が現地

へ出向いて行ってます。これを踏まえて我々

久米島も他地域に遅れないように、ぜひ、行

政の方も力を貸していただきたいと思いま

す。最後に、このトップセールスについては、

ぜひ実のなるような行動をとっていただきた

いと思います。

続きまして、導入牛に対しての助成ですが、

今は町の方から単独で１頭当たり保留牛に対

しては５万円の助成を行っております。これ

は農家として感謝していると皆さん喜んでお

ります。しかしながら、一括交付金の使い道

は各市町村異なっております。久米島も26年

度でこれを活用し農家に支援しようという答

弁があります。具体的に何らかの対応策はで

きているでしょうか、答弁お願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

現在、ただいまお話がございましたとおり

１頭あたり５万円の自家保留牛の支援をして

おります。これはだいたい年間90頭がいま補

助されております。ただ、最近牛の値段が上

がったせいで、今現在、今年度５月、７月、

９月、11月の４回のセリにおいて101頭の母

牛が売却されております。これを１回のセリ

毎に見ると25頭ずつ毎回母牛が売却されてい

ることになりますので、これが３月までいき

ますと150頭の母牛が売却されることになる

と推定されております。それに対して現在の

自家保留牛は年間90頭ぐらいですので、少な

くとも50頭ぐらいの母牛がおそらく減るので

はないかという危機感をもっております。

そういうことで今年度予算の一括交付金で

もって自家保留牛の５万円を上乗せして20万
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円、あるいは25万円ぐらいでできないかとい

うことでやってみましたが、直接自家保留牛

に対しての支援というのは個人の財産の形成

にあたるということで、最終的にできなくな

りました。

次年度におきましては自家保留牛というス

タイルではなくて、優良雌牛の導入事業とい

うことで今考えております。これについては

１頭30万円を約30頭ほど優良の牛を導入する

ということで計画を進めているところです。

これについては農家に直接やるのではなく

て、ＪＡさんに補助を出しまして、ＪＡさん

からリース事業のかたちで農家に対しては牛

を提供するという方法で考えております。こ

れからするとだいたい成牛の売却値段が約20

万円平均でございますので、30万円の補助金

と併せて優良な雌牛を導入できるのではない

かと考えております。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

来年に向けて町としても予定していると。

最大１頭当たり30万円、頭数にして30頭。い

ま課長がおっしゃった中で、やはり今の牛の

取り引きが高値で取り引きされております。

やはり農家の皆さんは個々の経営があります

ので、残したくても牛が高いので、出してい

く。その気持ちは分かります。町の方として

30万円という金額、それ以上は見込めないか

もしれないんですが、農家の満足いく助成を

していただきたいと思います。ぜひよろしく

お願いいたします。返答お願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

現在の計画は、あくまでも計画でございま

すので、これから一括交付金の高いハードル

もございますので、それを乗り越えることが

出来るように頑張っていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

これも役場の努力としてぜひお願いしたい

と思います。

続きまして、３点目にバカスの利用につい

てですが、現在、答弁の中でバカスのほとん

どの利用が堆肥センターのための使用をして

いるということで、なかなか農家の皆さんに

は回ってこないと。畜産業だけではなくやは

り野菜農家、それぞれの農家でバカスを欲し

いという声が結構聞かれます。その中で特に

畜産に関しては子牛の怪我防止、購買者から

も言われていまして、やはり床はコンクリー

トではなくてクッションとか何か子牛に衝撃

を与えないように守ってくれと、そういうも

のがありました。他地域はおが屑とか、そう

いうものを利用していろいろ畜舎に敷いてい

るのをよく見ます。当地域ではなかなかおが

屑は手に入りませんので、ぜひバカスの方も

農家に行き届くように配慮をお願いしたいと

思います。

堆肥センターにおいては、指定管理に移行

し、いま個人なんでしょうか、法人なんでし

ょうか、移管されております。やはり一般企

業が運営している会社ですので、堆肥センタ

ーに対しては企業努力でバカスがなくても堆

肥がつくれるような自己努力もしていただき

たいと思います。もう一度、バカスの利用に

ついて返答をお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛
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仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

まず久米島製糖のバカスについては、これ

は20年度実績なんですが、11,516ｔのバカス

が出ております。その内、10,894ｔについて

は工場のボイラーで回しております。従いま

して残りが621ｔが余剰バカスとなりますが、

そのうち570ｔが、堆肥センターに運ばれて

おります。把握していなかったんですが51ｔ

ほどは今現在農家の方に回っております。約

１割弱が農家の方に回っているかたちになっ

ています。これがどういう基準で配分されて

いるのかは全く分からなくて、そこは久米島

製糖さんとトラック協会さんと調整してやっ

ていきたいと思っております。それを増やす

ことができるのかですね。

それから、いま堆肥センターに対するご指

摘があった部分ですが、堆肥センターについ

ては町の政策として安く堆肥を生産して農家

に提供して生産力を高めていくという、町の

政策遂行のもとに設置されておりますので、

出来るだけ安い価格で農家に対して堆肥を提

供できる体制を整えていきたいと思っており

ます。そういう意味においては一定量のバカ

スの確保も必要でございます。そこはまた農

家の皆さんにもご説明してご理解をいただき

ながらやっていきたいと思っております。

それから、農家の皆さんも自らバカスを使

って堆肥をつくるという方法もあるんでしょ

うけれども、少なくともサトウキビ栽培につ

いては８割補助が出ていますので１ｔ２千円

で農家は買うことができます。袋は100円で

買うことができますので、そういう意味にお

いては非常にメリットを農家の皆さんも受け

ているわけです。

それから、もう１点、堆肥センターについ

ても今後ともずっとバカスだけに頼るという

体制は駄目だと思っております。今年度予算

で破砕機、これは台風の後に発生した草木を

細かく破砕して、それを堆肥につかうという

ような方法もとって、ある程度できるだけバ

カス依存、100％バカス依存するというよう

なことは変えていくような方向で取り組んで

いきたいと思いますが、いきなり結果が出る

わけではございませんので、27年度あたりか

らバカス以外のものも使って堆肥化する方向

にも取り組んでいきたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

課長からの答弁で、バカスもいくらかは農

家に提供できるようにとするということを踏

まえて、なるべく農家の方にもこのバカスを

利用できるように、よろしくお願いしたいと

思います。

畜産体制の１番目から２番目の質問があり

ますが、ぜひこの３点よろしくお願いしたい

と思います。

続きまして、２点目の質問に移ります。農

業ダムの計画ということで質問しますが、前

回、同僚議員からも、かんがい施設について

は質問がありました。私も同じような質問に

なると思いますが、他の地域ではスプリンク

ラーとかダムがあって、今年は長期的な干ば

つで飲料水もピンチになって、農業用水にも

なかなか水が回らなかったと。しかしながら、

比屋定地域においては、さらに厳しい状態が

続いておりました。この比屋定地域について

ダム計画とかどうでしょうか、お願いいたし

ます。
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○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

お答えします。ただいまのところ具体的な

ダムの計画はございません。今後、地域の方

からの要望も踏まえて、県の関係課の方と調

整していきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

前回の質問の中で、同僚議員の中から、仲

村渠池の質問が出ておりました。今回、仲村

渠池、あれは下の方にスプリンクラー施設は

ないですよね。せき止めた状態で水を蓄えて

いる池です。今回この池もだいぶ活躍してい

ます。サトウキビが水が必要と比屋定地域か

ら要望がきたとき、椎名の方からずっと水を

引いてきて、そのロスが大きかったです。し

かしながら、仲村渠池を使った場合もう10分

で現場にいけたんです。そういうダムがぜひ

比屋定地域に欲しいという農家の皆さんの要

望がありました。農家の皆さんは水があれば

自分でトラックとか自分が持っている軽トラ

にタンクを載せて、汲んで、水をかけるとい

うこともできます。何カ所か宇江城、比屋定

にも取水口があるんですが、若干量が少なく

て、車が今回ずっと続いて順番待ちで、あと

は順番を待ちきれなくてもういいやと投げや

りで帰って行く農家の皆さんが多かったで

す。

この比屋定地域は、窪地というか谷間とか

塞止めてダムがつくれる現場がだいぶあると

思います。今課長が言ったとおり、地域の要

望を踏まえて、そういうこともぜひ、調査し、

できるかどうかはまだこれからの課題とし

て、どうか現地の方を視察していただきたい。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

確かに議員が言われるように比屋定地区内

全く溜め池がないと。新原の方に非常に豊富

な水が無駄に流れているという状況がありま

す。そこらへんを活用する意味でも、今この

窪地等を利用して小規模のダム、取水が可能

なダムが可能かどうか調査してまいりたいと

思います。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

素人考えなんですが、この地域をせき止め

れば水はたぶん溜まるだろうと。費用対効果

に対してどうか、それは分からないんですが、

比屋定地域の皆さんは農業、キビに対してす

ごい関心が高いです。農家個人個人で努力を

自分で集めて、機械などを自分で購入し、ホ

ースも長いのだったら千メートルとか購入し

ひいて努力している農家もいますので、ぜひ

農家がいつでも使えるような溜め池、ダムを

ぜひ設置していただきたいと思います。

このダムの利用も先ほどの仲村渠池を見る

と、赤土防止対策のダムとしても役に立って

いる感じがします。堆積した赤土がだいぶ仲

村渠池も堆積しています。ですから地域によ

っての土地改良から流れてくる赤土をそこで

せき止める、ダムだけじゃなくて赤土防止対

策の沈砂地的な部分も兼ねると思いますの

で、ぜひ計画を前向きにお願いしたいと思い

ます。

最後に、もう一度建設課長の答弁をいただ

いて質問を終わりたいと思います。
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○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

確かに沈砂池的な意味でも取水に活用でき

るような小さな堤体をつくって可能だと思い

ます。いま仲村渠池においても一つのダムと

しての機能もあるんですが、非常時に沈砂池

の効果も果たしています。沈砂池的な取水可

能なものができるんじゃないのか、そこらへ

んも県の方、あるいは町の事業として検討し

ていきたいと考えています。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

以上２点を要望し、私の質問とします。あ

りがとうございます。

（翁長学議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

しばらく休憩します。（午前10時58分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前11時05分）

12番仲村昌慧議員の発言を許します。

（仲村昌慧議員登壇）

○ 12番 仲村昌慧議員

12番仲村昌慧です。通告書に従いまして質

問いたします。「離島の石油製品価格につい

て。離島の石油製品価格が沖縄本島より高く

なっている現状を受け、県は11月から離島石

油製品輸送費補助事業を拡充し、価格の格差

低減を図る。補助拡充後も離島と本島との価

格差は残る。」と琉球新報では報じておりま

す。沖縄２１世紀ビジョン基本計画の中で「離

島における石油製品については、揮発油税等

の軽減措置を活用し、石油製品の販売事業者

が負担する輸送費等に対し補助を行うことに

より、沖縄本島並みの価格の安定と円滑な供

給を図ります。」と明記しています。沖縄本

島並みの価格の安定を実現させるよう、県に

対して強く働きかけるべきではないか。離島

の石油製品価格について町長の見解をお伺い

します。

次に、県道の安全管理について。字上江洲

から字仲地までの区間で、部分的にガードレ

ールが腐蝕していて大変危険であります。通

学路でもあり、早急な改修が必要ではないで

しょうか。町当局の考えをお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

12番仲村昌慧議員の質問にお伺いいたしま

す。離島の石油製品価格についてですが、石

油製品の本島並価格を実現するため沖縄県は

「石油製品輸送等補助事業」を毎年実施して

おり、久米島は１Ｌあたり6.01円の補助額と

なっております。県としては市場競争の激し

い沖縄本島との価格差是正は厳しいものがあ

るとしています。町として少しでも価格差を

なくするため企業への指導などを含めて他離

島と連携して県に働きかけてまりたいと思い

ます。

県道の安全管理について。現場を確認しま

したが、一部腐食が激しいところがあります。

早速県へ改修を要請を致しました。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

12番 仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

離島の石油製品価格について再質問しま

す。この件につきましては、平成18年に先輩
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議員の方からも質問されております。平成18

年３月議会において質問されておりますが、

当時の前村長の高里村長は、次のような答弁

をしております。県は離島における製品価格

の安定と円滑な供給を図るため石油製品輸送

等の補助事業を実施し、県内離島への石油製

品の輸送経費の全額を補助している。それに

も関わらず離島の石油製品価格が沖縄本島よ

りも価格が高くなっていると。価格差が生じ

るその理由としては、輸送経費以外に市場規

模や経営効率に起因する離島の物価高要素が

あることや石油製品の販売施設、輸送施設に

かかる設備、維持管理費がかかると説明して

います。

これに対して、各離島ともおかしいと、非

常に不満を持っていると。県が非常に態度が

優柔不断であると。住民が恩恵を受けるよう

な施策になっていないと。県の返答に納得で

きないと当時の町長は答弁しています。

平良町長はこの件に関してどのような見解

をお持ちなのか、再度お伺いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

離島の石油製品のコストについてですが、

これは離島振興協議会でもいろいろな問題に

なりまして、県に働きかけたことがございま

す。我々久米島におきましては、例えば他の

小さな離島と比べて違うところは、まず卸元

の油槽所があるということで、その運賃の低

減について、まだ確認はしておりませんけれ

ども、どういう経緯でどこに渡っているかと

いうのを私自身もまだ把握はしておりませ

ん。非常に複雑な他の離島に比べて構造にな

っているということです。他の離島に関して

は事業者に対して直接県が助成しているとい

うこともございまして、ここらへんもまだ勉

強不足ですが、もっともっと軽減してもいい

んじゃないかと思います。

現在6.01円補助あるんですが、やはりまだ

10何円も本土と10円以上も開きがあるという

ことが問題だと思います。これについてはも

っと積極的に石油業者にあたって、何らかの

措置ができないかやっていきたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

12番 仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

私たちは予算審査、決算審査の時に毎回の

ように担当課長にこのことについて質疑して

おります。しかし課長は先ほど述べられたよ

うな答弁を県の方から説明でそれを答弁して

いますが、議会としてもそれは納得できない。

今までずっと納得できないと、毎回それに対

して質疑してきましたが、担当課としてそれ

を納得しているのか。それについてどのよう

な見解をもっているのか。担当課長からその

見解をお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの仲村議員の質問にお答えしま

す。担当課として補助事業の主管課は県の地

域離島課になるんですが、地域離島課の担当

そして担当課長を含めて何度も価格差の是正

について話し合いをもっています。ただ、地

域離島課としては、先ほど町長が申し上げた

とおり離島振興協議会とか、そういった各離

島の皆さんが集まる場でいろいろ協議してい

ますということの回答で、離島振興協議会を
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含めた協議の中で価格差是正については、今

回、琉球新報にあったとおり小規模離島から

価格差を是正するための補助対象経費の拡大

を図るということで一歩前進というところな

んですが、まだ宮古、石垣、久米島について

は拡大の対象になっていないと。

地域離島課としては、この主要離島３離島

の部分の油槽所の運営経費も今後補助対象経

費として拡大していきたいということを言っ

ております。そのあたりの推移を見守ってい

きつつ、さらに事業所への指導も含めて働き

かけは行っていきたいと考えています。

○ 議長 喜久里猛

12番 仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

今回11月から久米島、宮古、石垣を除く各

離島は補助が少し拡充されましたが、それに

よって14円から15円まだ格差が残るといって

います。最近の久米島の価格と沖縄本島の価

格差がだいたいどのくらいなのか、そこを調

査されておられましたら説明お願いします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

最新の数字ですが、これは24年度実績にな

るんですが、久米島がレギュラーガソリン、

揮発油ですが167円の価格になっています。

本島平均が144円、価格差が23円あります。

○ 議長 喜久里猛

12番 仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

離島、久米島と沖縄本島の価格、生活必需

品にしても那覇市を100とした場合、久米島

が130というふうにして、この２１世紀ビジ

ョンの、これは23年度の調査によりますとそ

うなっております。今、久米島と本島との格

差が23円あると。これは平成18年度からほと

んど改善されていない。町民も相当それに対

して疑問をもっている、不満をもっている、

そういう声が聞かれます。

幸いにして昨年、24年に沖縄２１世紀ビジ

ョンが策定されて、その中で、先ほど申し上

げました離島における石油製品については揮

発油税等の軽減措置を活用し、石油製品の販

売事業者が負担する輸送経費等に対し補助を

行うことにより、沖縄本島並みの価格の安定

と円滑な供給を図るということをはっきりと

述べております。その中で今回、久米島、宮

古、石垣を除く各離島は拡充したんですが、

ある程度県の方は、それは拡充したからいい

んじゃないかというような考え方になってく

るかもしれないですが、そこを強く県に働き

かける、その実現を求めていくべきだと思っ

ております。

国、県は離島の果たす貢献度をこう言って

います。国境離島を含む沖縄の離島地域は日

本の領空、領海、排他的経済水域の保全など

国家的利益の確保に重要な役割を果たしてい

るということで、このような離島は様々な課

題を抱えている一方、海域等の保全をはじめ

重要な国益の維持確保に貢献している。この

ため離島振興にあたっては離島の果たしてい

る役割を鑑み、県民は元より国民全体で離島

住民の負担をともに分かち合い、離島地域を

支えるという理念のもとに取り組むことが求

められていると。離島の条件不利性を克服し、

住民が安心して生活し働くことができる持続

可能な地域社会の形成につながるような総合

的な離島振興策を強力に推進する必要があり

ます。加えて離島が有する潜在能力を十分発
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揮し、日本の経済発展に貢献する地域として

存在価値を高めていく必要がありますと、こ

う述べているわけですから、当然これは本島

並みの価格にすべきであります。

これまで平成18年度から７年間ずっと、こ

れが改善されていないような状態でありま

す。この機会に各離島が一緒になって、ある

程度軽減されたから、それで満足するんじゃ

なくて、本島並みの価格に、ぜひこれを実現

させていただきたい。それについて町長の決

意をお願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

室長から答弁がありましたが、我々の今ネ

ックになっているのは小規模離島じゃないと

いうことが、今までその２１世紀ビジョンに

掲げられている事業等が該当しないというこ

とがございます。これはこれまで私自身も県

となぜ小規模離島じゃないのかということで

やってまいりました。

高校がある、中核病院があるということが

ありましたけれども、これもなかなか小規模

離島として認めてくれということはやってき

ましたが、なかなかそれが認められないとい

うのがあります。ただ、やっぱり離島として

本島並の石油製品価格というのは我々はこれ

までもいつも協議の中で提言をして、また一

緒に要請もしてまいりましたが、これからも

本島並みを求めてやっていきたいと県に要請

したり、あるいはいろいろな協議の場を設け

たいというふうに思います。

○ 議長 喜久里猛

12番 仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

この件に関しては、場合によっては県議会

にも取り上げてぜひ実現させていただきたい

と思っております。

次に、県道の安全管理についてであります

が、県に要請しましたと。県はどのような回

答をしましたか。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

まだ回答はもらっておりませんが、それと

併せて今回仲村議員の方からそういった指摘

がありましたので、県道一周を再度また調査

しまして、一部仲中前の防護策については接

続についての整備不良があって、それについ

ては即対応して直してもらっております。今

後、県の方と一緒に回って、どういったかた

ちで補修をかけるか、そこをまた調整してい

きたいと考えています。

○ 議長 喜久里猛

12番 仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

迅速に作業を進めていただきたいと思って

おりますが、実は、ちょっと話は逸れますが、

今年の８月の決算監査の中で、私は大原下線

のことを質疑しました。空港線から大原下線

に入るところの野球場の入口です。そこに大

きな花壇が設置されました。僕は皮肉って、

雑草を生やすために花壇を造りましたかと言

いました。当初から雑草が生い茂って、ほと

んど花も植えていない、植樹もしていない。

そういう状況の中で指摘しましたら、数日後

その担当から僕に電話がありまして、すぐに

花を植えますという回答を得ました。言って

よかったなと、すぐ対応してくれるんだなと

期待していました。しかし未だに、もうあと
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１カ月ちょっとでキャンプが始まります。キ

ャンプ場の入口、花を咲かせてくれればよか

ったなと。

今年の２週間前、皆さんもご覧になったと

思いますが、病院前のヒマワリは素晴らしか

ったです。感動しました。これがキャンプに

できたら南国のイメージが出せるのになと思

っていました。しかし未だに花も植えていな

い、迅速に対応すると期待していたんだけれ

ども対応していない。こういうことがないよ

うに早めにやっていただきたいなと。これは

実は保護者、通学路でありますので子どもた

ちの保護者が、そしてお爺ちゃんたちが非常

に心配して僕の方に、ぜひこれ議会で取り上

げて、早く実現してくれということで声があ

りました。そのことも受けて、ぜひ早い時期

に対応していただきたいなと。それに対して

答弁を受けて私の質問を終わります。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

確かに仲村議員おっしゃるように、いま草

が見苦しい状態にあります。予算獲得といい

ますか、ある予算の中でできるかどうか、そ

こらへん検討していきたいというふうに考え

ます。

○ 議長 喜久里猛

12番 仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

予算、予算じゃなくて、いつも予算、予算

で逃げるんですが、早めにやっていただきた

いと。あまり予算関係ないですよ、やる気が

あればすぐできるんです。以上で質問を終わ

ります。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで12番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

次に、10番饒平名智弘議員の発言を許しま

す。

（饒平名智弘議員登壇）

○ 10番 饒平名智弘議員

10番饒平名智弘。２点ほど伺います。離島

甲子園の参加継続について。久米島町の中学

生は離島甲子園で優勝または準優勝したりな

ど好成績を収めている。今後も離島甲子園に

継続参加するのか伺いたい。

２点目、久米島町から儀間保育園や久米島

保育園を民間に譲渡してから数年が経過して

いるが、町長はそれをどう評価してのか伺い

たい。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育長 比嘉隆

９番饒平名議員の離島甲子園の参加継続に

ついてお答えいたします。今年で４回目とな

りました全国離島中学校野球大会、３中学校

の中学生が規範意識の向上を図り、短期間で

チームワークを築き、今回も準優勝の成果と

なりました。今後も子ども達が自信を持ち目

標を持てるよう、今後とも参加するよう関係

部署と調整を図って参ります。

（比嘉隆教育長降壇）

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

10番饒平名智弘議員の質問にお答えいたし

ます。儀間、久米島保育園について。久米島
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町行革大綱に基づき民営化を進めてまいりま

した。民営化した儀間保育園、なでしこ第二

保育園ともそれぞれの運営方針に基づき、子

供のための保育事業に取り組んでいるものと

考えています。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

10番 饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

離島甲子園について再質問を行います。教

育長がおっしゃるとおり３中学校の中学生が

短期間でチームワークを築き、目的をもち参

加し、たいへん優秀な成績を収めている。ま

た離島甲子園に参加するようになってから野

球をしている久米島の中学生が久米島高校に

進学する生徒が増えたと思う。やはり短期間

でも同じチームで同じ目的をもち試合をする

と仲間意識が生まれてくる。いま久米島高校

は生徒の数が減り、島外からも進学を呼びか

けている。

私は離島甲子園に参加することにより３中

の中学生が自信を持ち、仲間意識が生まれ、

久米島高校に進学し一緒に野球をして甲子園

を目指す思いが生まれると思う。そのために

も離島甲子園は今後も継続して参加すべきだ

と思うが、教育長の考えを伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

当初、私は子どもたちを見てたいへん心配

でした。と言いますのはなかなか３中学校、

日頃球技大会をとおして交流を図っていたわ

けですが、こちらの説明会、あと保護者説明

下の中におきまして子どもたちに自信がなさ

そうな雰囲気もありました。これは３中学校

とも子どもたちがまだお互いをよく知らない

ということがあり、私も当初たいへん心配し、

あと関係者からは、教育委員会は学力、学力

と言いながら、そういった学力面の時間を全

然とってくれないという意見もあり、今回の

対象の中学生には皆さん方が勉強をおろそか

にし、ただ離島甲子園へ行くだけでは次の後

輩のためにも良くありませんから、そのへん

はぜひ心がけて、今回の離島甲子園に臨んで

下さいということで発破を掛けました。

私も練習に参加し、今回、町長のご配慮で

私も大会に参加させていただきましたが、子

どもたちが日に日に変わっていきました。ま

ずは練習期間中、当初お互いに遠慮していた

わけですが、３中学校の子どもたちが、その

練習をする中において一所懸命、これが学校

現場でこれまでどういう練習をしたか分かり

ませんが、本当にすごいなということを感じ

ました。

そして大会に直接行って、子どもたちが物

怖じしない。そして１回戦を勝ち抜く毎に自

信をもち、のびのびプレイをしたというのが

今回の大きな印象がありました。

そういったこともありまして、まずは子ど

もたちが自信をもち、次の目標に向かってい

けるよう今回改めて私自身感じることができ

ました。参加につきましてはこれまで主催者

の方から助成金もありましたので派遣もでき

ましたが、今後は町単独でも子どもたちを派

遣できるように関係課と調整を図ってまいり

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

10番 饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

教育長がおっしゃるとおり、子どもたちは
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参加することにより日々成長していくと思い

ます。教育長がおっしゃるとおり財政がなけ

れば町が負担してぜひ参加させるべきだと私

は思うんです。

話がずれますが、私は久米島高校がとても

いいと思っています。今回、町長に苦言をし

ましょうね。同僚議員の答弁の中で町長はこ

う言っています。沖縄本島に進学する要因と

して、上を目指したスポーツ、学習をしたい

ためにと答弁しているんですよ。それは久米

島高校の生徒は、ＰＴＡまたＯＢに対してた

いへん誤解を招く答弁だと思います。久米島

高校へ進学する生徒は上を目指していないの

かと受け止め方をされるんですよ。決してそ

ういうことではないと思うんですけどね。久

米島高校の生徒たちも、特に僕が今回質問し

ている、野球をやってる子たちもみんなで頑

張って努力して甲子園に行こうという、とて

も大きな夢をもっているんですよ。そういっ

た面で今回の町長が答弁した内容に対して町

長としてどう考えているか伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

先ほどの答弁の中に上を目指したいという

ことがありましたが、これは昨年、今の中学

３年生に取ったアンケートをそのまま申し上

げたということでお願いします。これは昨年

度の島外高校進学理由ということで、今の高

校１年生にアンケートを取ったことがありま

す。まずは久米島高校に行きたい学科がない。

そしてもう少し自分たちの視野を広げたい。

それからスポーツ、学習でレベルの高い高校

を目指したいということで、全部で15項目あ

りまして、その中で上位の方のアンケートの

結果をお伝えしたわけでございますので、こ

れが町長の考えではないということはご理解

をお願いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

10番 饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

町長の考え方ではないと思います。町長が

答弁しているが、私は教育課の考えだと思っ

ていますが、答弁者として町長が言っている

ので、そういうふうに言ったんです。ただ、

子どもたちがそう言ってもそこはちゃんと配

慮して答弁してほしいです。これは見る人が

見たらそんなに見えませんよ。それに対して

教育長としてどう思いますか。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

まず久米島高校、先ほどもありましたが久

米島高校の魅力化、それから発展を考える会

の中におきましていろいろ久米島高校の活性

化を求めるような活動をしています。子ども

たちも実際、久米島高校のオープンスクール

などやって、ぜひ久米島高校で頑張りたい。

そして今の野球部の子どもたちも一緒に甲子

園を目指したいということがあり、子どもた

ちがそういったことで久米島高校に向けての

進学に手続きをこれからいくわけですが、そ

ういった面でいま一所懸命子どもたちは頑張

っております。

○ 議長 喜久里猛

10番 饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

いま教育長が言うように、子どもたちは一

所懸命頑張っています。

久米島高校の野球部は、離島甲子園に行っ
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たお陰だと思いますが、いま野球部員が25名

以上いるんです。僕はいつも町長の話をよく

聞きますが、町長はいつも言います。

町長の夢は、久米島高校が甲子園に行き、

スタンドで応援をしたいと、いつも言ってい

ますよね。またそれは久米島町民みんなの思

い同じだと思います。そのためにも離島甲子

園は今後も３年生を中心に継続参加すべきだ

と思うんです。そこで町長と副町長の考えを

伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

離島甲子園は４回目になりますが、これは

私の思いで初回から参加させました。これに

ついては離島振興協議会、全国の、その中で

離島甲子園というものがありながら沖縄から

１校も参加していないということがありまし

た。またよその離島のレベルを見せるために

も子どもたちに参加させたほうがいいという

ことで第３回目から参加させましたけれども

愕然としました。あまりにもレベルが低すぎ

て、島の子どもたちの。

野球の技術は上手いんですが、並んで行進

をしたり、あるいは人の声を聞いて受け答え

をしたり、そういうのが私は行って初めて分

かって、これはもう継続して行かそうという

ことで、２回目以降、学校に担当を決めて、

向こうの子どもたちと同じようにできるよう

にしてくれということでお願いして今までや

っています。それがやっぱり準優勝、優勝と

いうことにつながって、やはり、よそのレベ

ルを見せるということは非常に大事なことじ

ゃないかと思います。これからも引き続き町

としては離島甲子園に参加させたいと思って

います。

もちろんこれまで学校側から進学のための

勉強とかいろいろな問題、障害になっている

という意見も聞こえましたが、それ以上に得

るものがあるということで、これからも続け

ていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。私も２日

目の四国大会に参加しましたが、当時はいま

町長がおっしゃるように、１回目の参加のと

きは非常に生徒の整列の仕方とかも、たいへ

んお粗末な隊形だったということで指摘され

て、私が行ったときにそういうマナーも直っ

て、そして全国から集まります。北海道は北

は礼文町という島からきましたし、それぞれ

のいろんな地方から同学年の皆さんが参加す

るといろんな勉強ができると思います。

特に私が感心したのは北海道あたりから父

兄の皆さんも一緒に参加していたこと。この

へんもまた今後の我々の参加においては、そ

の保護者の皆さんも参加できるような仕組み

づくりとか、またそういう体験をすることに

よって視野が広がり、この我々の小さな久米

島がどうあるべきかというのもその子たちが

学ぶことも可能だし、今後も継続して参加す

る必要があると思います。

○ 議長 喜久里猛

10番 饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

町長、副町長、また教育長からとても前向

きな答弁をもらいまして、ぜひ継続してくれ

るようにお願いします。

次に、保育園についての再質問を行います。
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久米島町は保育児の待機児童はいないのか。

また両保育園、民営化した保育園についてク

レームはないのか。また儀間、なでしこ保育

園の職員の待遇や園児の給食などの状況は把

握しているのか伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

待機児童ですが、年度当初のときはありま

せんでした。最近11月になって２人ですか。

この２人についてもなでしこ第二に１人、そ

して中央保育所に１人なんとか調整してくれ

ということで要請して、なでしこ第二の方は

１月から入れるように調整しています。中央

については一時保育でとりあえずはカバーし

ながら調整できればやっていきたいというか

たちできております。

それから、職員の待遇ですが、なでしこ第

二となでしこ保育所それぞれ協議している中

では、県内においても高い方だということで、

実際他と比べていませんが、運営者側からは

そういうふうに回答がきています。

それから、苦情ですが、なでしこ第二の方

では去年、民生員をとおして苦情が何件かあ

りました。それについては話し合いをもって

今後そういうことがないようにということで

保育所側も努力していきたいと話し合いをし

ています。

それから、ミルクに関しても同じように、

これは苦情というか、これでいいのかという

ことで、例えば民営化する前はパックに入っ

たミルクを提供していましたが、なでしこの

場合は、これは運営者民間の方針によって粉

ミルクを提供しているということで、それに

ついても特に問題はないということでしたの

で、それは方針に基づいてやっていいんじゃ

ないかということです。

あと職員間のトラブルもありましたけれど

も、それについては内部で十分コミュニケー

ションをとって解決してくれということで話

し合いをしていますが、これは５月か６月で

したか、その後については特に問題は起こっ

ておりません。

○ 議長 喜久里猛

10番 饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

待機児童が２人いるということで、町とし

ては問題が、民営化したために待機が出たん

じゃないかという話も聞こえるんです。それ

をしないようにやらないと民営化した意味が

なくなるんです。そういった面でそこはちゃ

んと待機児童がいないようにやってくださ

い。

それと、儀間、なでしこの職員数は何名な

のか。また正職員は何名で臨時職員は何名か

具体的に答えてほしい。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

まず儀間保育所ですが、これはデータ的に

４月の時点のデータということでご理解いた

だきたいと思います。儀間保育所が職員全体

で17名、非常勤臨時が３名、なでしこ第二保

育園が職員数20名、非常勤が17名ということ

になっております。

○ 議長 喜久里猛

10番 饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

福祉課長に言いたいのは、前々から特にな

でしこ保育園はぜんぜんバランスが悪いんで



- 37 -

す。儀間保育園は17名の中の臨時職員が３名、

なでしこは20名の中の17名が臨時職員。それ

だとどうですか、ちゃんとした保育ができま

すか。職員の入れ替えも激しくなると思いま

すし、職員間の細かい連絡もできなくなると

思うんです。また課長はいつも言っています

が、県の方は６割の職員は正職員にしなさい

という指導も受けていると言っている割りに

は、もう３年になる。それで課長はいつも言

っているんですが全然数字を見たら改善され

ていないんです。そのへんもうちょっと指導

していかないとぜんぜん変わらないと思うん

です。町として20名に対して17名の臨時職員

ということは私にとっても多いと思うが、そ

こをどう考えていますか、町長。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

いま担当課の方で県の指導にしたがって事

業所を指導していると思いますが、これだけ

臨時職員が多いということは、もっともっと

指導しなければならないかと考えています。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

これに関しても先週話し合いをもちまし

た。11月の指導監査もありまして同じように

県からも指導を受けて指摘事項になっていま

す。この回答が１月の19日までとなっていま

すので、改善を図ってくれということは言っ

てあります。

保育所側としては職員の状況をみて本採用

できる人はやるということで、保育方針、要

するに経営方針について来れない人について

は厳しいということも言っておりまして、こ

のへんは経営者の問題もありますので、十分

職員と話をして、経営方針も理解させて保育

がうまくいくように、ぜひ努めてくれという

ことは申し上げてきております。

○ 議長 喜久里猛

10番 饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

いま課長が言うように、会社の経営方針と

かは会社の中身だと思うんです。職員も経営

方針合う人を職員にすればいいんですけど、

これはただ言ってるような感じなんですよ。

合わないから職員にしないという、もう３年

も４年もなりますよ。儀間保育園はできて、

こっちができないというのは腑に落ちませ

ん。指導して結果が出なければしてないのと

同じですよ。そこは強く言って、町の子ども

たちを預かっているし、職員じゃないと責任

も全然違ってきます。そういった面で、臨時

も頑張っている人もいると思いますが、やっ

ぱり頑張ってる職場もつくる必要があると思

います。

町長にまた言いますが、臨時職員はやっぱ

り臨時なんです。そこらへんちゃんと久米島

町は人口も減っていますので、正職員になれ

ば、そこに腰を落ち着かせていろんな計画も

立てていけます。そういうことも考えて指導

していかないと、ただ向こうの話だけを聞い

て、ぜんぜん変わっていかないということは

とてもおかしい話です。せめて儀間保育園と

は言わないんですが、県が考えている６割の

職員は正職員ということで強く指導すべきだ

と思います。そのへんに対して、ぜひやって

ください。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。
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○ 福祉課長 山城保雄

これについては県と一緒にこれまでもやっ

てきましたけれども、これからも改善を図る

ようにやっていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

10番 饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

最後に、ぜひ改善してください。

（饒平名智弘議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで10番饒平名智弘議員の一般質問を終

わります。

次に、11番山里昌輝議員の発言を許します。

（山里昌輝議員登壇）

○ 11番 山里昌輝議員

まず、通告書なんですが、福祉施設整備計

画の進捗状況を具体的に説明してもらいたい

と。わりかし漠然としたやり方になっている

わけですが、同僚議員と同じで、私も１、２

点に拘っておりますので、たぶんこうであろ

うということでしっかり答弁つくってきてい

ただいてます。このことについて町長の方か

ら答弁お願いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

11番山里昌輝議員の質問にお答えします。

福祉行政について。現在、計画しているのが、

障害者の活動支援施設と社会福祉協議会の入

居施設の整備を計画しています。町としまし

ては、久米島中学校と仲里中学校の統合に伴

って久米島中学校跡地を福祉施設として活用

できないか検討を進めています。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

町長の答弁を受けて、福祉課長ちょっとお

聞きしたいんですが、どの程度まで進めてい

るのか、具体的に説明してほしいというふう

に私は先ほど通告書を送っていますので、そ

こを聞かせて下さい。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

庁内の跡地利用検討委員会の中で検討を進

めてきておりまして、障害者の地域活動支援

センターを久米島中学校の技術教室跡にもっ

ていこうと。それから職員室のところに社会

福祉協議会の事務局をもっていこうというこ

とで、その分については具体的に場所も入れ

て検討しております。ほぼそれのとおりいく

かなということで期待しております。それで

地域説明会においてもそのことを説明してき

ておりますので、そのとおり進めていきたい

というふうに思っております。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

進めていきたいではなく、進めますと。す

ぐ走る状況にありますという程度の答弁はぜ

ひ欲しいですね。実は、障害者の自立支援法

というのが平成17年に制定、そして18年に施

行されたわけですが、当時は３障害が別々に

動いていたものが同じようなサービス享受で

きるように、同じ環境の中で社会復帰を目指

して頑張ってほしいと、そういう思いもあっ

て法制定がなされたわけですが、その時にむ

しろ久米島町は逆行しているわけです。当時
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は久米島町に身体障害者協会というのがあり

ました。当時、その組織に58万6千円の助成

をしているんです。しかし22年に久米島町社

会福祉協議会が３障害を引き取ってスタート

した時点で15万6千円に減額して、それがそ

のままスライドしてきているわけです現在。

現在の担当課長は、その経緯についてよく認

識していないと思いますが、そこはご存じで

すか。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

当時、身体障害家族会、それから精神障害

の家族会、それぞれ組織がありました。正確

かどうかちょっと分かりませんが、ちょうど

行革の一環で各団体の補助金の縮減を図った

経緯がありますので、その中で縮減されてき

たのかなと理解しています。３障害の家族会

を去年でしたか、１つにして活動しておりま

して、以前は、それぞれの家族会の活動状況

が停滞気味な状態もありましたが、いま１つ

にして非常に活発な活動がされていると思っ

ております。

○ 議長 喜久里猛

山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

行革のあおりを食らって社会的弱者が非常

に環境の悪いところに追いやられていくと、

そういうことは決してあってはならないこと

です。町長、私が以前から、この問題につい

て取り組んでいるのは既にご承知のとおりで

すが、歳月が過ぎても今なお、全然進展が見

られません。一番大きな要員は何なのか、町

長の方から直にお聞きしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

ただいまのお話につきましては、私は承知

しておりませんので内容は把握しておりませ

んでした。ただ福祉施設については、早めに

進展させたいということです。今おっしゃい

ました障害者の補助金の件、これについては

も経緯、あるいはこれまでの経緯を把握して

から答弁したいと思いますので、よろしくお

願いします。

○ 議長 喜久里猛

山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

ここの組織に対する運営助成が減額になっ

た、多くなった、このことは町長は知らなく

てよろしいんです。私が申し上げたいことは、

まず彼らをとりまとめた行政、そして活動の

場である社会福祉協議会を含めて、まず最初

に仲里改善センター老朽化に伴って向こうの

敷地内に整備していくと、最初はそういうこ

とで準備を進めております。近々これをスタ

ートさせますということでありました。その

次、法務局事務所跡、これを活用させたいと。

これには私も反論しました。今現在、久米島

中学校の跡をなんとか活用したいということ

で計画を進めているようですが、これは今現

在どこまでいっているのか。例えば次年度の

予算案調整は既に始まっていると思うんです

が、次年度のペーパーに確実に載っているの

かどうか、そこを担当課長聞かせてください。

○ 議長 喜久里猛

平田明行革推進室長。

○ 行革推進室長 平田明

ただいま26年度予算に計上しているかとい

う質問ですが、先ほど担当課長の方から説明
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がありましたように６月18日の地元説明会に

おいて跡地利用について説明しております。

ただ現在、子どもたちがいる状態で７月とか

５月という早期な時期に跡地にという部分が

不可能な部分もありまして、いろんな教育備

品とかありますので、教育委員会と詰めなが

らやっている最中で、その跡地についての事

業をいれる部分に関しても、防衛施設局と事

前調整をしましたが、教育施設を福祉施設に

改修すると事業メニューがちょっと防衛とし

てはできないということで、移って跡に、そ

の社会施設であれば改修等ができるというこ

とで、ご返事いただいております。

ただその後の細かい教室をどういうふうに

改造したりどうしようというのは、これから

です。基本的には１階の職員室の部分を社会

福祉協議会の事務所にしまして、先ほど担当

課長からありましたように、後ろの技術教室

をさくらの作業所、あるいは図書館を控え室

とか、１階部分は福祉の中でいろいろ活用し

ようという計画が、実際これからどういうふ

うにやろうということは、今、子どもたちが

いる現状ですので、冬期の休みに担当課と社

会福祉協議会も交えて細かい調整をやる予定

であります。

また予算についても、それに対しての予算

措置を必要であれば検討していくということ

で進めようとしております。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

いま久米島中学のおかれている環境、現場

の状況はよくわかります。検討を進めている、

社会福祉協議会と話を詰めていきたい。詰め

た結果できませんでしたと、そういうことは

ないですよね。

このことを何年もかけて、順繰り順繰りた

らい回しばっかりされているようでは、久米

島町の進展はありません。今非常に厳しい状

況の中で彼らは一所懸命頑張っています。社

会福祉協議会が自ら社会ニーズを追いかけな

がら一所懸命頑張っています。町長このこと

には強く耳を傾けて、しっかり頑張っていた

だきたいと思っています。

このことは、遡ること11年前になりますが、

仮称久米島総合福祉センター、こういうもの

を私、町内出身の５名のコンサル、本島在住

の方々に依頼して、２週１回のペースで、平

成14年の２月から７月までに６カ月間掛かり

で、島のことであればということで６カ月間

５名のコンサル業務の方々に画を描いていた

だいたことがあります。これは執行部の中に

ご覧になった方がいるかどうか知りません

が、たぶんに社協のどこかにまだ存在してい

ると思います。

あの当時は合併特例債という、おいしい話

が目の前にぶら下がっていたものですから、

あれもしよう、これもしようで、どんどんエ

スカレートしていった時代ですが、今そこま

でとは申しません。ただしかし、そのミニチ

ュア版でもいいので、彼らの思いを成就する

ためには、これは行政は皆が一体となってこ

のことには取り組んでいっていただかなけれ

ばいけないんじゃないかと思っております。

このことは私がこうしたい、ああしたいと

当時現職でおりましたので、そういうことで

はなく、実はとあるタイミングを利用して障

害者７名、既に２人は亡くなっておりますが、

方々から２回に渡って私は意見を聴取して、

将来はこうしたいな、こうしたいなと、彼ら
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の思いを受けてコンサルに話を詰めていただ

いて作り上げた画なんです。だから何とか頑

張っていただきたいと思っているわけなんで

すが、町長、しっかり頑張ってほしいなと思

っております。

ここで１つ、実はちょっと横道に逸れるわ

けですが、12月２日に、その前にタイムスに

12月２日、後で新聞をご覧になられてくださ

い。障害者のためのシンポジウムが開催され

ておりまして、県の総合保健福祉センター主

催で、所長が主催して、このことを取り組ん

できているわけですが、イタリアという国は

昔から非常に精神保健に関しては、ずっと先

を行っているというほど有名な国なんです

が、この一部を読み上げてみます。

世界保健機構、いわゆるＷＨＯはイタリア

を世界モデルに指定し、精神病院の縮小を提

言しているとし、地域でのサポート体制を充

実させているイタリアの現状を説明しており

ます。カルテを見るのではなく、その人がど

のような生活をしてきたかを見ることが大

切。病人ではなく、苦悩して生活に困窮を来

している人とみて、関係者が多面的に援助し

ているというふうにイタリアの報告がありま

す。

これに対して、主催している側、とある精

神科医ですが、私が大嫌いな医者です。病院

と地域、その前に当事者や、その家族の地域

性と家族文化を尊重し生かせるような支援の

あり方や病院と地域、行政、大学の４者が共

同した支援の取り組みの必要性を訴えたとあ

りますが、なんで病院か、なんで大学か、こ

れは最も必要なのは、彼らに必要なのは地域

とその環境づくりなんです。薬でコントロー

ルするために、投薬していると。どうしよう

もなければ病院に押し込んで隔離すると。こ

の繰り返しで彼らの生涯を終える場合がよく

あるわけです。だから別の国では病院を少な

くしようとしている。ここでは病院を第一に

上げて、しかも大学、僕は意味が分かりませ

ん。私は門外漢ですのでよく分からないです

が、専門に勉強してきている保健師に後で聞

いてみようかと思っていますが、今まさに大

事なことは久米島町が取り組んでいる地域で

の活動です。

ただ、そこには今多い場合に26名ほどの社

協が、職員が管理しながらスタッフが働いて

いるわけですが、その中の一部、11名がＢ型

に移行しています。Ｂ型といいますと、１日

午前２時間、午後２時間、４時間。これは儀

間出身の企業に関わっている方が、彼らを物

産公社ですか山里の方の、向こうで彼らを管

理しながらやらせているわけですが、彼らが

ああいうところで社会参加を目指して頑張っ

て、その先にあるのはＡ型です。いわゆる1

日８時間。こういったことで地域活動、彼ら

を社会参加を促すことによって、どんどん快

方に向かっていく。

実は11月30日に副町長も踊っていました

ね、町長もたぶんご覧になったかと思います

が、久米島町の芸能発表祭がありました。指

導員が20代の若い女の子を私の側に連れてき

て、出ますよと言ったとき、後ろを振り向い

たら彼女が笑顔で出るよということになっ

て、すごくおめかしして舞台に上がって中央

の方で一生懸命踊っていました。あれを見た

とき障害者か何かわからない。本当にあれを

見ていたら誰しも感動するほどうまく踊って

おりました。

彼女は３、４年前、実はうちで夜となく昼
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となく物を投げつけたり大変な状況にあった

中で、私は祖父母、両親から相談にのってく

れとお願いされていた子なんです。こういう

ことを考えてみた場合に、町長がこれからこ

のことにしっかり目を向けて環境づくりに徹

してくだされば、こういう人たちが多くなっ

てくるんじゃないかと。

いま数字上、実はアワティーヒャーティし

て社協から資料をいただいてきたんですが、

身体障害者も554名おります。知的障害が121

名、精神障害、手帳保持者が71名、通院者が

108名おります。知的障害と精神障害でちょ

うど300名いるわけです。彼らは人によって

は社会復帰が十分可能な者たち。いろんな意

味でいま彼女たちは一生懸命頑張っておるわ

けですが、当然賃金も低いです。しかし今後

いい環境をつくることによって自立支援を促

して、そして社会復帰というのが、どんどん

先に進めていくことができますので、この間

も聞くと、建設課長が頑張ってくれたんです

が、空港の方で彼らが頑張っているのを私は

見ました。山里の方でも今頑張っています。

あちこちで頑張っています。

ただ、これから福祉課長の方でしっかりお

願いしたいのは、26名を３名ほどでみたりし

て管理しながらやっているわけですが、万が

一事故が起きた場合にどうなのか、それを考

えたら指導者が絶対数足りない。指導員の資

格を持っているのは久米島には１人いるかど

うかですよね。だから実務経験５年以上の者

は資格取得ができますので、そういう者たち

を要所要所に配置して、しっかり３障害の皆

さんができるような環境づくり、これは急が

なければいけないですので、今後の細かいこ

とについては担当課長のところ、福祉課長の

ところに私も足繁く通いますので、嫌がらな

いでこれから応じていただきたいと思ってお

ります。

町長、最後にこの問題、町長はつい最近、

今期限りで勇退すると表明しました。別のこ

とについてはそれなりの実績を残していて高

く評価するわけですが、このことに関しては

全く先が見えていないです。ちょっとおろそ

かにしております。在任中に、はっきり先が

見えるように動いてくれるかどうか、私の前

で確約して下さい。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

障害者支援については、社会復帰、あるい

は自立支援等については事業あるものについ

ては我々としても今まで考えてまいりまし

た。しかし、やっぱり、まだまだ島内にはそ

ういう方々がいらっしゃるということで、こ

れからもやはり社会に適応する方法、どうい

う方法があるのか、これからも積極的に取り

組んで、この人たちをサポートしてまいりた

いと思います。

○ 議長 喜久里猛

山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

町長、私がお聞きしたいのは、彼らが頑張

れるような環境づくり、いわゆる久米島中学

校の教室ならそれはそれでいいんです。私は

問いません。たらい回しにされてきたこと、

これが嫌です。どこでも構わないですので、

彼らの居場所、拠点施設です。そして心置き

なく彼らが頑張れるスペース、これを確保す

る。財源あるない、私はこれは聞きたくあり

ません。財源は探せばいっぱいあるはずです
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し、町長が財政担当の方で優先順位をどうし

ているのか知らないですが、福祉課長、一発

でああそうですかで引き下がるようなことは

絶対止めてください。そうしたら絶対あなた

のテリトリーは守れないですから。

だからこれがあって、それから各分野に根

を広げていくというぐらいの気持ちで、そう

してもらうぐらいの気持ちで絶対やってくだ

さい。

この同じ答弁を次出すようであれば、私は

任期中、ずっとこのことに拘って、同僚議員

が別のに拘っている以上に拘りますので、と

いうことで以上をもって終わりたいと思いま

す。

（山里昌輝議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで11番山里昌輝議員の質問を終わりま

す。

休憩します。（午前12時15分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後１時28分）

１番棚原哲也議員の発言を許します。

（棚原哲也議員登壇）

○ １番 棚原哲也議員

こんにちは、年度末の12月定例会というこ

とで、私の方からは５件質問いたします。

まずはじめに、農業の生産拡大及び流通課

題の支援要請に対しての進行状況を伺いた

い。久米島産紅芋は他の産地と比較して高品

質で市場や量販店からの評価も高く、同年出

荷と増量の要望があり、消費者に良品質の甘

藷を供給し生産量の増加と農家所得の向上の

為、次の早期整備の要望があるが年次的整備

計画を伺いたい。

（1）甘藷が良品質のまま貯蔵できるような

冷蔵庫。

（2）収穫が重労働となっている要因を、堀

取機等の持ち回り使用によって緩和できるた

め、機械の導入を検討してもらいたい。

（3）出荷時にフェリーの貨物積載場所の温

度が高く、甘藷の品質が劣化することから、

フェリー積載用コンテナの導入。

（4）植え付け前の圃場の肥料等の同時注入

機の導入。

次に、２番目、島内の公園等の整備及び遊

具等の安全点検について。

（1）現在、遊具が設置されている銭田森林

公園、ふれあい公園、ダルマ山公園等の保全

点検や遊具の安全点検及び破損個所の補修は

なされているか。

（2）イーフビーチ公共駐車場の角に設置さ

れている、旧ＮＴＴの公衆電話が設置されて

いた赤瓦の東屋が、長年の塩害等で支柱が劣

化し崩落の可能性があるので、事故が起きる

前に撤去する必要があると思うが、早急に対

応する考えはないか伺いたい。

（3）タイ原池排水溝の東から宇根原までの

アスファルト舗装された農道が、土砂崩れや

倒木等で通行不可能な状態で放置され、途中

のタイ原池の湖畔には、登武那覇公園整備事

業で整備された東屋も含めた小公園もある

が、長年、放置された状況にある道路につい

ては、宇根原、タイ原地区を縦断する道路と

して必要性が高く、再整備の必要があるが、

公園については維持管理の面から必要ないと

思う。今後どう取り組んでいくか方針を伺い

たい。

次に、３点目でございます。産業振興課は

農林水産課、商工観光課に再分課したほうが

いいのではないか。



- 44 -

平成23年4月より、旧農林水産課と商工観光

課が統合し、発足した産業振興課について伺

いたい。町の行政改革の一環として二課を統

合したと思われるが、一次産業である農林水

産、二、三次産業である商工観光等とでは関

連する部分もあるとは思うが、専門分野の相

違点が多く、農林水産、商工観光の振興発展

の為には再度分課し、専門分野に精通した課

にした方がいいのではないか。

４番目でございます。奥武島西海岸の砂洲

の移動及びイーフビーチの砂の移動について

県と連携して潮流の調査費の早期確保を。

昨年９月での一般質問で奥武島西海岸及び

イーフビーチの海岸の保全の問題を提起しま

したところ、調査費については多額の費用が

かかるが、次年度以降調査メニューがないか

一括交付金でメニューがつくれるか、議論す

るので強力に県に要請していくとの副町長の

答弁であるが、調査費についての議論を継続

して行っているか、またその目処付けはなさ

れているか。

５番、高速船の導入についてでございます。

高速船導入計画の進行状況はどの程度か伺い

たい。よろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

１番棚原哲也議員の質問にお答えいたしま

す。農業の生産拡大及び流通課題の支援要請

に対しての進行状況なんですが、甘藷用の冷

蔵庫整備につきましては、ＪＡの集出荷場内

に平成26年度予算で検討をしております。堀

機及び肥料等の同時注入機につきましては、

平成25年度補正予算で１件予定をしておりま

す。農家から要望がありましたら、導入でき

るよう支援したいと考えております。

積載用コンテナにつきましては、輸送の実

態と調整にしついて調査検討を行いたいと考

えております。

次、島内の公園等の整備及び遊具等の安全

点検についてですが、トイレ清掃班が定期的

に点検をして修理、撤去についての報告がご

ざいます。修理、撤去につきましては、職員

及び環境美化作業班にて対応しております。

旧ＮＴＴの公衆電話が設置されていた赤瓦

の東屋ですが、これにつきましては調査をし

て、撤去する方向で進めてまいりたいと思い

ます。

タイ原排水溝の側の道路につきましては、

倒木等が危険性があるということで、封鎖を

しておりましたが、今後、危険性がないか調

査のうえ県及び関係課と調整をしてまいりた

いと思います。

産業振興課、農林水産課と商工観光課に分

課したほうがいいのではないかという質問で

すが、これにつきましては組織機構改革の一

環として簡素で効率的な組織とすることや課

の規模等を基本に関連する課の統合を行って

まいりました。その後の問題点や課題等を検

証しながら、今後、組織機構改革が必要であ

れば取り組んでまいりたいと思います。

奥武島の砂洲とイーフビーチの砂の移動に

ついてですが、一括交付金の特別枠で事業採

択を検討してまいりましたが、砂の投入だけ

という事業化は困難であるとの結果になりま

した。今後イーフ一帯海岸のあり方について

専門家の意見を聞きながら砂浜保全等につい

て、検討していきたいと考えております。

高速船の導入についてですが、高速船導入
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については、フェリー久米島の引退時期を目

処にこれまで勉強会を実施してまいりまし

た。確実な導入を図るためにも就航時期を明

確にする必要があることから事業者も加えた

高速船導入検討会を年内にも発足する予定で

準備を進めてまいります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいまの答弁につきまして、再質問を行

いまます。農業の生産拡大及び流通課題の支

援要請についての進行状況についてでござい

ます。１番目の冷蔵庫は26年度予算で検討し

ているとあるが、あくまでも検討なのか、こ

れは26年度予算で整備するということではな

いかお伺いいたします。

２番目に、堀機及び肥料等の同時注入機に

ついて、25年度補正で１件予定しているとあ

るが、堀木及び同時注入機各々１件なのか、

また農家から要望があれば導入できるよう支

援したいとしているが、26年度事業で導入す

ることも可能かお伺いいたします。

３番目にフェリー積載用コンテナの導入に

ついては、ＪＡ久米島支店及び農家から品質

劣化を防ぐため、導入の要望があり、また同

コンテナについては、漁業の活じめ冷凍クル

マエビの輸送にも併用できるため、早期導入

に向けてＪＡ及びＪＡ部と調整する必要があ

ると思うが、担当課の答弁をお願いいたしま

す。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

まず再質問の１点目の平成26年度の検討状

況なんですが、これにつきましては、ＪＡ集

出荷場のセンターから入って、今、左側に今

野菜用の冷蔵庫がございます。その側の南の

壁から北の壁まで全て冷蔵庫にする予定で

す。今、予算要求をしているところでありま

す。これについては、財源は一括交付金を予

定しておりますので、あと県との調整を経て、

最終的な予算として確定ということになりま

す。

それから補正予算で、今予定をしておりま

すこの堀機等については、トラクターと堀機

等々も含めた１式を予定しておりますが、最

終的に申請者の予算の負担もあって、同時注

入機まで可能かどうかというのは、またそこ

までは詰めがいっておりません。基本的には

１人分の１式ということで補正予算には計上

をしてあります。

それから冷蔵用のフェリーのコンテナの件

ですが、これについては、甘藷の冷蔵庫につ

いては、出荷までのある程度の長期間保存す

るということを目的に設置するものなんです

が、一旦、市場に出荷するとなると、今は通

常温で置いて販売されているのが実情です。

そこに冷蔵コンテナを使うということは輸送

コストが非常に高く付くということでござい

ますので、輸送コストを高く払ってでも使う

必要性があるのかどうか、そこで専門家や現

場の皆さんの意見を聞いて、対応していきた

いと考えております。それから活じめの物と

の併用なんですが、これ併用できるかどうか

というのはちょっとはっきり現段階で把握し

ていません。たぶん併用は難しいんじゃない

かと思っておりますが、それもまた漁協のご

意見、農業関係者のご意見も聞いて、今後こ

の必要性があるかどうか、それを調査検討し
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てまいります。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいま堀機及び肥料等の注入機、これは

25年度補正で１件予定しているということな

んですが、他にも農家から要望があれば導入

できるように検討したいという答弁でござい

ますが、これからあと、ＪＡまたは芋生産農

家が５団体ほどになってますので、ＪＡ以外

の団体等々からも要望があれば26年度の予算

で導入可能かどうか、お伺いしたいと思いま

す。合わせて答弁がありました活じめ冷凍ク

ルマエビとの併用、これはフェリー車両甲板、

車を積む所に、鮮魚、それから農産物等も積

み込みますんで、車両甲板が非常に温度が上

がるということで、ＪＡの方からも４時間か

けて沖縄本島まで運んだ場合に物が非常に劣

化すると、漁協の方からはせっかく昨年、活

じめのクルマエビの出荷体制、これも瞬間冷

凍それから真空パック等の設備を入れても業

者の方に引き渡した時点で非常に物が劣化し

てクルマエビの頭部の方が黒くなって商品化

できないという意見等もありまして、この温

度調整をすれば甘藷、芋が少ない場合にはエ

ビも一緒に運ぶとか、そういう調整ができる

んじゃないかなと、そういう思いがありまし

て、ただいまの質問いたしましたが、漁協、

それから農協との調整、今後やっていけるか

どうかお伺いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

まず甘藷の方ですが、ＪＡ以外の団体につ

きましても事前相談をいただければ、これは

一定の条件、５戸以上の農家が集まるという

こと、あとは一定の面積があって、しっかり

とした生産計画、販売計画があれば、今現在、

沖縄県特定地域経営対策支援事業の補助金が

ございますので、それを活用してやることは

可能です。

ただいきなり、即時年度内というのはちょ

っと厳しいです。県も予算編成のために２年

前から各市町村の要望調査を聞いて、それを

集計して予算を組んでいきますので、26年度

に入って、すぐ26年度というのは、非常に厳

しいところがあると思っています。ただ場合

によっては予定していた市町村がキャンセル

が出た場合、前もってしっかりした生産計画

と、その販売計画を作っておけば滑り込みで

できることもありますので、既に相談も受け

ていますが、できるだけそういう早くできる

体制は作っていきたいと考えております。

それからエビの活じめのコンテナですが、

24年度事業で、その瞬間凍結機を入れてあり

ます。今年度の分で養殖場内の保管庫を造り

ますので、どうしてもまたエビの場合は冷凍

用のコンテナが必要になってきます。これは

順次整備していきたいと思っていますが、た

だ併用というのは非常に難しんではないかと

考えております。

エビの場合はキロ４千円とか、５千円とか

あるいは７千円非常に高価なものです。容積

もそんなにとりませんので、冷凍コンテナを

使って輸送コストとしては、そうたいした負

担はないということになりますが、芋はあれ

だけの大量の物を冷蔵庫に入れて運ぶとなる

と相当のコストがかかります。キロ180円の

世界ですから、それを使って輸送コストを負

担して農家が出荷するかどうかという問題も
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含めて、それは現場の方と、あとまたそうい

った流通の専門家がいますので、そういった

ご意見を聞いて考えていきたいと思っており

ます。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

併用は非常に厳しいということなんです

が、現在の久米島航路の久米商船さん、ニュ

ー久米島については、この冷凍、冷蔵の電源

差し込みが整備されていないと。フェリー琉

球については、電源が準備されているという

ことで、１隻しかコンテナ積載ができないと

いうことで、併用ではどうかという、そうい

うことがありまして、ただいま、質問しまし

たが、これについてはまだＪＡとＪＦ、両方

と調整よろしくお願いしたいと思います。

次に、２点目の公園等の整備、遊具等の安

全点検について、１番目に修理、撤去につい

て職員及び環境美化作業班で対応していると

しているが、点検はどの程度の定期的に行っ

ているのか。

２番目、ふれあい公園やダルマ山公園に設

置されていた丸球で移動する遊具が撤去され

ているが、普及する予定はないか。

３番目、銭田森林公園の同様の遊具につい

ても滑りが悪く、使用時に頭や顔の上に細か

いアルミ片が落ちてくるのが確認されてい

る。それとローラ滑り台のリングが劣化し、

壊れている箇所も確認されている。事故が起

きる前に修理する必要があると思うが、対応

をお伺いしたい。

４番目、遊具の安全使用のための看板も経

年劣化により読めなくなっており、台風等で

飛ばされたままになってあるものも確認でき

ました。公園利用者が安全に事故のないよう

に利用できるよう、特に子ども達の目線にた

った安全点検及び補修をお願いしたいと思い

ます。ご意見お伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

ただいまの質問にお答えします。点検につ

きましては月１回の割合で点検して報告が来

るようになっております。３公園とも、やは

り一番修理等々が必要なのは、今おっしゃっ

た丸球の、それに乗って滑る遊具、それが一

番やはり故障の大きいもので、中にはこの丸

い球がなかったり、ロープから切れていたり、

そして上のローラーが劣化して大分危険なと

ころもございますので、指示しているのは、

その上のローラーを取りあえずネジを外し

て、全て潤滑油等々で滑りをよくしてから再

度使えるかの指示はしております。そして滑

り台のローラーにつきましては、我々も最近

滑ったことがございませんでしたので、それ

もサイド指示して点検し、修理が必要な箇所

は指示していきたいと思います。

安全使用につきましては、再度３箇所とも

看板製作をして安全使用について再度看板を

設置して対応していきたいと考えておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

次、担当が変わると思いますので、これ５

番目なんですが、イーフ駐車場の東屋につい

ては調査をして撤去するとしているが、独自

でＮＴＴに確認したところ、自社の所有では

ないとの回答がありましたので、すぐに撤去
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する考えはないか、お伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

桃原秀雄総務課長。

○ 総務課長 桃原秀雄

ただいま、棚原議員から一般質問の通告を

受けまして、当時の旧ＮＴＴの職員にいろい

ろ聞き取りをしました。ご指摘の東屋は当時、

久米島局の開局20周年記念事業ということで

ＮＴＴさんの方が設置したということで、障

害者がも使用できて車イスでも使用できると

いうことで設置されたと聞いております。

職員は旧仲里の時に、村に移管したと思い

ますがということでしたので、このへんも再

度ＮＴＴさんの方に確認して、早急に対応し

て撤去する方向で進めてまいりたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

この件につきましては、産業振興課長、そ

れから建設課長も現場も確認されていると思

いますが屋根の方はまだまだ十分持つと思い

ますが４本の柱がもうひび割れがひどくて何

時崩れるかわからない状態にあると、下の方

で子ども達がよく遊んだりしますので、事故

が起きるとまた大変なことになると思います

ので、早急に撤去できるようにお願いしたい

と思います。

次に、タイ原地区及び宇根原を縦断する必

要性の高い道路であり、早急の復旧が必要で

あるので、取り組みを迅速に行うことを要望

すると。これはタイ原地区の東側の道路の復

旧ですがこれについて答弁よろしくお願いし

ます。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

お答えします。タイ原地区のご指摘の農道

につきましては、当初タイ原池の儀間側総合

開発の中で、その区域内に入って埋まるとい

うことで、当初、倒木等があったんですが、

それをそのままの状態にしてあったんです

が、今回、タイ原池の整備がなくなったとい

うことで、倒木の撤去、そして一部土砂の撤

去早急に進めていきたいというふうに考えて

おります。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

この件につきましても、県と調整して早め

に道路が使用できるように取り組んでほしい

と思います。よろしくお願いします。

次に、産業振興課の農林水産課と商工観光

課の再分課についてでございます。

答弁で組織機構改革の一環で簡素で効率的

な組織にするまた課の希望等を基本に関連す

る課の統合を行ってきた、その後の問題点や

課題を検証し、今後、取り組み組織機構改革

が必要であれば取り組んでいきたいとしてい

るが、ただいまの答弁のように簡素で効率的

な組織になっているか。

例えば簡素でと答弁されておりますが、統

合前の両課の職員数と現在の産業振興課の職

員数の人数等についても職員の数の限度等の

簡素化されているのか、課の規模は統合前と

同じではないかお伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

桃原秀雄総務課長。

○ 総務課長 桃原秀雄

ただいまの質問にお答えします。簡素で効
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率的な組織ということでして、行政の仕事は

課を各単位として、指揮命令系統があります

ので、どうしても縦割り、行政運営となりま

す。課の数が多すぎると横の連携をとるのが

また難しくなることや、同じ目的また類似の

目的をもった事務をまとめることによって関

連する情報等々の共有することが行政目的は

達成しやすくなるということであります。

ご指摘のとおり前の農林水産課と商工観光

課を統合して１つの課になしたんですが、課

の数としては全体的には今のところ変わって

おりません。というのは行政改革推進室が３

カ年という期限で立ち上げましたので、課の

数は変わっておりません。

一般的に課の規模というのは、だいたい10

名前後ぐらいを今考えております。10名以上

になりますと補佐制を敷いて課長のサポート

とか、職員の管理というかたちで今進めてい

るところであります。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

関連する件なんですが、今年の６月の定例

議会で観光振興条例も策定されており、観光

協会長も兼務されておられた副町長の答弁で

も、観光は本町の基幹産業であり観光産業の

振興なくして町の発展はあり得ないと発言さ

れ、また産業振興課長も観光振興計画の策定

委員会を作って５年ぐらいで計画を作ること

が適当だと答弁されていますが、農業漁業に

ついても、本町の重要な基幹産業であり、統

合して２年半が経過しているが、町内経済団

体会議としても細分化し、各々の分野に精通

した職員を育成すべしとの意見で一致し、町

に対し、連盟で要請をすることになっており

ます。農業、漁業と商工観光課では幅が広く、

統合したことで各業界及び町民への付託に答

えることが難しのではないか、担当課長の答

弁をお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

桃原秀雄総務課長。

○ 総務課長 桃原秀雄

先ほども答弁しましたが、産業振興課が平

成23年度にできてから庁議等々で意見交換を

しながら、この産業振興課の中に、スポーツ

イベント業務等があっては観光的なものには

あまりそぐわないということで、それを環境

保全課の方に移管しまして、産業振興課の観

光に従事ということで今やっております。

また先ほど、経済団体の方から要請をした

いということがありますので、職員は町民の

ために仕事をしているわけですから、そうい

った町民、そして経済団体の方から要望等が

あれば、再度そのへんは検討して、課の再編

なりを進めていく方向もあると思いますの

で、それも検討していきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

では次に、奥武島西海岸の砂洲の移動及び

イーフビーチの砂の移動についての調査費の

確保についてでございます。答弁の中で一括

交付金の特別枠での事業化は困難であり、今

後専門家の意見を聞きながら、砂浜保全を検

討したいとしているが、この専門家としてど

ういう方々を想定されているのか、お伺いし

たいと思います。

また同地区は、河川区域でもあり、また漁

港区域内でもあります。奥武島西部の浸食や

船の航路への砂の堆積等顕著な環境変化があ
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り、県と調整し、農水省及び国交省と他の省

庁での調査費確保ができると思うが、早期に

取り組む考えはないか、お伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

専門家につきましては、現在コンサルタン

ト24日に、そういった潮流調査も専門として

いる業者がありますので、その設計の方とお

会いする予定であります。もしそういった潮

流調査等において必要であれば、琉大の教授、

先生もお願いできるということで了解をいた

だいております。

事業の導入につきましては、今航路の浚渫

と併せて漁港課の方に、漁業組合も併せて一

緒に要望を出しているところであります。砂

の移動につきましては、今後、専門家の方が

らの意見を聞いて、長期的な潮流調査も必要

なのかどうか、どういった方法が考えられる

のか、参考にしながら今後進めていきたいと

いうふうに考えております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

次に、高速船の導入についてでございます。

現下の航空路線の状況を見ると修学旅行や団

体旅行等への対応ができず、観光業に大きな

ダメージを与えているため、大量輸送や来島

者の旅費価格の軽減等で来島者を増やし、島

の活性化を図るため、船種導入時期を早期に

決定する必要があると思うが、過去２回の勉

強会では造船会社のプレゼンと資料での確認

のみであり、現に就航している船の視察等が

必要だと思うが、どう考えるかお伺いいたし

ます。また就航しているフェリーと、高速船

導入の担当課が別の課となっており、これは

フェリーの担当課が産業振興課、高速船導入

についてはプロジェクトとなっているが、こ

の両方を同じ課で担当することはできないの

かお伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

高速船導入については、勉強会も含めてい

ろいろ検討してきているところはプロジェク

ト推進室なんですが、フェリーの運行、航路

補助は産業振興課で担っています。プロジェ

クト推進室としては、高速船どういった船種

にするか、それも含めていろいろある程度の

ところまではプロジェクト推進室長がやっぱ

り担うべきだと考えておりますが、その後の

航路の補助の活用とか、導入にかかる経費等

については、産業振興課と連携して役割分担

はしていきたいと考えています。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいまの質問に対してなんですが、将来

的には、船舶関係、船の運行については、ど

ちらかの課、１課にまとめて事業運営等々な

されていくと船種選定とか、導入までの間は

２課別々でやった方がいいということでよろ

しいでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

導入まではプロジェクト推進室で担なっ

て、あと導入後の航路運用に関しては、産業

振興課というかたちで進めてまいりたいと思

います。
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○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

先ほど再質問の中で、これ２回の勉強会２

月、５月とやってきたんですが、私も資料を

持っているんですが、高速船が国内で運行し

ているのが隻数的に多いのが新潟・佐渡、そ

れから福岡・韓国等々、北海道でも使われて

いますが、そういう国内の運行している場所

または香港では30隻ぐらいの高速船がマカオ

それから各離島運航されていると、船種選定

とか、そういうものについては実際運行して

いるものも試乗するなり、その地域へ赴いて

情報収集なりしないと、これ早めに導入する

そういうことが進まないんじゃないかと思い

ますが、そのへんについては視察関係につい

ては、どういうふうに考えていますでしょう

か。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

国内の高速船の導入地域、棚原議員から説

明があったとおり離島を抱える県はかなり高

速船を運航しているところもございます。直

近で言いますと、今、佐渡の方が外国のオー

ストラリアの高速船なんですが、今、導入に

向けていろいろ事業が進んでいるようです。

時期等については先方にいろいろ確認しない

といけないんですが、最新の船を導入検討し

ている佐渡の航路をぜひ施設対象に入れて検

討していきたいと考えています

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

最後に町長にちょっと確認したいと思いま

すが、答弁の中で、高速船導入、当初は久米

商船があまり乗り気ではなかったとそういう

こともありまして、勉強会には入ってもらっ

ていませんでした。島内のメンバーだけで勉

強会立ち上げていましたが、年内にはこの導

入検討会を立ち上げたいということの答弁が

ありましたが、来る３月いっぱいにはこの事

業社も含めた検討会これ検討会を立ち上げる

からには、委嘱状の交付をして検討会からの

答申をいつ頃までにやってもらうと、そうい

うことまでやらないと全然前に進まないと思

いますが、どう考えていらっしゃるかお伺い

したいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

高速船の導入については、これまでいろい

ろな課題があって、これからもまたクリアし

なければいけない課題がたくさんあります

が、その中でやっぱり検討会を立ち上げてや

るということ、これまでは具体的になかなか

進捗状況が捕まれなかったというのは、やっ

ぱり運行する久米商船さんがなかなかやっぱ

り積極的じゃなかったということが一番大き

なことで、今後、久米商船さんも非常に乗り

気になってきておりますので、これを機会に

再度、具体的に進むように取り組んでまいり

たいというふうに思います。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

以上で私の質問を終わります。ありがとう

ございました。

（棚原哲也議員降壇）

○ 議長 喜久里猛
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これで１番棚原哲也議員の一般質問を終わ

ります。

次に、８番島袋完英議員の発言を許します。

（島袋完英議員登壇）

○ ８番 島袋完英議員

それでは、通告書に従って４件の質問をい

たします。

１点目、文化協会、それから民俗芸能保存

会等への事務局職員の配置の要請でありま

す。町長は25年度の施政方針で、初めてなん

です。文化面のコメントを出しているのは。

教育行政の中に文化行政の充実を掲げていま

す。そして、会あるごとに文化の発信は大事

だとコメントしております。両組織とも活動

が年々充実し、活発になっていきました。活

動が活発になればなるほど事務局の業務が増

えて、ボランティア、現在みたいなボランテ

ィアではこなせない状況になっています。４

回目を迎えた古典民謡大会とか、また新しく

作っております新規の現代版組踊も立ち上げ

ていますが、それでも良いことだと思います

が、既存の文化活動、それから民俗芸能の保

存、継承はもっと重要だと考えております。

そこで、この４事業を含めた事務局を１人配

置してもらいたいというふうなことです。

２点目に、具志川村当時に行われた下水道

工事についてであります。これは地域関係者

の要望がありまして取り上げました。

字西銘989番地地区なんですが、下水道を

繋ぎたくても家屋より繋ぎ口が高くて接続で

きないというふうな所になっています。これ

はその当時の設計ミスなのか、施工ミスなの

かをお伺いします。

地域の人は早く接続したいというふうな要

望をしておりますので、改良工事を入れて早

めに接続させるべきだと思うが見解を伺いま

す。

３番目に、久米島版お見合い大作戦の設定

についてであります。ＴＶ番組で放映された、

お見合い番組は大変好評のようでした。その

後、すぐに巷に町民から400万円もの予算を

つぎ込んでいるらしいということで、そのぐ

らいの予算をつぎ込むんだったら、どうして

島内でもそういう催し物を入れてくれないか

と、そんなにたくさんの予算じゃなくてもい

いから、まず出会いの場所、そういうものを

企画して島内の男女を集めていろいろやって

ほしいけどという要望がありますので、その

要望についての考えをお聞きします。

それから具志川改善センター、具志川農村

環境改善センターの改修工事をされたようで

すが、その改修の費用はいくらかかったか。

それから冠婚・祝祭の実績はどうなっている

のかそれとそれだけつい込んだ効果について

どう判断しているか、以上お願いします。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

８番島袋議員の文化協会民俗芸能保存会の

事務局職員の配置についてお答えいたしま

す。久米島古典民謡大会は島内外から参加を

募って実施される大会、現代版組踊は子ども

達を対象にした事業で趣味、生涯学習、地域

の伝統を発表する文化協会民族芸能保存会の

事業とは性質が異なりますので、これまで同

様の形態で活動をお願い申し上げます。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

８番島袋完英議員の質問にお答えいたしま
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す。具志川村当時の下水道工事について、現

状確認しましたところ、ご指摘のとおり、宅

地枡が宅地の浄化槽より高いため接続不可と

なっております。原因につきましては調査を

行いましたが、特定することができませんで

した。改良工事の件ですが、現在、実施設計

の見積をお願いしており、工事概要等ができ

あがった後、事業導入ができるか調整してい

きたいと考えております。

テレビで放映されました久米島の花嫁の件

ですが、お見合い大作戦のカップルの成立に

ついては今後の推移を見守る必要があります

が、広報効果の面では大成功だったと考えて

おります。

島内での実施については、これまで類似の

イベントを実施してもなかなか人が集まらな

いのが実態でした。簡単ではないと思います

が、関係者の気運が盛り上がれば可能ではな

いかというふうに考えております。

改善センターの改修後の運営実績等です

が、改修費用は1億68万7千650円です。観光

・祝祭等の実績は平成22年から25年で19件で

す。施設の整備による費用対効果については

数値化はできませんが、整備後は披露宴や生

年祝い等を行うことのできる施設の提供がで

きる状態にあります。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

それでは再質問させていただきます。教育

長の答弁が、私は３回ぐらい取り上げている

と思うんですが、今回は良い返事が貰えると

思っていたんですが、まったく同じ回答しか

帰ってきておりませんので、再度お伺いしま

す。おっしゃるとおり皆さんが行っている歌

大会と組踊とか、それは言うとおり、説明の

とおりだと思うんですよ。しかし文化協会、

民族芸能保存会も、それにも劣らず、ずっと

継承してせっかく立ち上げているものですか

ら、ずっと継承していくためには、やはり安

定した事務局というのを置かないと何時立ち

消えになるかわからないというような状況に

まで今なって来つつあるわけですよ。これ何

が問題かといいますと一番はやっぱり手当で

すよ、事務局を引き受けるという手当。例え

ば13、14、15でタイムスホールで久米島フェ

アーがありました。14、15は芸能の演出やり

ました。これもそのために１年間かけている

わけです、準備を。去年の12月にこの話がで

まして、それから毎月役員会もって予算の面

とか、そういうのもあって、やっと14、15大

盛況に終わりましたが、これもやはりそこの

裏で事務局が相当苦労しているわけですよ

ね。ですからどうしても、あの盛況で島でも

第３回の発表会をやりました。これも大盛況

でした。そういうものをずっと続けるために

は、しかりした事務局、そしてそれなりの手

当の方も貰えるような状況でないと、私たち、

私は関係しているもんですから、強く言えな

いところが多いわけです。仕事に対して。で

すから教育委員会の中のものとは違うと思う

んですけど、どうしても、今回は、良い返事

をいただきたいということで、もし、これに

書いてあるのは正社員じゃなくてもいいわけ

ですよ。正社員じゃなくて、今使っている臨

時の職員で、そういうのも回せるんだったら、

それも一緒にできないかと思っているんです

が、どうですか。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。
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○ 教育長 比嘉隆

これまで民族芸能保存会につきましては、

私も顧問という役柄で参加させております

が、本当にこれまでにつきましては各地域の

方々、役員の方々のご尽力は大変だったとい

うことを感じます。そしてこれまでの発表に

ついても地域の発表会、これはこれまで生ま

れた伝統芸能の掘り起こし、そして地域の活

性化ということもありました。去った土日に

つきましては、沖縄本島につきましても、成

功裏に終わったということも、私も初日行き

ましたが、２日目は見ることができませんで

したが大変な舞台だったというお話も聞いて

おります。久米島町の活性化は、ひいては地

域の活性化、地域の活性化が久米島町の活性

化ということもございます。ただ私たち教育

委員会の方につきましても年間スケジュール

の中で大変あっぷあっぷしているような状況

があります。来る土日につきましても県芸大

移動講座、それから27日については県の芸術

公演会がございまして、教育委員会、独自に

ついても大変な業務を抱えているような状況

がございますので、そのへん業務体制の見直

しも今後図りながら、どういったところから

職員としての配置ができるのか、全職員が可

能なのか、それもいろいろ調整を図っていき

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

教育長は人事権はありませんから仕方ない

んですが、あらためて町長にお伺いします。

町長も自分は３月までに終わりますからとい

うことで逃げないようにしてください。次の

町長になる人に聞こえるように引き継ぎがで

きるようなことで答弁お願いします。町長も

やっぱり同じ考えなのか、お伺いしたいんで

すよ。どうしてもこれ臨時職員に、これを当

ててできるような状況につくれないんです

か、どうですか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず民族芸能保存会、あるいは文化協会に

ついても各自治体、それぞれボランティアで

やっているというのが実情なんですね。それ

でそこに職員を付けるとか、あるいは臨時職

員を貼り付けて報酬をあげるとかということ

自体、我々、今、行革の中の中で職員数が減

ってきております。それで教育委員会からも

人数を増やしてくれという要望はございます

が、なかなかそうもいかない状況の中で、そ

こらへんはぜひ理解してもらって、バックア

ップできる分は我々、一生懸命バックアップ

しますので、どうかそれをご理解いただきた

いと思います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

やっぱり南部とか中部、北部そういう大き

な協会でも、もちろん町長がおっしゃるよう

にボランティアのような感じでやっていま

す。これはしかし団体が多いんで、特に南部

も那覇もそうなんです。会員が多くて部も多

いんです、何部何部といってね。それみんな

会費制なんで、会費があって、また補助もも

らっているわけですよ。ですから会費がたく

さん集まっているから、その分、職員がおけ

るわけで、向こうではちゃんと職員をおいて

やっていますね、事務局。それはやっぱり補
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助金とそれから会費プラスして、それだけの

余裕があるもんですから。しかし、久米島町

の場合は、その部員が少ない文化協会におい

てはですね。部員も少ないし、それから民族

芸能保存会については、民族保存会は会費は

取っていないんですよ、また取れないんです

よ。演芸やるのに自分からお金まで出してみ

たいな感じになって、結局は捕れない状況、

文化協会でも実際会費があるもんで、それで

なかなか勧誘しない状況もあるみたいなんで

す。そういうことで、ところが事務局は仕事

が多いということで、なかなか。であれば町

長がそうだったら何かで、そういう解消でき

るような方法を、例えば予算を助成金を増額

するとか、そういうのも考えていますか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

事務局に関してはできるだけ教育委員会の

方で生涯学習の担当がおりますので、それを

通じて調整等をやって、中の細かい部分は、

文化協会の皆さんにやってもらうと我々がで

きるのは、例えば一つの大きい事業をやって、

それを講演会をやるとか、そのためにバック

アップしましょうとか、そういうことはでき

るのですが、それが人の報酬に変わるという

事業はなかなか難しいということも、ぜひご

理解いただきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

理解はあまりしてませんが、わかりました。

しかし、これはずっと要望しますよ、続けて

ね。次、新年度も新年度に向けてだから良い

機会だということで、私は、良い返事もらい

たかったんですが、そういうことでしたらし

かたないんですが、しかし、設置できるよう

に、次の新年度に向けて皆さん検討していた

だきたいと思います。

次に、下水道の件をお伺いします。これは

私も現地行って見ました。話聞いているだけ

ではどうもそんなことないけどなと、あれは

相当深く２ｍぐらい下かな掘られているもん

ですから、そこに繋げばできるんじゃないで

すかと言ったらそんなもんじゃないと、行っ

てみたら案の定、接続口の上の所まで水がも

う溜まっていますね。一度か何回かわかりま

せんが、溢れたときもあるらしいです。そこ

から溢れて屋敷に入ってきている状態、これ

は今に始まったものではないと、この本人は

６年ぐらい前から水道課に掛け合って、どう

にかしてくれというふうなことをやっている

らしんですよ。ところがその当時の担当者達

は来てみてから家の排水、トイレとか流しの

排水を上げれば繋げますよと言よったという

ことなんですね。しかしあれ30㎝上げてもは

けないですよ。30㎝上げたらもう天井がつく

ぐらいでトイレとか炊事場が、ですからどう

してそういう工事になっているのか、ちょっ

と理解でいなかったんですね。

そのあと水道課長とも話したんですが、水

道課長も現場見ているみたいで、相当な金が

かかりそうだということなんですが、じゃあ

金がかかるからずっと６年間も放置してきた

のかということなんです。その地域の人に言

わせると、繋げたいのに繋がさない、だけど

盛んにＦＭ等では下水等の接続お願いします

と言っていますＦＭができてから、そういう

のも結局その地域の人に言わせれば笑ってい

るわけですよ。繋ぎたいところは繋がさない
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で、一生懸命ラジオで皆さん下水道の接続お

願いします言っている事態がわからないとい

うふうなことです。

この中で、予算の方がありますが、これは

調整していきたいと考えていますとなってい

ますが、ぜひやるということは言えないんで

すか。

○ 議長 喜久里猛

津波実上下水道課長。

○ 上下水道課長 津波実

ただいまのご質問なんですが、見積をコン

サルタントにお願いしているところです。実

際ぱーっと概算で、その方々にだいたい数字

をもらった時点では、約工事費に約１千万円

近く、そして測量設計に約500万円近くいく

んじゃないかということです。ですから合計

で約1千500万ですね、これだけかかりますの

で、事業導入じゃないと非常に厳しいんじゃ

ないのかなと思っています。今、事業導入が

できるかどうか、県の方と調整しているとこ

ろで、ちょっと厳しいんじゃないのかなと言

っているんですが、できる方法はないか、い

ろいろ模索しているところです。

もし仮に事業導入できない場合、単独でで

きるかどうかということになった場合に、こ

の地区につきまして、事業認定変更も出てき

ますので、そういった部分も含めて、実際で

きるかどうか、非常に難しいところでありま

すので、できるということは非常に厳しいと

思っております。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

1千500万といったらやっぱり、けっこう高

額予算になると思うんですが、しかしいずれ

にしても繋がないとだめだと思うんですよ。

どうしてそういう工事をやったのかもぜんぜ

んわかりませんが、あれは下の方からもって

こないと、はけない状況なんです。最初から

それわかっていたはずなんですが、どうして

ああいう設計になったのか。

これについては町長も本人から要請を受け

ましたよね。もう誠意見せて、やりますとい

う返事してくださいよ。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

ただいま、課長から申しましたとおり、ウ

ン千万近くかかるということで本当に果たし

て、この事業として導入していいものかどう

か、あるいはもっと他に方法はないかどうか、

これちょっと調整してみます。よろしくお願

いします。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

とにかくもう、あなた３月までですから、

頑張ってください。

次に、お見合い大作戦ですが、これは私も

もテレビを見ました。島のピーアールなどに

効果があったと思うんですが、やはりよくあ

れだけの青年たちがテレビの前に出てくれた

なと島にもいろんなユニークな勇気のある青

年達もたくさんいるんだなと、あらためて感

激もしました。

しかし、まだたくさんいますね独身が、男

女とも。これをどういうふうにして、くっつ

けていくというのが、これ私たち全部で知恵

を絞ってやらないといけないと思います。少

子化の解消対策にもいいと思います。400万
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円ぐらいの話なんですが、これから１組でも

結婚までこぎ着ければ、別に400万円は高い

もんじゃないというふうなことになると思う

んですが、ただ島の宣伝だけで終わってしま

ったらまた残念だし、ですからいままで、こ

れ類似の企画をやったみたいですが、なかな

か上手くいかなかったというようなことで、

もっと例えば青年団にしろ、それから役場の

職員の知恵ももっと出させてほしいと思うん

ですよ。これは３月に、私が定住促進だとか、

後継者育成とかの中の質問で、何か対策、若

者を残す対策とかそういうのありますかと言

ったら、産業振興課長は今のところ考えてい

ませんという返事でしたよね。

しかし、皆さんが一番弱いのは、弱いとい

うんですか、私はずっと感じているんですが、

具志川村時分からも、自分たちの発想がなく

て、他所から声をかけられたら特にテレビ局

とか、ヤマトの方から声をかけられたら、こ

れに乗っかるのが非常に多いですよね、はっ

きり言って。ですからそれもいいんですが、

もっと各課毎に職員にもっとアイディアを出

させてくださいよ。どういう企画、どんなも

のについてアイディアを募集しようかみたい

な、そういうふうにして職員たちのいろんな

のが出てくると思うんですよ。そういうのを

生かして、やってもいいんじゃないかと思う

んです。

これは産業振興課が中心になると思うんで

すけど、あらためて島内で次年度26年度に向

けてそういう企画もやるかどうか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課 仲村渠一男

今回の久米島の花嫁大作戦につきましては

マスコミの力が非常に大きかったものです。

財源につきましては、一括交付金を活用して

行いましたが、この一括交付金を使う理屈に

ついてもやはりマスコミを使って、久米島を

ピーアールすることによって、観光に誘致に

繋げていくという、そういうスキームーのも

とで内閣府の承認を得てやっています。その

ノウハウについても、やっぱり全国版の放送

であるということが非常に大きな強みで、全

国からあれだけの人数を集めて、これだけの

成果をだしたことだと思っております。意外

に簡単にやっているようですが、細かい非常

な気遣いやノウハウの蓄積がございます。直

ぐ町でやれといわれたって、それは非常に難

しいところがあると思います。今回のイベン

トにおいても島内の女性も参加ＯＫなんで

す。別に制限はございません。ただ島内から

は１人も応募がなかったということは残念で

ございますが、そういう結果でございます。

広報という面においては、やっぱりマスコ

ミはマスコミ非常に大きな力を持っています

ので、それをいかに利用していくかというこ

とが今後とも必要だと思っております。町に

そういったノウハウは残念ながらございませ

んので、今後ともマスコミを有効に使った広

報を推進していきたいと思っています。

地元でできないかということにつきまして

は、ちらほら、今回のことを踏まえて商工会

の皆さんや島でやろうじゃないかというよう

な声も出てきていますので、そこらあたりの

いろんな団体の盛り上がり、地域の協力がで

てくれば、それは町おこし、村おこしの観点

から産業振興課としてもバックアップはして

いきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛



- 58 -

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

よろしくお願いします。芋ねーちゃん募集

とか、これから芋の時代、また芋の時代が来

るんです久米島ですから、芋ねーちゃん募集

とか、いろいろこういうのも考えてみたらど

うかなと思います。ちょっとこれ余談ですが、

私プロジェクト推進室にもちょっと言いた

い。さっきも言いました本土とか、そういう

とこから他所から声かけられたらすぐやると

かと言ったんですけど、これはやっぱり私一

人ではないんですよ。

いろんな深層水の温度差発電の時にも、何

かイベントがありましたよね。太鼓の何とか、

あれも私もそう思ったんですが、別の人も言

うんですよ。何であえて久米島で。久米島に

外国からもいろんな招待者来るのに、久米島

の芸能を出さないで、何か訳のわからない意

味のわからない何かユタか何かわからない

け、そういうのが出てきてやっていましたね。

そういう批判もあるわけですよ。

ですからまず、地元のものをまず宣伝しな

いと他所から来た場合には、ハワイから来た

時でもハワイフラもいんですよ。しかしハワ

イから来た人達は、もうフラは見飽きている

んです。もうフラーなるぐらい。ですからこ

こ来たらあれも良いんですけど、良いんです

けど、また地元のも添えてやるような、そう

いう、これも余談になりましたが、お願いし

ます。

最後にセンターの活用なんですが、数字見

てわかるんですが、一番聞きたいのは、結婚

式だとか成年祝いだとか、そういうものをで

きるだけここで行ってもらおうということで

やったと思うんですが、実際にかかったのは

厨房ですよね。調理場にあれだけ金をかけて

いますよ。ところが調理場はほとんど使われ

ていませんよね。今まで実際、そこで調理し

たこと何回ありますか。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

調理場につきましては、平成22年から活用

されています。それにつきましては、先ほど

数字であげましたようにトゥシビーとか、結

婚式それから忘年会等、あとは仲泊の敬老会

等の各自で料理したり、ホテルのケータリン

グを利用して使われている数字が20件でござ

います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

私も議会に出てから何回か見ていますが、

調理場で調理しているのはほとんどないんじ

ゃないかなと思うんですよ。ただいままでや

っているんでしたら、別に、ああいう設備が

なくてもできたわけですよ。ガスコンロも冷

蔵庫もあったわけですから、ところがあの設

備は今センターにされている設備は、一流ホ

テル、アイランドとか、イーフビーチホテル

あれぐらいの設備されていますよね。冷蔵庫

から冷凍庫から食器洗い機から、結局はケー

タリングで持って来るわけですから、結婚式

など見てたら作って持ってきているんですよ

ねホテルで。材料持って来てそこで作ってい

ないんですよ。作って持ってきて暖めて出し

ている状況、それしかできないと思うんです

よ。コックがやる場合に。ですから今後、そ

の調理場をこれ壊すわけにはいかないと思う

んですが、もっと生かす。それから照明音響
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にしろ変えたと思うんですが、その専門家が

いない。ですから役場の職員をお願いしたり、

いろいろやってはいるんですが、その専門家

がいなくて、要するに宝の持ち腐れみたいに

なっているんですよ。そこなんか対策協議し

たことありますか。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

音響につきましては、今管理人の方で主に

見ています。以前に各課の方から職員で勉強

会をしようということでやったんですが、な

かなか各課とも業務が忙しい中できない状態

できています。今おっしゃるように音響等に

つきましては、やっぱり専門の方がいた方が

いろいろ動きやすいかとは考えています。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

これも本当にもったいないなと思うんで

す。設備が先になって使う人がいないような

状況で、これから職員の中でもいいと思うん

ですが、音響、照明そういう研修に行かせら

れる場所があれば、派遣して研修してよりい

い会場づくりができるような方向で頑張って

いただきたいと思います。以上終わります。

（島袋完英議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで８番島袋完英議員の一般質問を終わ

ります。

次に３番平良義徳議員の発言を許します。

（平良義徳議員登壇）

○ ３番 平良義徳議員

３番平良です。２つほどご質問いたします。

まず１点目に、観光産業について、平成25

年度の町長の施政方針の中で、観光産業の振

興も取り上げられています。本年度の事業名、

事業計画を示していただきたいと思います。

２点目に「あじまー館」の運営について、

平成19年に島の学校あじまー館のオープン以

来、ＮＰＯ法人が指定管理者として運営して

きましたが、５年が経過し、計画が終了とな

りました。体験型施設としての今後、どのよ

うな活用方法をしていくのか説明を求めま

す。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

３番平良義徳議員の質問にお答えいたしま

す。観光産業について、平成25年度一括交付

金事業として久米島観光振興促進事業、久米

島観光誘客促進事業、久米島観光ＩＴプロモ

ーション事業、ヤジャーガマ整備事業となっ

ております。その他の事業として観光振興事

業、体験交流型観光商品開発促進事業、観光

関連施設の管理運営事業等があります。

あじまー館の運営についてですが、あじま

ー館の管理は平成18年度からＮＰＯ法人が運

営してまいりましたが、修学旅行の激減によ

り経営が苦しくなり、平成23年度末で指定管

理を辞退いたしました。平成24年度の８月か

らは観光協会が指定管理者となってます。今

年度から民泊事業の導入等により、修学旅行

の再誘致に取り組んでいますので、あじまー

館は、今後とも修学旅行生を中心とした体験

交流の拠点として活用してまいります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。



- 60 -

○ ３番 平良義徳議員

先ほど、この事業に関しては、資料を渡さ

れましたちょっと字が小さくて、あとで参考

にしたいと思います。まず久米島観光振興促

進事業、それから久米島観光誘客促進事業の

内容、どのような効果が得られるか、また期

待できるか、ご説明お願いします。

それから観光ＩＴプロモーション事業とヤ

ジャーガマ整備の進捗状況どうなっているか

お聞きしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課 仲村渠一男

まずお手元の答弁書に書いてある事業名は

大括り事業になっています。その大括りの事

業の中にお配りしました別紙で配りました事

業名称、これは個別の事業名称になっており

ます。まず後で配った資料の方がわかりやす

いかと思いますので、それでご説明をしたい

と思います。

１番目の観光誘客促進事業については、主

に広報活動を兼ねて、例えば全国から今回旅

行者を24社、旅行社の商品を作る担当者です

ね、それを24名ほど久米島に呼びまして、実

際、現地のいろんな観光施設、商品を見て回

って、そこでその後、意見交換をして、じゃ

あ次どういった観光商品を作ればいいのかと

いうことを意見交換をしております。

２番目の期間限定キャンペーンにつきまし

ては、観光客が落ち込む時期、10月以降であ

るとか、夏場に入る直前の５、６とか、観光

客が落ち込む時期に特典、例えば食事である

とかあるいはおみやげ品でもよろしいです

し、それ１点のクーポン券を発行して、それ

をチラシの中に載っけて、事前に旅行社を通

して配布することによって、観光商品に魅力

をつけて、これを誘客に繋げていくというの

が期間限定キャンペーンでございます。

あとの広報推進事業というのは、一般的な

これは広報、観光大使とか、あるいは観光の

日のイベントとか、そういったものでござい

ます。

あとシュガーライド、ハワイアンフェステ

ィバル、桜祭りと、それぞれのオープンウォ

ータースイムレース、それぞれのイベントを

実施することによって誘客に繋げていくとい

うものであります。

７番目の修学旅行対策事業につきましては

平成15年度に8千名を超えていた修学旅行が

今年度で500名まで激減しておりますので、

その対策として、今年度については県内の修

学旅行４校ぐらいになりますかね、一定の助

成をして久米島に費用の軽減を図って久米島

に来ていただくということでやっておりま

す。

それから、一番下の９番目の観光調査事業

なんですが、これは今年度、観光振興条例を

制定いたしましたので、その条例に基づいて

今後、向こう５年間の久米島観光振興のあり

方どうすればいいかという調査を入れて、そ

の観光振興計画を作成していくためのもので

あります。

２枚目を開けていただいて、久米島観光Ｉ

Ｔプロモーション事業、これについては現在、

久米島に来る観光客の約25％がインターネッ

ト上から申し込みをしてきております。そう

いう意味において、例えば「じゃらん」のホ

ームページに久米島の広告を出して、そこか

ら誘導するような仕組み、それを作って今回

初めて行いました。これが久米島観光ＩＴプ
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ロモーション事業です。

そしてヤジャーガマ整備事業なんですが、

これは皆様ご承知のとおりヤジャーガマを駐

車場の整備と、そこに下りていく階段の補修、

そして中の方に若干水が溜まる所があります

ので、そういった所は、木道でちょっと手を

加えるといったようなかたちで整備をしてま

いります。

次に、赤土流出防止対策事業、これは直接

観光かと言えば必ずしもそうではないところ

がありますが、畑からの赤土の流出を防ぐた

めに、流出しやすい畑の周辺にベチバーを植

えていくということで町で苗畑を借りてベチ

バーを植栽して民間団体等に、それを提供し

てという事業を行っております。

13番は観光協会の補助金、これは通常これ

までずっとあった補助金で観光協会の一般的

な活動費に当てられるものです。

それから、一番最後の体験交流型観光商品

開発販売促進事業ですが、これは先ほど修学

旅行が激減しているというところがございま

すが、その激減の要因の１つとして、やっぱ

り今の修学旅行の求めるニーズは民泊事業に

あるというところがございますので、その民

泊事業の導入を含めた、そしてその後の質問

に出てきます。あじまー館も修学旅行が激減

して経営が苦しくなったということがござい

ますので、あじまー館の有効活用も含めた修

学旅行の取り組みを図るために、町の方から

観光協会に委託をして体験交流型観光商品開

発販売促進事業、というかたちで委託して実

施します。

下の２つが一括交付金以外の財源を充てて

おります。下の２つ以外のものは全て一括交

付金を充てて、今総額1億1千850万円という

ことになっていますが、今年度の観光振興に

取り組んでいきたいと思っています。

今年度、どのぐらいの効果がでるかという

ことなんですが、堅調に、前期については推

移しています3.5、6％ぐらい前年比増えてお

りまして、最終的に8万3千人から8万6千人か

ら場合によっては、9万人に近づくかなと思

っております。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

今、あじまー館の話もありましたが、また

後で質問したいと思います。久米島観光誘客

促進事業、これは観光協会の方にも事業計画

案としてありますが、これと類似している面

も大分あるんですが、例えばハワイアンフェ

スティバルとか、シュガーライドとか、オー

プンウォーター大会とか、この観光協会の計

画書に載っていない以外は、町の方が事業を

やるということですか。そしてその事業計画

がある観光協会には委託をしているというこ

となんですかね。ちょっとお聞きしたいと思

います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課 仲村渠一男

後で配りました資料の中の９番、観光調査

事業と10番の久米島観光ＩＴプロモーション

事業、11番のヤジャーガマ整備事業、12番の

赤土流出防止対策事業は町の直営で、それ以

外のものは全て観光協会への補助または委託

となっております。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員
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良く理解できました。観光協会の大きな事

業計画としては、直接、観光協会と県で沖縄

県離島活性化促進事業であります。それにつ

いては沖縄県の委託事業になります。それか

ら久米島観光ＩＴプロモーション事業という

のは直接町の方がやられていますね。その他

の答弁内容の中に、その他の事業としては観

光振興事業とありますが、これは先ほどの事

業と概ね似ているところがあるような気がし

ますが、どういった事業なのかお聞きします。

促進事業、振興事業、促進が入っていない

だけなんですよね。そのへん説明お願いしま

す。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 振興課長 仲村渠一男

先ほど冒頭で説明しましたこの答弁書にか

いている事業は、この資料の事業をいくつか

束ねた大括りの事業名称となっています。従

って答弁書に書いてある久米島観光振興促進

事業、観光誘客促進事業というのは、全てこ

の中に入っています。

その他の観光関連施設の関連運営事業とい

うのがございます。これについては例えば、

あじまー館であるとか、イーフ情報プラザで

あるとか、奥武島のキャンプ場とフィッシャ

リーナといったような観光関連施設の管理運

営事業になっております。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

今の答弁、私、質問しなかったんですが、

あじまー館、イーフ情報プラザあたりだろう

と思って、これ答弁良いかなと思って一応言

うつもりだったんですが答弁いただいてあり

がとうございます。

それから文言が長いんですが、体験交流型

観光商品開発販売促進事業とあります。これ

はプロジェクトチームが10月18日に発足して

産業振興課長もメンバーに加わっています。

これ新聞等に掲載されていますね。その記事

の内容では民泊事業、体験交流型観光商品の

開発改良を強化するとしていますが、どのよ

うなことなのかちょっと伺います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課 仲村渠一男

それでは、ただいまの一番最後の体験交流

型観光商品販売開発促進事業については、こ

れにつきましては、県の起業創造型緊急雇用

対策事業これは震災関連の緊急雇用の事業で

ございますが、今それを活用して３名の職員

を新たに採用して取り組んでおります。具体

的には民泊事業の導入を目指すということで

ございます。これについては28年度まで３年

かけて4千人まで修学旅行を本土の方から誘

客しようという計画で、今、進めております。

民泊についてはだいたい目標として50戸ぐら

いを確保して、民泊事業を導入するというこ

とでやっています。また民泊を導入するとき

もホテルとの競合がございますので、基本的

には久米島に２泊するんであれば１泊は民

泊、１泊はホテルに泊まらせるようなかたち

で、これを標準のスタイルとして導入をして

いきたいと思っています。

それ以外にも先ほどもご説明いたしました

が、島の学校の体験プログラムがありますの

で、それの新たな改良や、その販売促進も図

っていきます。そういったことも含めて、そ

れ以外の新たな体験型の観光商品、僕らは一
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般的な着地型の観光商品と言われています

が、そういった新たな商品も開発して販売し

ていくとそういうことになります。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

民泊事業に関しては、確か単独事業で公募

型事業である県の方からの委託ですよね。こ

れは今スタートしたばっかりなんですが、結

果は要するに身になるのは２年後で、27年度

と聞いていますが、その後は単年度だとする

とその後は継続してやるにはやはり計画をし

ていかないと意味がないと思うんですよ。単

年度で終わってしまうと。そういうこれから

27年終わって28年、9年という計画はあるか

どうか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課 仲村渠一男

おっしゃるとおり、民泊事業は取り組んで

実際お客さんが入ってくるのは２年後、約２

年半の後になりますので、それまでは行政の

支援が必要になってきます。１年目は県の緊

急雇用を使ってやります。２年目からは一括

交付金か、あるいは町単独の緊急雇用の基金

がございますので、そのいずれかを使ってや

っていきたいと考えています。少なくても収

入が入ってくる２年半後までは行政の支援が

必要だろうと考えております。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

民泊事業に関しては、糸満、宮古、八重山、

今帰仁、南城市、今は伊江島の方が活発に行

っているようですが、他の市町村も多々ある

と思いますが、本町ではちょっと行動が遅す

ぎると思うんですよ。というのは、確かにさ

っきも言ったように単年度でやると、そのあ

とちょっと事業を持ってくるのに、たいへん

なことだろうと思うんですよ。それは前々か

らやっていれば、もう今頃から受け入れがで

きたと思うんですよ。いろんな事業に対して

も、よその所は早く新事業を立ち上げて、そ

れがまた下火になる頃また新しいものをメニ

ューを作ると、そのへんも計画して作らない

と他の類似市町村の真似をしてやるよりは、

早くやった方がこういった事業はですね、ま

だまだ新しい事業がいっぱいあると思うんで

すよ。そのへんも地域との懇談会をもって、

いい意見、案がでると思いますので、ぜひこ

れもやっていただきたいと思います。

それから、何カ年か前まではホームページ

とか本土の方の高校生、修学旅行生が何百名

と来て、受け入れ家庭が断るぐらい来よった

んですよ。この２、３年前からぽつりと来な

くなって、その辺は背景にどういった要因が

あるのか、そのへんまた観光協会会長であり

ました副町長の方に答弁お願いしたいと思い

ます。よくご存じと思いますので。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課 仲村渠一男

先ほどお話しがあったとおり、今、民泊事

業も全県的に広がっていっております。黙っ

ていても観光客が来る石垣島でさえも最近民

泊事業にやっぱり取り組んできております。

それだけ民泊事業についても地域間競争が非

常に激しくなっているということも言えると

思います。ですから久米島町は後発組になり

ますので、やっぱり独自の特徴を出して、売
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り出していかないとなかなか来てくれないだ

ろうと思っております。

例えば伊江島が5万人超えています。5万人

というと一人約1万円使いますので5億円産業

まで発達しているわけですね。地域が大変活

発化していますが、これをそのまま久米島町

がそのままできるかといったらこれは全く無

理です。交通アクセスの問題、１回では300

人、30分で船で運べる。それを１日に４回、

1,200人の輸送力を持っている伊江島と１日

１便ジェット150人しか運べない久米島町と

やっぱり条件的に非常に違いますので、その

ようなかたちでは非常に難しい。

今あちこち調査しているところですが、や

っぱり参考になるのが宮古島かなと思ってお

ります。宮古島も２つの団体が初めていまし

て、トータルでも両方で2万人から3万人ぐら

い入っておりますので、やはり独自の特徴ブ

ランド性を出していかないと全く同じ事をや

っていたんでは、その民泊の地域間競争に勝

てない、誘客できないということになります

ので、やっぱりそういった特徴的なことをだ

して、久米島独自の部分を打ち出して、やっ

ていかないといけないだろうと思っていま

す。それと合わせて、なぜ提案が出てこなか

ったかということは、常々民泊のニーズとい

うのも変化していくわけです。今年と同じ事

を、じゃあ５年後も同じ事をやっていたらい

いかというとそうではありませんので、やっ

ぱりそこらあたりはアンテナをしっかり張っ

て、学校の情報、あるいは旅行社の情報、し

っかりと取り込んで、このニーズに対応でき

るような商品を提供していくことが、重要だ

と考えらおります。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

今、民泊事業に関しては、ちょっと難しい

面もあろうかと思います。例えば、簡易宿泊

場の許可も衛生面ですね、それから防火設備

とか、そのへんの民泊事業を立ち上げている

以上は、やはり受入先とか訪問して、こうい

った事ができるかどうか、土台作りからやっ

とおかないと、２年後、修学旅行生が来て迷

惑かからないような、土台作りは、やってい

ただきたいと思います。今後せっかく促進チ

ームを立ち上げていますので、発足していま

すので、それに期待をしたいと思います。

次に、10月11日、町がニューツーリズム推

進協議会を設立して、会長が町長になってい

ます。これも新聞等に掲載されています。そ

れに関して記事の内容ではわからない部分も

ありますので、詳細に説明いただきたいと思

います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課 仲村渠一男

ニューツーリズム推進協議会について説明

をしたいと思います。ニューツーリズムその

ものが10年一昔ですが、10年前までは都市地

区の方で、旅行社が観光団体客を集めて観光

バスに乗って観光施設を見て回る観光が主流

だったわけで、最近では着地型の観光、ある

いは体験交流型の観光というような表現でや

りますが、地元が観光のいろんな商品メニュ

ーを考えて、地元から情報を発信して呼び込

む、そういう観光になりつつあります。あと

旅行のスタイルも団体旅行客中心から個人客

中心に移りつつあるわけで、その背景につい

ては一昔前で安い旅費で観光しようと思った
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ら、団体旅行に申し込むしかなかったんです

ね。これは航空運賃の自由化がされていない

時です。現在はインターネットで個人でも格

安の航空券が手に入りますので、あえて旅行

社にお願いして申し込んで、みんな同じ事を

大名行列みたいに同じようなかたちで回る必

要はないわけです。自分が見たいとこだけ見

ればいいわけです。そういうようなかたちで、

団体客から個人客へ、あるいはまた観光商品

そのものも旅行社が作るんじゃなくて、地元

で作って、それを情報を発信していく、着地

型の観光商品に変わってきておりますので、

それを地元で、いろんな観光商品を作るのを

体験交流型のものを作る。それを町としてバ

ックアップしていこうということです。

それは農業の体験交流がありますし、漁業

の体験交流があります。あるいはものづくり

商工の体験交流があります。あるいは産業と

して、たとえばプロジェクトが進めている海

洋温度差発電、これも産業視察、これも観光

なんですね。産業視察、例えば農水が今回サ

トウキビのいろんな会議をやりましたが、あ

れも１つのイベントで200名呼ぶことができ

るわけです。

これも１つの視察研修という１つの観光の

１タイプですので、そういったも諸々のもの

を町全体としてバックアップして誘致してい

きましょうというのが、ニューツーリズム推

進協議会ですね。その中に修学旅行もありま

すし、産業視察研修もありますし、あと企業

のいろんな研修もあります。あとは一般の漁

業体験であるとか、釣り、あるいはスポーツ

ツーリズムも含めたかたちでトータル的な取

り組みをやっていこうというのがニューツー

リズム推進協議会の趣旨であります。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

詳細な説明でございました。今後も、この

協議会も継続していただきたいと思います。

前に戻りますが、答弁内容に漏れた事業は

ないのか、例えば話題になったアレルギー対

応事業、それから高齢者障害者対応事業が前

ありましたが、今はどのようになっているか

お聞きします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課 仲村渠一男

個別の事業としては現在ありませんが、観

光協会の一般経費の中で対応はしておりま

す。例えばこの中でございます一番最後の観

光協会補助金、これ1千万円ございますが、

観光推進対策事業とか、あるいは個別の観光

広報推進事業といったような事業の中で、そ

の経費の部分について対応をしております。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

以上でございますが、次に、あじまー館の

運営についてなんですが、この答弁のとおり、

今後とも修学旅行生を中心とした体験交流の

拠点として活用してまいりますということな

んですが、それでいいと思いますが、施設の

今後、有効活用をぜひやってもらいたいと思

います。というのは前、指定管理していると

きは全部引っ越しましたよね。例えば織体験

とか、機材なんかも撤去したと思いますが、

ぜひ今後とも、この民泊事業をやるとしたら

やはり体験型ですので、いろんな体験をさせ

るためには、こういった機材が必要だと思い
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ます。このへんもご準備の方をしていただけ

れば良いかなと思っています。

最後になりますが、町長は名言で、これま

で観光ピーアール不足や高速船の導入が実現

できない状況であります現在ですね。それか

らジェット便も減便されています。いろいろ

と陳情に行かれたようなんですが、こういっ

た陳情に行く場合は、町長１人２人で行くよ

りは、やはり議会も一緒に行って圧力かける

ぐらいやらないといけないと思うんですよ。

これからの事業に関しても、そのへんをちょ

っと課題としていただきたいと思います。

結果としては、団体客も少なくなってきた

ように、これも要因の１つとしてあげられま

す。先ほど同僚議員からも高速船の導入の件

がありましたが、これ早めに結論を出してい

ただきたいと思います。こういった土台がな

いと例えば、団体客連れてくるにはやはりジ

ェット便また高速船、例えばの話、例えば10

0名で定員が90名とする仮に、あと10名は次

の便からといいますと、これまた引率してい

る方がいろいろと迷惑がかかるんで、そうい

うためにも、やはりこういった土台作りがな

いと、他の事業観光事業もちょっと難しくな

るんじゃないかなと、ぜひそのへんを勘案し

て、このジェット便の増便と高速船導入を早

くやっていただきたいと思います。

またこれも最後になりますが「島たび助

成」、那覇市の方が島たび事業として一部助

成しています。いままでは４村の渡名喜、粟

国、座間味、渡嘉敷だったんですが25年度か

らは久米島町もこのエリアに入っています。

そのへん運賃の宿泊の一部を助成しています

が、現状での入客数はどの程度か把握してい

ましたら説明いただきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課 仲村渠一男

那覇市の島たび助成の方ですが、大まかに

大雑把に計算して800人ぐらいが助成を受け

ることができるような予算の措置になってい

ます。これは船使う場合と飛行機使う場合か

なり金額が違って人数が変わってくると思う

んですが、取りあえず今、800人が対象にな

るということで、今現在、半分ぐらいしか使

われていないような状況です。ちょっと出足

が鈍いなと思って、特に何処に原因があるの

かなということで、今町と施策検討をしてい

るところです。約50％ぐらいということでよ

ろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

私も同感なんですが、規模は小さくてもそ

の島を訪れて非常に満喫して良かったという

ことで帰られても、またリピーターとして、

また友人とか友達連れて来たりすることがあ

ると思いますので、我々行政の皆さん、それ

からＦＭ放送を聞いている町民の皆さん、那

覇在住の知人、友人また親戚等がいらっしゃ

れば、ぜひ、応募するよう情報提供をされる

よう、よろしくお願い申し上げて私の質問を

終わります。

（平良義徳議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで３番平良義徳議員の質問を終わりま

す。

○ 議長 喜久里猛

暫し休憩します。（午後３時17分）

○ 議長 喜久里猛
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再開します。 （午後３時29分）

９番崎村明議員の発言を許します。

（崎村正明議員登壇）

○ ９番 崎村正明議員

９番崎村正明２点質問いたします。

１点目、学力向上に向けて今後の取り組み

は。全国学力テストで、沖縄県は、全国最下

位であるが、久米島町の小中学校の成績は県

内でどの位置にあるか、学力向上に向け、今

後の久米島町教育委員会の取り組みについて

伺いたい。

２点目、久米島高校へ進学させる取り組み

は。人口減少が続く中で、沖縄本島の高校を

志望する子供達が毎年多くいますが、どのよ

うな状況か、過去10年間の推移と要因を伺い

たい。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育課長 比嘉隆

９番崎村議員の学力向上について今後の取

り組みについて、ご説明申し上げます。全国

学習状況調査で久米島町の学力は、沖縄県平

均以下、那覇地区平均以下となりますが、県

市町村、何番目かは把握はできません。学力

向上に向けては教職員の各種研修、小学校に

支援を要する児童への支援員配置、漢字検定、

英語検定の補助、小学校・中学校対象の塾を

開設し補修事業等を行い学力向上に努めてま

いります。

久米島高校へ進学させる取り組みにつきま

しては、久米島高校進学状況は、別紙をご覧

下さい。沖縄本島の高校に進学する要因は久

米島高校に希望する学科がない。上を目指し

たい。スポーツ、学習したい等々となってお

ります。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

再質問は提言として聞いてください。久米

島町の学力は沖縄県平均以下、那覇地区平均

以下と答弁ありました。その原因は何か、解

決策はどうするか、多くの方は学校教師の取

り組み強化も必要だと考えていますが、私は

その解決策の１つとして、それぞれの保護者

が、その責任等を自覚し役割を果たすことも

大事だと思います。

夜型社会の悪影響を受け、睡眠不足で登校

している子ども達が多く見られるようだが、

睡眠不足の状態で、学習しても学力が定着し

ないのは当然だと思います。子ども達がもっ

ている力を発揮できるためには、保護者がい

かに生活環境を整えたかの差であると思いま

す。親のあり方については、父母、その他、

保護者は子の教育に第一義責任を有するもの

であって、生活のために必要な習慣を身に付

けさせると共に、自立心を育成し、心身の調

和の取れた発達を図るよう努めるものとする

と、平成18年保護者の責任や家庭の役割が法

例に位置づけられています。

この世に生を受けた子が始めに接するのは

親であり、その子は親を模範として成長し、

生活基盤を形成していく、子どもに良い生活

習慣と付けるのは親保護者であります。

学力が向上しない原因や問題行動の原因に

ついて、保護者の責任にあまり触れず学校や

地域の責任だけを問うのはいたずらに事の本

質を見誤ることにしかならないと思います。

答弁内容の学力向上に向けての教職員の各種

研修、小学校に支援する児童への支援配置、
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漢字検定、英語検定の補助、小学校、中学生

対象の塾を開設し、補習授業など継続しつつ

も教育基本法の趣旨を踏まえ、保護者の責任、

家庭の役割について新たに問う必要があると

思います。コメントがあれば教育長お願いい

たします。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

教育基本法によりますと、子ども達の学習

というのは、一時的には保護者にあります。

そしてまた地域、家庭、学校側で連携をして

子ども達の学習に取り組むということもまた

教育基本法の中に位置づけられております。

今、崎村議員の方からございましたが、私た

ち久米島町、そして沖縄県の学力これは全国

最下位ということで、新聞等でこれまで報じ

られておりますけれども、やはりこれまでい

ろんなアンケート、そして各大学の専門チー

ムの考察からしますと、沖縄の生活習慣その

ものが夜型社会ということがあり、子ども達

の深夜までの徘徊、そして先ほど指摘があり

ました子ども達の生活リズムの狂い、そうい

ったところから子ども達の学力も落ちている

んじゃないかという、そういった見方もされ

ております。

私たちは毎年、子ども達の学力推進という

集大成の位置づけで11月10日に久米島町学力

推進実践発表会を開催しましたが、やはり関

心のある保護者はいらっしゃるわけなんです

が、関心のない方は、これまでも来られてお

りません。崎村議員の方からもございました

が、まずはその家庭の保護者の皆さん方の意

識もこれも足りないかなということがござい

ます。これはスポーツには一生懸命なんです

が、沖縄本島へ遠征へ行っても応援に保護者

がついて行かれます。しかし各学校の授業参

観への保護者への授業参観というのは、日曜

日に開催しても大分寂しいような状況にあ

り、それがひいては子ども達の学力、そして

久米島町の学力にも影響があるのではないか

ということがございます。

またこれと同様やはり学校の先生方の資質

向上、これ研修等を開催して何回も何回も検

証して、また資質向上の開催、また私たち行

政として、子ども達への支援何ができるか、

これにつきましては先ほど説明しましたいろ

いろ検定等、それから助成等もございますが、

そういったところが総合的になってはじめて

子ども達の学力に繋がるのではなかというこ

とでございます。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

前向きな答弁ありがとうございます。その

中で小、中学を対象に塾の開設状況どのよう

になっているかご答弁お願いできます？

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

小学校、中学校を対象に塾を行っています。

小学校は「ゆいまーる塾」ということで、小

学校３年から６年生を対象に今12名の児童が

塾に参加してます。中学校のおきましては中

学校３年生を対象に３中学校で開催しており

ます。これについては50名の生徒が塾に参加

をしてます。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員
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中学校３年生が３中学校で50名ですよね。

これ期間は、通年通してなのか、それとも事

前の高校受験の対策なのかをご答弁お願いし

ます。

○ 議長 教育課長

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

本事業につきましては、県の一括交付金を

活用した事業でありまして、24年度から実施

してます。県の事業ということで８月から２

月までの間で行っております。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

次に、解決策２つ目として、これも提言と

して聞いてください。学力問題は学力の底上

げを本腰を入れるべきだと思います。学力低

下というのは、学力格差の拡大に問題があり、

小学校でできても中学校でできなくなる子が

多く、学力の２極化が激しく下位層を支える

力が衰えていると思います。学力格差を縮め

一人ひとりの生徒を伸ばす授業はどのように

するか、授業の工夫、改善が必要ではないか

と思います。

教育は多様な一人ひとりの生徒を相手にし

ているので、使用方法の多様化を図り一人ひ

とりを生かす教育を行うのは各々の生徒に応

じた学習を実施することが重要だと思いま

す。従来型の画一的な一斉授業ではなく、個

々の能力や適正に応じた習熟度別指導を実践

することによって、中位層はいうまでもなく

習熟度の高い、あるいは低い生徒にも効率的

な授業を実施することができると思います。

固定的な学級編成をして指導するだけでは

なく算数、数学や英語などの特定の教科につ

いて能力別、学力別、学級編成による指導実

施した生徒に達成感を与え、生徒同士がお互

い教え学び合うグループ学習などを取り入れ

てはどうか、コメントがありましたら教育長

お願いします。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

今、学校におきまして一番先生方が懸念さ

れているのが、子ども達の語彙力、これは普

段のコミニュケーション、そして国語におけ

ます読解力が一番課題だということの指摘が

ございます。午前中の一般質問の中にもござ

いましたが、図書館建設、いま０歳児から大

人までの本に親しむ環境が構築されていない

現状もありコミニュケーションそのものも各

家庭の中では失われつつあります。今の携帯

電話。そして活字を使わない私たちの生活等

も影響されているんじゃないかということが

ございます。まずは０歳児からの子どもへの

読み聞かせ、そして幼児期、そして低学年に

おける読書等、これがひいては子ども達の語

彙力、読解力につながるではないかというこ

とがございます。各学校におきまして２極化

があり学習についていけない子ども達が各学

校の方に毎年増えているような状況がござい

ます。私たち教育委員会も福祉課、あと公立

病院病院の先生方、そして県の職員も交え、

就学支援委員会という組織で立ち上げており

ますが、その中でも気になる子ども達、学習

が少し付いていけない子ども達が毎年多いよ

うな状況にございます。

そういったところで私たちが何ができるの

かといいますと、やはり各クラスで先生方は

全体一緒に学習するわけなんですが、その子
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に応じた支援というのがこれからも必要では

ないかということがあり、学習支援の配置も

やっております。

ただこれにつきましては、財政はあるけれ

どもやはりマンパワー的な要素が足りない部

分がありますので、このへんいかに調整を図

っていくかということが私たちの課題でもあ

りますが、先ほど議員の方からもございまし

たが、やはり習熟度別の学習がもっとも必要

ではないかということがあり、これがひいて

は久米島町の２極化の解消に繋がるものと思

います。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

前向きな回答ありがとうございます。

次に、移りたいと思います。教育長、再度

またおそれいります。教育長が就任いたしま

して、もう早８年ぐらいになると思うんです

が、課題や今後の展望について５点ほどお伺

いしたいんですが、ずらっと言ったら大丈夫

だと思うんで、１点から最初に８年を振り返

って１点目。

そして２点目学力向上の課題は何か。

次は、新たな事業は。

４点目、学力以外での重点施策は。

５点目、目標は。よろしくお願いいたしま

す。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

８年ということなんですが、まだ半年残っ

ておりますので、できれば来年の６月ぐらい

にできれば、なお良かったかなということが

ございますが、まずは、これまで振り返りま

して、私たち教育行政につきましては、学校

教育、これが核となります。そして社会教育

それから文化振興、また子ども達の健康を保

つために学校給食センターがございますが、

その中で一番、今、課題なのが学校教育でご

ざいます。

社会教育につきましては、先ほど文化協会、

それから民族芸能保存会の皆様方が積極的に

活躍されていますので、民族関係につきまし

ては、子ども達への継承も図られているんで

はないかということがございます。

それから博物館、文化振興なんですが、博

物館も一昨年より大分充実いたしまして、昨

年度も観光客、入客数、博物館を訪れる入館

数が多く、そしていろんな博物館におきまし

ても企画展等を開催し、町民に好評を得てお

ります。そういったことで、今、私が懸念し

ております学校教育につきましては、これま

で学校間の浮き沈み、そして各学年それから

男女間においても浮き沈みがあり、それが全

体的にやはりまだ学力そのものが付いていな

いような状況があり、これも私たちの指導不

足かなということが反省をしております。

次に学力向上の課題ということがございま

すが、それは先ほど崎村議員の方からもご指

摘がありました今の久米島町の環境なんです

が、これもやはり私たちは久米島町の夜型社

会において、保護者が子ども達と接する時間

がないのではないかということがございま

す。

先ほどのコミュニケーション力、あと読解

力等も話申しあげたんですが、やはり親子の

会話が少ないと言うこともあり、子ども達の

しゃべる能力、そして試験における文章を読

み解く能力が少し弱くなってきたかなという
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ことがあり、これが学力向上の課題というこ

とで、私は、その夜型社会、そして大人中心

の世界になっているんではないかということ

を申し上げたいと思います。

３点目に、新たな事業ということなんです

が、これは習熟度別の授業となりますと、ど

うしてもその子に応じた学習が必要となって

きますので、そのへんで支援員の配置、これ

は各学校に１人から２人の支援員を配置して

おりますが、できれば各クラスに１人は支援

員を配置して、その子に応じた学習ができれ

ば、もっと子ども達の底辺の子ども達の学力

がアップするではないかということがありま

して、そのへんで支援員の配置等、つきまし

ては先ほど申しました図書館整備どうしても

本に親しむ環境も、ぜひ必要かと思います。

それからいろいろ今、なかさと交流、佐賀市

との交流、それから海外ホームステイ、ハワ

イとの交流がございますが、積極的に子ども

達が外に出て自分の表現力コミュニケーショ

ン力を高めるような子ども達に育ってほしい

なということがございます。

４点目に、学力以外での重点施策というこ

となんですが、今お話しました子ども達が外

に出て活躍できる場面を、ぜひ私たち小学校、

中学校、高校で準備をしてあげたいと思いま

す。子ども達は社会へ出るために義務教育、

そして高校で学習をします。社会に出るため

の準備期間ということがございますので、も

っとしっかり準備期間を整えて、子ども達を

社会に送り出せることができればということ

を考えております。

５点目に、目標ということなんですが、や

はり私たちの義務というのは、教育とあと勤

労と納税ということがございます。子ども達

が社会に出て、どれだけ通用するかというの

が、これは久米島町の人材育成という１つの

大きな目標がございますので、子ども達がし

っかり社会に出て自分のプレゼン、そして自

分の自己表現力、自己開示力が身に付けば学

力はそこそこでも十分やっていけるんじゃな

いかということがございますが、ただ学力そ

のものが、まだそこにも至っていません。勉

強それから体力面、そして道徳面、それが全

て備わって社会人として活躍できるというこ

とがございますが、ただその面で少し学力面

で、私たち久米島町としては、もっと久米島

町、教育委員会、各学校の先生方も学力の面

で、もう少し子ども達に力を付けてほしいと

いうことでございます。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

教育長の誠意ある課題や今後の展望を聞い

て一安心しました。家庭教育をやれば学校教

育もよくなると思います。共に頑張りましょ

う。

次の質問に移りたいと思います。再質問で

久米島高校は今現在、生徒数の減少や園芸科

廃止の危機などの課題に直面しております。

久米島高校の今後のことについて考えてみて

現幼稚園から現中学校３年生までの人数と島

外受験27％で仮算出した人数、10年間の卒業

年別人数の資料を教育委員会に作成してもら

いました。皆さんの答弁書の裏側にたぶん付

いていると思います。

この資料によりますと現幼稚園生84名、小

学校１年生68名、２年生91名、３年生77名、

４年生87名、５年生78名、６年生94名、中学

校１年生98名、２年生70名、３年生97名、島
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外受験で27％で仮算した場合、一番気になる

のは平成26年度入学予定の現中学２年になり

ます。そして平成29年度入学予定の小学校５

年生57名、さらに平成31年度入学予定の現小

学校３年生56名、平成33年度入学予定の現小

学校１年生が50名が久米島高校に入学するこ

とが想定されます。

我々、久米島高校の将来、我々島の将来を

考えた場合、久米島高校の果たす役割は非常

に重要だと考えております。我々の島の子ど

も達を島で育て、久米島高校に進学させるた

めに特に役場職員、教職員もっと危機感をも

ってほしいと思いますね。常に関心を払うこ

とが私は一番重要だと考えております。少子

化、減少が続く中で沖縄本島の高校を志す子

どもが多くいますが、ほとんど役場職員、教

職員の子ども達だという話が聞こえます。果

たして本当にこれでいいのか、島外流出を食

い止める手だて対策はできないものなのか伺

いたい。

また、先ほど同僚議員にパクられましたが

答弁内容の件ですが、再度お伺いいたします。

答弁内容に久米島高校として沖縄本島の高校

に進学する要因として久米島高校に希望する

学科がない、上を目指したスポーツ、または

学習したい等とのことですが、希望する学科

がないのは理解できますが、上を目指すスポ

ーツまたは学習したい等とあります。しかし

今現在、久米島高校は国体選手や沖縄県代表

として選ばれた生徒もいます。国公立大学に

進学している生徒達もいます。久米島高校は

下の高校ということなんですか。そのへん再

度説明を求めます。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

これは先ほどもお話がございましたが、こ

れはあくま子ども達のアンケートからの結果

となっています。今、崎村議員の方から過去

10年間の推移と要因を伺いたいというご質問

がございましたので、その要因となりました

のはどうしても子ども達の考え、保護者の考

えということがあり、昨年度取ったアンケー

トということで、ご理解をお願いいたします。

私の方で、島外進学という、これ15項目あ

るんですけど、久米島高校に希望の学科がな

い。視野を広げたい。レベルの高い高校を目

指したい。収得したい資格がある。目指すも

のがある。勉強するため本島でいろいろな体

験をしたい。文武両道できる学びたいことが

ある。部活をしに行く。野球がしたい。自分

の力を十分に伸ばしたい。そういったがたち

で子ども達の意見と、あと保護者の意見があ

って、その意見を集約したかたちでの今回の

一般質問への答弁ということがございますの

で、これは教育委員会あと町長の考えではな

いということをご理解をお願いしたいという

ことでございます。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

最初に伺いたいことは、島外流失を食い止

める対策はできないものかを伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

これにつきましては、今、「久米島高校魅

力化発展を考える会」の皆様方が、毎月１回、

２月に２回、３回のペースで今開催をし、久

米島高校魅力化に向けて、今、取り組んでお
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ります。これまでの吹奏楽部への学資支援こ

れは１つは久米島高校の吹奏楽の活性化とい

うことがございます。そして先ほどのお話に

ありました陸上部の国体選手も久米島高校か

ら出すことができました。町の方としても一

生懸命いろんなかたちで支援をしておりま

す。そして久米島高校の魅力化ということが

あり、沖縄本島そして島外から子ども達を受

け入れて、もっと久米島高校の活性化に向け

て取り組んでいるような状況がございますの

で、そのへん一歩ずつ久米島高校の学習環境

いろんな環境をさらに向上し、また島外、県

外からも子ども達がもっと来れるような、そ

ういった体制を構築したいと考えておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

教育長、私の質問の意味は全然理解できて

いないと思うんですが、どうして役場職員、

教職員の子ども達が島外に出るかということ

なんです。その対策ということなんです。

どういう実態なのかまで。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

その対策と申しましても、これは最終的に

は、保護者と子ども達がどういうふうに考え

るかということがございます。これ私たち教

育委員会でも役場職員だからといって、役場

職員に、じゃあ皆さんの子ども達は島外に出

すなということは、私たちも言えるもんじゃ

ありませんし、これは子ども達は大きな夢も

あります。その夢を図るために久米島高校そ

して島外の高校の違いということがあり、子

ども達はそういった選択肢というのがござい

ます。それは全て私たち教育行政だからとい

うことで、それを全て否定することにはいき

ませんので、そのへんもご理解をお願いしま

す。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

教育長、本人が希望しているから、親が希

望しているから、この問題というのは、これ

でストップしますよ。要は、やるべき事は親

がいかに子ども説得して納得させるかが親の

役目です。

果たして、この久米島を良くする考えを持

っている人、久米島高校を考える会、この人

間が子ども達が久米島、島外受験したら町民

がどういった思いをしますか。そこなんです

よ、私が言いたいことは。もともと久米島を

愛するんであれば高校、島のことをもっと考

えるべきですよ。

お互いは久米島をどう発展させるか、久米

島高校をどう発展させるかという立場の人間

の子どもが、久米島を離れて島外へ行くとな

ると町民は納得しません。親が子どもを納得

させるべきなんですよ。この雰囲気づくりを

しないと何時になっても、この問題は解決し

ません。私が本当に言いたいことは、勉強ス

ポーツ等の能力を発揮する土台となる人間の

根っこの部分、見守る必要のある時期に目に

見えない成果で島外に進学させるという意識

を皆さんで解決しないといけないですよ。町

長、答弁お願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸
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先ほど島外の高校へ行くということありま

したが、我々がやるべきことは、島外に行か

ないような魅力ある高校を作るのが我々の目

的だと思うんですね。やはりそれぞれ、その

家族にはやっぱり自分の夢子ども達にとって

は夢があり、その家族にはその家族のやっぱ

りいろんな考え方があると思うんです。我々

がやるべきことは高校を島の生徒達が全部入

れるような魅力がある高校にするというの

が、我々の目的だと思いますが、以上であり

ます。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

これで私の一般質問を終わります。

（崎村正明議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員の一般質問を終わりま

す。

次に７番喜久村等議員の発言を許します。

（喜久村等議員登壇）

○ ７番 喜久村等議員

７番喜久村等です。３点ほど質問いたしま

す。まず１点目、久米島空港内に現金自動支

払機の設置について、利用者の要望の声が多

数あるが、町として金融機関への要請はでき

ないか。

２点目、那覇発の航空便の変更が多い、町

民からの苦情が出ているが、町としての対応

はどういうふうにとるか。

３点目、防風林の植林と管理について、美

崎地域一帯の防風林がほとんど枯れてしまっ

ているが、植林する考えはないか。以上３点。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸長町登壇）

○ 町長 平良朝幸

７番喜久村等議員の質問にお答えいたしま

す。久米島空港内の自動現金支払機の設置に

ついてですが、これにつきましては、空港タ

ーミナルビルと調整の上、関係金融機関へ要

請したいと思っております。

那覇発の航空便の変更が多いということで

すが、これにつきましては、航空便の安全な

運行については、これまで度々ＪＴＡやＲＡ

Ｃに対して抗議や要請をしてまいりました。

最近ではＪＴＡ220便那覇発17:20の遅延が多

くなっています。その原因については天候不

良や機材整備だということですが、公共交通

機関として安定的な運行に務めるよう今後と

も要請をしてまいります。

防風林の植林と管理について、再度、事業

導入できないか沖縄県南部林業事務所へ要望

していきたいと思います。

（平良朝幸長町登壇）

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

自動現金支払機の設置についてなんです

が、要請の時期はいつ頃になるのか、また金

融機関への要請は何処の金融機関へ要請する

のか。

○ 議長 喜久里猛

桃原秀雄総務課長。

○ 総務課長 桃原秀雄

ただいまの喜久村議員の質問にお答えいた

します。以前にターミナルビルに郵便局のＡ

ＴＭが設置されていたということで、やはり

採算性とか、利用頻度が少ないということで

撤退撤去された経緯がございます。
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その後また琉球銀行さんの方にも要請はし

ましたが、なかなか琉球銀行さんも採算性の

面から断られたということがございます。ま

た喜久村議員から一般通告を受けまして、琉

球銀行さん、そしてＪＡ沖縄久米島支店さん

の方に電話問い合わせをしましたら、機材の

設置等々、設備投資、そして年間の維持管理

が厳しいものがあるということでありまし

た。しかし利用者の要望が多々あるというこ

とでありますので再度３カ所、琉銀さんそし

てＪＡさん、そして郵便局の方に文書でもっ

て要請は早めにやっていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

この件に関しては、早めに要請をお願いし

たいと思います。

次に、那覇航空便の変更が多いことについ

てなんですが、町長としての答弁にはこれま

でに度々ＪＴＡやＲＡＣに対して抗議や要請

をしてまいりました。ということなんですが、

この度々、何回ぐらいの抗議要請をやられた

んですか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

一番最近で13日にジェット体制２便の維持

と、あと直行便の９月までの延長の要請をし

ましたが、ことのとき口頭で欠航便のことに

ついてもやっております。それ以外について

は４月から今まで３回はやっております。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

３回では少なすぎると思うんですよ。久米

島便については、頻繁に変更があるのに対し、

宮古、八重山便に対しては変更がほとんどな

い。久米島町はＪＴＡやＲＡＣに軽くみられ

ているんじゃないかという感じが受けられ

る。今後このようなことがあって、もし発生

した場合に、町長は、即町のトップとして以

前の200％の気持ちを持って抗議に立ってい

る気持ちはないのか、町長の考え方を。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

私も飛行機の遅延で、これまで度々遅れた

り、重要な会議に出られなかったりというこ

とがございました。その遅れる度に電話で支

店長に抗議したり、あるいは本社の専務に抗

議したりしてはおります。

先ほど産業振興課長から答弁がありました

とおり金曜日も行ってまいりました。これは

ジェット便を２便体制を維持してくれという

ことで口頭で今のままではとてもじゃないけ

ど正常な運行はできないということで、それ

に対しても抗議をしてまいりました。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

今後も継続して抗議や要請について頑張っ

てください。

次に、防風林の維持管理についてなんです

が、美崎地域の一帯の防風林、防潮林は何年

か前に植林されたが、管理不十分でほとんど

の木が雑草に覆われて枯れている。防風林、

防潮林を植えても管理しないと育たないと思

うが、その防風・防潮林がある程度の大きさ

になるまで管理事業の導入しないとだめだと

思う。そこで久米島町保安林保育委託事業と
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あるが、その内容とその導入ができないか。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

ただいまの質問にお答えします。美崎地区

の保安林につきましては、昭和47年の５月15

日に保安林に指定されまして50年、51年、元

年、平成２年の４カ年で整備をされておりま

す。その後に、再度平成15、16、17、18年の

４カ年改良事業等も行っておりますが、ご指

摘のとおり植林しても、その後の２カ年は保

育の事業、県が入れておりますが、やはり十

分な樹木の選定もできていなかったのか、十

分な機能は果たしていない状況です。

昨日、保安林の会計検査がございまして、

県の担当課に対しまして、町長が、直接、同

地区の保安林の樹木の選定も、その地区にあ

ったものを選定して、再度久米島町の保安林

の事業の導入も要望いたしております。その

へんも含めまして、やはり事業導入後の管理、

そのへんも県に十分要望していきたいと思い

ます。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

これは要望の仕方なんですが、防風林の品

種について植林されているこの、今、植えて

いる木で、高木５ｍか６ｍぐらいの伸びる木

その品種は現在、防風林として植えられてい

るかどうか。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

現在、同地区におきましては、そういう高

木が見あたらない状況でした。モクマオもほ

とんど枯れて一部にはユウナの木が生い茂っ

て、それが一部防風林として機能していると

ころもございます。再度全面にアダンを植え

るのか、次にモクマオ等高木を植えてさらに

その後にもっと強いそれらが生長するまでに

できる樹木を考えながら要望はしていきたい

と思います。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

今、木の品種だけで、次は工法について、

例として美崎保全の会が北真謝原のところで

植林した場所があるんですよ。そこには海側

に盛土して山のように２ｍから３ｍぐらいの

山を造って、その上にアダンを植える。そし

て下の低い所には高木になる木、モクマオと

かいろいろそういう木を植えて、その現場を

視察してから要望した方がいんじゃないです

か。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

その現場も確認してきましたので、今後、

林業事務所の職員が来たときも同地区を一緒

に視察して、そういう工法もあるということ

で調整していきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

防風林、防潮林の植林管理はたいへん大事

なことですので、今後10年、20年後の農業を

考えると今、防風林、防潮林を多く増やして、

そして守っていかなければなりません。

そこで町として、毎年「防風林の日」を設

定して、町民の皆さんに防風・防潮林の啓発
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を行ってはどうなんですか。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

以前にも、そういう試みをやっております

ので、再度、また県南部林業事務所も巻き込

んで、そういう取り組みができるか、また県

南部林業事務所とも連携しながら取り組んで

いきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

これは毎年やった方がいいですよ。町民に

認識を与えるために、町長の考え方をお伺い

したいので、ぜひ。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

防風林、防潮林というのはこれまで就任し

て以来ずっと毎年のように、県にお願いして

やってまいりました。ただ先ほどご指摘があ

りましたとおり、やはり管理が行き届かない

ところとか、まず樹種の問題、いろいろ問題

がございました。それでもやっぱり防風林を

大事にするということを町民に啓蒙するとい

うことも非常に必要だと思っております。こ

れからも先ほど課長がありましたように「防

風林の日」あるいは「防潮林の日」というの

を設定できれば県と一緒になってやっていき

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

今後この防風林が育つような、そういうか

たちでの養護の仕方でお願いしたいと思いま

す。以上で私の質問を終わります。

（喜久村等議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで７番喜久村等議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午後４時11分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後４時11分）

幸地猛委員から退席の要望がありましたの

で許可しました。

次に５番宇江原総清議員の発言を許しま

す。

（宇江原総清議員登壇）

○ ５番 宇江原総清議員

私は３点質問をします。第１は鳥島射爆撃

場の早期返還についてであります。最近、日

本の国政情勢は特定秘密保護法や集団的自衛

権問題で、いよいよ大政翼賛会で戦前回帰へ

の足音が聞えてきます。国の専守防衛までは

私は容認できるとしても、いよいよ戦争準備

かとの感性にあります。島の人達20名の虐殺

事件も忘れていると思われます。このような

情勢下で鳥島射爆撃場もこれから実弾演習が

多くなるでしょう。町長、今年の９月の定例

会で、次のとおり答弁をしております。

１つに、劣化ウラン弾は、低濃度の放射性

物質であっても、放射性物質に変りはないの

で、町民の健康状態に少しでも異常値が認め

られれば、国に要請したい。

２つ目は、劣化ウラン弾の未回収の一部は、

砂の中に潜っているものもあると思われるの

で、引き続き環境調査をしたいという内容で

あります。

私はこの２点について、次の事を町長に伺

います。
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１点目について、本町の幼児等のガン発症

を把握してますか。福島県のある自治体では、

児童の遺伝子診断を実施している地域もあり

ますが、本町では考えていないでしょうか。

２点目について、放射性物質のホットスポ

ットが考えられること。また米軍の爆弾投下

によって、劣化ウラン弾の誘爆も考えられま

す。そこで、劣化ウラン弾を封じ込めるため

に町内のテトラポットを、鳥島の海底から積

み上げ、後は島の復元は考えていないか答弁

をいただきたい。

第２は、コンクリート護岸の撤去と潮害防

備保安林等の植栽についてであります。河川

等も含むます。海岸のコンクリート護岸は、

台風時に潮を吹き上げ、塩害を発生させ、山

や防潮林及び農作物等に甚大な被害をもたら

しますまた、一方では、土中から水とともに

ミネラル（鉄、亜鉛、カルシウム、マンガン

等）や腐植土が海へ運ばれるのを阻害してい

ます。ミネラルや腐植土は、海の藻場や干潟

などを育成、保全する役割があります。事例

では、2009年７月の10チャンネルであります

が、水中のプロ、渋谷正信氏が、志摩の海（三

重県）等の復活作戦で次のことを言っており

ます。コンクリート護岸によって遮断された、

陸と海に異変が起きた。陸から海に運ばれる

ミネラルや腐植土、腐葉土が海へ流れなくな

り、ウニやアワビ等がいなくなった。水中工

事で、鉄分や腐植土を与えたら海藻が増え、

ウニやアワビ等が再生したとのことでありま

した。このことから砂浜のない厳しい海岸は、

傾斜の石積みに盛土し、築山を造る。石の間

の目地には、クサトベラ、モンパノキ、ハマ

シタン等を植栽する。ミネラルや腐植土等の

保全はもちろんオカガニやオカヤドカリの生

息場所ともなります。町長はこの工法をどう

考えるのか伺います。

第３は、仲里漁港の一文字の撤去とシール

ガチの改修についてであります。仲里漁港入

口は少しの悪い天候で船が出られない、危い

と漁師は嘆いています。一文字堤防が原因と

言っております。また、御願崎のシールガチ

も崩れかけている部分があります。この事か

らも塩害を発生させている一文字を撤去し、

そのコンクリートの魂を崩壊がはじまってい

るシールガチに沈め、崩壊防止にした方が良

いと思うが、伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町町登壇）

○ 町長 平良朝幸

５番宇江原総清議員の質問にお答えいたし

ます。鳥島射爆撃場の早期返還、この中の本

町の幼児等のがん発症を把握しているかとい

う件ですが、これにつきましては、久米島町

の小児慢性特定疾患の内、小児ガンの発症状

況は町独自のデータはありませんが、南部福

祉保健所によりますと、平成24年度は５件の

報告があります。

また、児童の遺伝子診断につきましては、

現在、沖縄県で実施している市町村はないと

報告を受けております。久米島町においても、

現時点では実施する計画はございません。

引き続き、テトラポットで島の復元につい

てですが、この件につきましては、現時点で

はテトラポットの海底からの積み上げは考え

ておりません。また、防衛局は毎年島の現況

調査等を行い、年１回町に報告することにな

っています。その中で、島の現状復元等につ

いて要請していきたいと考えております。
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コンクリート護岸の撤去と潮害防備保安林

等の植栽について、その中で石積工法につい

てですが、海の藻場の形成には陸地からの栄

養分の供給が必要であるといわれており、石

積護岸は護岸築堤前の自然に近い形で栄養分

の供給を行なうため、また、オカガニ、オカ

ヤドカリ等の生息、海と陸地の往来のために

も石積み護岸は有効な工法あると考えます。

築山、植栽についてもオカヤドカリ等の生息、

防潮の観点から有効な工法だと考えます。

仲里漁港の一文字の撤去、シールガチの改

修についてですが、仲里漁港は県管理漁港で

あるため、町で判断することはできませんが、

漁協の意向を把握し、県と調整をしてまいり

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

再質問します。まず１点目の第１の鳥島射

爆撃場の早期返還についてでありますが、１

点目について小児ガンの発症状況は南部福祉

保健所の統計で平成24年度５件の報告がある

ということではありますが、それは町の小児

ということであるわけですよね。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

はい、町民であります。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

小児ガンの５件というのは１年度で多いと

みるのか、少ないとみるのかということであ

ります。また18年前の劣化ウラン弾が打ち込

まれて以後、水痘症や小児ガンは何名、把握

されているか伺います。

○ 議長 喜久里猛

桃原秀雄総務課長。

○ 総務課長 桃原秀雄

現在、久米島の水痘症発症というのは現在

久米島町では把握はされてはいません。また

福祉課に問い合わせをしましたら、この実態

はないということで報告は受けております。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

これは私も行動しますが、ぜひその実態と

いうのは把握したいと、皆様方も積極的に把

握していただきたと思います。児童の遺伝子

診断については、町長は、現在、沖縄県で実

施している市町村はないとして久米島町にお

いても現時点で実施する計画はないという答

弁をしております。その答弁からして、私は、

他人事のようにしか聞こえておりません。ア

メリカ軍から劣化ウラン弾を打ち込まれたの

は他の市町村ではありません。久米島町にお

いて劣化ウラン弾を打ち込まれたわけです

よ。当時の琉大教授の矢ヶ崎克馬氏は、新聞

やホームページでエアゾール化した劣化ウラ

ン弾の放射能により、久米島はじめ慶良間諸

島や沖縄本島も汚染されている可能性が高

く、長期的にみれば原爆に劣らない環境汚染

となる。また高濃度のウランが検出されたが、

米側はその危険性を認めなかったと言ってい

ます。さらに劣化ウラン弾の場合、単発的な

環境チェックで検出されるケースは低い、未

回収の弾のことを考え、長期的な視点で考え

ればウランが腐食して土壌に溶け出し、草木

や周辺海域に何らかの影響を与えないことは

言えないと劣化ウラン弾に関する見解を述べ
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ております。この見解からすれば、環境チェ

ックが防衛局の単発的な調査ではいかに難し

いかということが伺えます。また未回収の劣

化ウラン弾が誘爆のみならず、腐食によって

も環境に影響を与えるという。町長、矢ヶ崎

克馬氏の環境汚染に関する見解をどう考えて

いますか。伺います。

○ 議長 喜久里猛

桃原秀雄総務課長。

○ 総務課長 桃原秀雄

先ほどの答弁で久米島町では、まだ診断を

考えていませんということなんですが、やは

り子ども達の乳児検診とか、小学校の検診と

かそういった町民に関しては、健康診断等と

そういった結果から現在のところ余り異常が

見られないということで、現在のところはま

だ検査は考えていないということでありま

す。先ほど矢ヶ崎克馬先生ですか、その考え

も、やはり劣化ウラン弾に対する考え方にも

いろいろありまして、そのへんもまた私たち

も再度いろいろ研究調査してまいりたいと思

います。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

これは危機管理意識の問題ですよ。町長、

イラクでは湾岸戦争、イラク戦争の前と後の

小児ガン発生状況は戦争の後の方が４倍も高

くなっているのにアメリカ軍はフセイン政権

が使った化学兵器の残留物であると、そうい

うことで劣化ウラン弾使用と小児ガンとの因

果関係を否定しています。

また、アメリカ軍は、広島、長崎の原爆投

下では、原爆による放射能と原爆病、ガンと

の因果関係を否定していると。そして挙句の

果てに1946年の年が開けてから、厚生大臣通

達でこう言っております。「広島、長崎の原

爆被害はアメリカ軍の機密あり、何人も被害

の実態について見たこと、聞いたこと、知っ

たことを話したり、書いたり、絵にしたり、

写真に撮ってはならない。違反した者は厳罰

に処する。」と、こういう命令をしているわ

けです。現在でもアメリカは内部被爆を大方

否定しているわけです。内部被爆ですよ。

本町の鳥島射爆撃場における劣化ウラン弾

実射についても当時のアメリカ、アームスト

ロング研究所の調査結果では鳥島周辺への放

射能汚染はないと、こういうことで否定をし

ているわけですよ。このようにアメリカ軍は

事故の不利益に関わる事柄は否認、否定をす

る。特に劣化ウラン弾による放射能の人体被

害や環境汚染を認めていないのが実情であり

ます。

日本政府も歴史的に見て隠蔽体質国家、ア

メリカの隷属の国家体質を持っていると私は

思っております。こういうことから見るとア

メリカと日本政府の体質から見て鳥島射爆撃

場の放射性物質による環境汚染の実態が見え

て来ないのも当然のことですよ。日本政府が

調査をしたけど異常はないという結果報告書

を提出されても、それを鵜呑みにはできない

理由が、そこにあるわけですよ。このような

隠蔽体質に対しては、放射能に厳しい批判的

な学者、専門家も加えた調査が必要であると。

これは私は前々から言っております。それが

できないというのであれば、町民のガン検診

を実施することですよ。少なくとも小児、児

童の遺伝子診断は実施してほしいということ

であります。

18年前に劣化ウラン弾は1,500発余りも打
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たれているから、これは町は国の責任におい

て診断実施を強く要求すべきだと考えており

ます。

町長に伺います。町長はそれでもアメリカ

や日本政府の隠蔽体質に疑問を持っていない

のか町長の答弁を求めます。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

劣化ウラン弾の放射能の報告については毎

年近海の魚介類を採取して、これやって報告

がございます。これは我々にとってはそうい

う分析をされたデータというのは信用するし

かないと思うんですね。国の隠蔽体質を疑問

に感じないのかということを言われても私と

しては答弁のしようがございません。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

これは今述べたように歴史的にアメリカと

日本政府は隠蔽してきたわけですよ。これ実

態があるということなんで、町長、前回の定

例会でもペトカウ効果というのを、私は紹介

をしました。カナダ原子力委員会のホワイト

シェル研究所、放射線の実験結果があります。

液体の中に置かれた細胞は、高線量による頻

回の反復放射よりも、低線量放射線を長時間、

放射することによって容易に細胞膜を破壊す

ることができる。また、アルファ線、ベータ

線などの低線量放射線によって遺伝子が傷つ

けられる。それがそのまま受け継がれると何

かの機会に突然変異を起こす。そしてガンな

どの慢性疾患を起こす。生殖に関わる細胞な

ら代々子孫の生殖細胞に傷が引き継がれ何代

目かの子孫に傷害を発生させる。発育する胎

児への脳障害は特に深刻だとこういうふうに

説いています。

町長、私たちは特に胎児や子どもたちの健

康を守っていかなければなりません。そして

母親が安心して子どもを生めるような環境づ

くりをしなければならないと考えておりま

す。このような観点からも、まずは小人、児

童の遺伝子診断の実施を強く要望しますが、

町長どうですか。再、再度伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

住民の健康診断につきましては、これまで

も軍転協の中で優先事項として国に要請をし

てまいりました。これについては、今、沖縄

の基地が抱えているＰＣＢの問題とか、いろ

いろな健康被害が出る物質が検出されたりと

かということで、我々も軍転協と一緒に、こ

れは国に要請をしております。ぜひこれが認

められれば我々の所でも実施できるんじゃな

いかなというふうに思います。

それとただ以前も申しましたが、劣化ウラ

ン弾と原爆投下の核爆発をあと福島の原発事

故ということは実質的に違うということです

ね。そこらへんを踏まえないとこの議論とい

うのはいつまでも辻褄が合わないということ

になります。例えば劣化ウラン弾も嘉手納弾

薬庫に長期間保存されていたわけですが、今、

宇江原議員がいうとおりになりますと、もう

沖縄全土汚染されているということになりか

ねません。ですからそこらへん劣化ウラン弾

というのは何たるものかということから議論

を初めていけば、ぜひ、これは私が答弁した

という意味も理解できると思います。

○ 議長 喜久里猛
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５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

ペトカウ効果でもそうですが、別の研究成

果でも低線量の放射線で長いこと放射能を発

すると短期間で大量の高度の放射能を浴びる

ことよりも非常に細胞を破壊する力が強い

と。こういうことを別の機関でも言われてお

ります。そういうことの意味から低線量問題

はアメリカは認めていませんけれども、やは

り西洋というようなものは、それは認めてお

ります。そういうようなことなども配慮して、

ぜひ私は町長、小児、児童の遺伝子診断につ

いてはよくよく検討して対応していただきた

いと、町長がいくら軍転協で言っても一人相

撲にしかなりませんよ。どうして我々議会も

含めて、みんな町民を巻き込んで、対応しな

いかと、そういった行動に疑問を私はもって

いるわけです。

次に、２点目の鳥島射爆撃場の海底から町

内海岸にあるテトラポットを海の底から積み

上げ復元する考えはないかという質問に対し

て、町長は、現時点での計画はないと答弁を

しています。私、テトラポットこれはゆくゆ

く僕は撤去されるもんだとみております。そ

れを海面に出ない程度に沈めて、その上から

結局は砂岩よりもちょっと強度なコンクリー

トの１トンクラスの物を積み上げていくと昔

あった山に戻すなどの復元するとこういうこ

との計画を持ち合わせていないかと、そうし

た方が私もいいと思っています。そして海浜

植物をそこに植栽していく、そしたら、やや

岩にくい込んでいる劣化ウラン弾等も封じ込

めていくことができるわけですよ。そういう

意味からも、その計画も考えていませんか。

再度伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

鳥島射爆撃場の返還の際には現状に復旧す

るという条項がございます。ですから私はテ

トラポットじゃなくても、本当の山にした方

がいんじゃないかなというふうに思います。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

三保の松原の富士山の文化遺産、これで撤

去させられました。今していると思いますが、

そういうような関係であとで、またこれはコ

ンクリート護岸問題も含めて質問をいたしま

す。そして私が心配しているのは、町長は安

心感もって国を信用しきっていますが、私は

国を信用していません。あの官僚連中、特に

キャリア官僚、この人達は魔物なんですよ。

そういう意味から国からほいと返されたら、

そのままの現状のまま帰ってくるわけです

よ。そういうことを十分に念頭において、私

たちは鳥島の早期返還を勝ち取ると、同時に

返還後の復元ビジョンまで掲示することです

よ。そういうふうに私は考えております。町

長、ぜひそういう方向でみんなの力を借りて

もらいたい。

第２にコンクリート護岸の撤去等について

の再質問をいたします。町長は石積護岸は有

効な候補である。また築山植栽についてもオ

カヤドカリ等の生息、防潮の観点から有効な

工法だとの考えを示していただきました。ぜ

ひ所見のとおり実現をさせていただきたいと

思います。

町長も今、工事が進められております大宜

味村の塩屋湾堤防、これをご覧になったとの
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ことであります。先だって、町長にも報告し

ましたが、真栄平建設課長と私もその塩屋湾

堤防を視察いたしました。斜めの石積み、高

さ2.5ｍに積み上げて、そして幅２ｍの歩道

を造っている。そしてさらに2.5ｍの石積み

をして、そしてその上に盛土をして、いわゆ

る築山を造っているということであります。

そこには低木、中木、高木の植栽をすると、

大宜味村の建設課長の説明がありました。私

は石も１トンの石が使われて、私はすばらし

い海岸、護岸造りだなとこういうふうに関心

をいたしました。ただ冒頭に申し上げました

とおり石積みの目地に穴の方にクサトベラ、

モンパノキ、ハマシタンを差し込んでいけば

もっとすばらしい海岸護岸になると思いま

す。県からも建設課長、一緒だったんですが、

海岸護岸についてハザードマップを作成して

優先順位について作成してくれと、こういう

ふうに言われました。このことについて町長

と建設課長のコメントを伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

今の石積工法でも、私も大宜見村へ行って

埋立地を見て来ました。確かに石を積んであ

るんですが、傾斜がものすごく緩やかという

ことが他の石積み工法と違っていたところ

で、もちろんその上に土砂を積んで、そこに

木を植えているということは非常に理想的な

部分だと思います。これにつきましては先ほ

ど質問にありましたとおりハザードマップを

作成して優先順位をつけてという県の意向で

すが、これについては早速、建設課で事業で

できれば早速、進めていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

町長からもありましたように非常に緩やか

な傾斜で、これ１段目が約３ｍそして小段の

幅が３ｍそしてさらに２ｍ上げまして天場が

ありまして、その上に側の方に築山を造って

植栽するということは非常に今までの直立護

岸とは違った、そういった自然に優しい、あ

るいは観光資源として活用できるような工法

ではなかったかというふうに感じました。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

今、建設課長からの説明もありましたが、

今年の11月に県の農村整備課から、沖縄の特

性にふさわしい海岸整備のあり方に関するア

ンケート調査が文書としてきております。こ

の内容については、建設課長説明していただ

けますか。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

県の農林水産部の方からのアンケート調査

でＪＶコンサルタントの方に委託されてアン

ケート調査が今後なされる予定であります。

概要についてなんですが、復帰前後に整備さ

れました直立護岸については、背後地の保護、

防護その際優先に考えられてきております。

しかし、こういった工法が地域住民の利用、

亜熱帯特有の生態系保全、観光資源としての

利用に支障をきたしていると。今後、耐用年

数経過に伴い、今後10年間で約２割の海岸に

ついて再整備の時期を迎えるであろうという

ことで想定されております。

そして今後の海岸整備のあり方について、
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親しみやすい海岸、亜熱帯特有の絶滅危惧種

等の保全及び沖縄県の特殊な暑さ対策、環境

保全等を目的とした沖縄の特性にふさわしい

海岸の整備のあり方その検討をするというこ

とでの趣旨であります。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

そういった改修対象は40年前のものから優

先にやるというようなことでありますが、私

は被害を受けた場所、例えば、ふれあい広場

の何回もコンクリート護岸を越波して地域住

域一帯が冠水するというような被害状況が何

回もあったそうです。それは被害者にも直接

行って何回か行って聞きました。そういうよ

うなものはどうか。それから例えば、新原、

むこうの護岸の塩害はものすごいんですよ。

あの宇江城岳、あれを超す場合もある。僕は

そう見ています。そして上部の方、その中腹

から上部の方が大方、大きなイタジーとか松

が立ち枯れしているんですよ。こういう状況

から見るとそういったものの被害実態も含め

て、40年前というような原点にせずに、その

ことを県に強く申し上げて、ぜひそういった

ところも、最優先させて、改修の工事に取り

組んで活かせるようなことをお互いみんなで

やっていこうということであります。こうい

うこともあります。襟裳岬の防潮林で農業や

るのに20年、30年かかったみたいですね、植

栽して、その農業や海を生かしていると。そ

して長野県川上村では特産のレタスで町おこ

しをし嫁さんが大変増えたと、徳島県上勝村

では80才のおばあちゃん達が椿や楓の枝をネ

ット販売して1千万円農家となったと。息子

まで呼び寄せていると。宮崎県の綾町では森

の腐葉土を活用して野菜づくりをして天皇家

へ献上しているわけですよ。これは全て自然

と緑に関係するものであります。自然を基盤

にすると農業、漁業、観光産業が活性化する

ことは必然であります。田舎は田舎らしい景

観、光景にすれば川上村、上勝村、綾町のよ

うなすばらしい村づくりと産業の活性化に繋

がるものだと、私は確信をしております。そ

してワイファイをこれとどう結び付けていく

かということも検討をしていただきたい。町

長の得意な方ですから答弁お願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

川上村とか他の村が非常に農業によって非

常に活性化している分、我々はそれは真似は

できませんが、私どもには私どもの島の良い

ところがあるということで、もちろん良い自

然環境に恵まれているということもそう。ほ

場整備に恵まれているということもそうで

す。これ先ほどワイファイということがでま

したが、ワイファイの使い方というのは観光

はもちろんのことですが、福祉分野、あるい

はその中で産業の特に農業については地産地

消の部分をそのワイファイを使って、やって

いこうという目的であります。

ですから今産業と結びつくということでワ

イファイをやっているということで、ご理解

をいただきたいと思います。これはそんなに

難しい部分ではありませんので、今度そのシ

ンポジウムがあって、それで町民にいろいろ

と自分たちの生活、あるいは産業に結び付け

るような方策というのを啓蒙していきたいと

いうふうに考えます。

○ 議長 喜久里猛
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５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

長野県の川上村で特産のレタス販売は、あ

れはケーブルネットを村長が推奨してやらせ

ているんですよ。そういうようなかたちで非

常に活性化しているということであります。

次に、第３の一文字の撤去とシールガチの

改修についての再質問であります。私は、漁

協の皆さんと再度お会いをして皆さんの声を

聞きました。その結果、ちょっと荒れたとき

には三角波が立って堤防と接触事故も以前か

ら発生していると。堤防との接触事故ですよ。

以前から発生しているということでありま

す。この１カ月間でも２回の接触事故が発生

して、その内１隻は未だもって漁に出られな

いというようなことでありました。以前にも

これは漁業の理事会でも話しが出たようであ

ります。その件について、その取り組むべき

対応というものを建設課長、伺います。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

県管理の漁港に仲里漁港はなっておりま

す。この整備につきましては町の方、または

漁協の方いろんな意見を集めながら県の方は

整備を進めているところであります。今回の

整備についても機能保全ということで整備計

画はなされているんですが、それについても

去年から県の方で漁協、役場一緒になって情

報を収集して、機能保全の整備やっていく予

定であります。今回の一文字につきましては、

そういった３者の調整の中でも撤去について

の要望等が漁協の方からはありませんでし

た。そして今後、漁協の方の考え方がもっと

も重要ですので、そこでも漁協の方と調整を

図りながら県と調整してまいりたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

組合長も、私、お会いしてやったら撤去に

は賛成だということであります。シールガチ

が崩れかけているというようなことで、ぜひ

とも向こうの視察もしながら、どう対応すべ

きかということを集約していただきたいとい

うふうにお願いをしておきます。

以上で私の質問を終わりますが、町長、言

ったことは、ぜひ実行してください。

（宇江原総清議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで５番宇江原総清議員の一般質問を終

わります。

以上で一般質問は終わりました。

本日はこれで散会します。

お疲れ様でした。

（散会 ４時51分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 喜久里猛

おはようございます。会議を開く前にご報

告します。本日内山幹雄様、智子様が議会傍

聴の申し出がありましたので許可しました。

これより本日の会議を開きます。本日の議

事日程は予めお手元に配布したとおりであり

ます。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、８番島袋完英議員、９番

崎村正明を指名します。

日程第２ 平成25年度久米島町一般会計補

正予算（第５号）について

○ 議長 喜久里猛

日程第２、議案第60号、平成25年度久米島

町一般会計補正予算（第５号）についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。それでは議案第60号、

平成25年度久米島町一般会計補正予算（第５

号）の概要について申し上げます。

予算書の最初のページをお開きください。

歳入歳出それぞれ1千620万4千円を増額し、

総額79億9千29万4千円といたします。予算書

の４ページ目をお開き下さい。

歳入歳出の主な内容についてご説明いたし

ます。歳入につきましては、国庫支出金を2

千877万円計上しております。主な内容とい

たしましては、６ページになりますが、保育

所運営費、国庫負担金が151万9千円、安心こ

ども基金事業が289万2千円、更生医療支援費、

国庫負担金が421万7千円、障害者自立支援事

業、国庫負担金が400万円、児童手当交付金

が722万9千円、地域の元気臨時交付金が1千2

02万2千円、育成医療費、国庫負担金が11万3

千円となっております。

続きまして、国有提供施設等所在市町村助

成交付金が319万8千円の増となっておりま

す。

次に、県支出金では保育所運営費、県負担

金が64万5千円、安心こども基金事業県負担

金が315万円、障害者医療費県負担金が210万

8千円、障害者自立支援事業県負担金が200万

円、児童手当交付金負担金が114万3千円。

予算書の７ページ目をお開き下さい。新規

就農一貫支援事業、県補助金として718万円、

久米島空港管理委託料として332万1千円計上

しております。また、震災等緊急雇用対応事

業の県補助金993万円を減額しております。

また、県支出金では、地域農業水利施設スト

ックマネージメント事業第１地区において事

業料の見直しに伴い、県補助金を6千196万2

千円を減額し、同事業の仲里中部地区へ3千8

0万円を計上しております。

次に、寄付金として久米島町ふるさと寄付

金300万円を計上しております。予算書では

８ページになります。

次に、繰入金としてふるさと納税基金から

の繰入金23万7千円を計上しております。

次に、諸収入では、行幸啓史の販売料とし

て42万円、平成24年度児童手当国庫交付金精



- 90 -

算に伴う追加分として233万9千円、平成24年

度保育所運営国交負担金の清算にともなう追

加分として228万7千円、同じく平成24年度保

育所運営費負担金の精算に伴う追加分として

114万3千円。平成24年度後期高齢者医療広域

連合への負担金の精算償還金として一般会計

及び特別会分として29万6千円、平成24年度

沖縄県国民健康保険連合負担金の返還金とし

て30万4千円を計上しております。

次に、地方債では、地域農業水利施設スト

ックマネージメント事業の見直しに伴い公共

事業等債を460万円減額しております。

予算書の９ページになりますが、歳出では

総務費962万3千円計上してあります。主な内

容として、謝名堂誌発刊にかかる補助金とし

て100万円、財政調整期金積立金339万5千円。

予算書の12ページ目になりますが、比嘉公

民館建設にかかる概略設計費用として150万

円、具志川改善センター管理事業費として11

0万円、ふるさと給付金積立金として300万円

を計上しております。

続いて、民生費では3千19万5千円を計上し

ております。主な内容としまして、障害者総

合支援給付事業にかかる扶助費として800万

円、更生医療費事業にかかる補助費として70

0万円、児童手当交付金として951万円、子ど

も子育て支援システム構築事業にかかる委託

料として289万2千円、法人保育園支援補助金

として211万3千円を計上しております。

予算書の15ページをお開き下さい。次に、

衛生費では1千388万3千円を計上しておりま

す。

主な内容としましては、19ページ目になり

ますが、環境美化推進事業にかかる賃金を19

3万円、燃料費を38万円、備品購入費を102万

円計上しています。また渇水対策費にかかる

経費として水道事業会計への繰出金492万4千

円。

予算書の22ページ目をお開き下さい。乾電

池の処分に要する経費として425万9千円を計

上しております。その他クリーンセンター及

びリサイクルセンターの運営にかかる費用を

それぞれ追加計上しております。

続きまして予算書の23ページをお開き下さ

い。農林水産費ではマイナス1千726万6千円

の減額補正となっております。主な内容とし

ましては、農地管理事業における平成27年度

事業概略設計業務にかかる委託料として300

万円を計上しております。また地域農業水利

施設ストックマネージメント事業第１区であ

りますが、その請負費6千830万5千円を減額

し、同事業の仲里中部地区において3千500万

円を追加計上してしております。

25ページになりますが、沖縄県の一括交付

金事業として久米島町就農一貫支援事業とし

て718万円。

次の26ページになりますが、町内の枯れ松

撤去にかかる経費として60万円。

その次の27ページで、鳥島漁協周辺の転落

防止柵の取り替え事業として160万7千円を計

上しております。

次、予算書の28ページ目になりますが、商

工費では707万5千円を計上しております。主

な内訳としてはバーデハウス久米島施設修繕

にかかる費用として312万2千円、指定管理委

託料の追加分として201万5千円。

次の29ページになりますが、観光対策推進

事業として、久米島観光協会に対する補助金

を150万円。

その次の30ページになりますが、久米中学
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校の開校に伴うバス停の設置経費として220

万8千円、電気自動車充電器設備工事費とし

て、173万円を計上しております。

予算書の31ページにないりますが、土木費

では707万3千円を計上しております。主な内

容としては、奥武島道路整備にかかる概略設

計業務委託の経費として157万5千円。

下水道事業特別会計への繰出金として、28

8万7千円を計上しております。また空港管理

費において空港管理委託料の追加内示分で備

品購入費207万7千円を計上しております。

予算書の34ページをお開きください。消防

費で消防デジタル無線整備事業にかかる旅費

7万7千円、潜水士機材リース料として20万8

千円などを計上しております。

次の35ページになりますが、教育費ではマ

イナス258万5千円の減額補正となっておりま

す。主な内容としては、県の震災等緊急雇用

対応事業を活用して実施予定であった学校Ｉ

ＣＴ支援配置事業でマイナス545万7千円の減

額となっております。

その他、40ページ目になりますが、中学校

管理運営事業では球美中学校普通教室の机及

び椅子を購入するための備品購入費で390万1

千円を計上しております。

また、41ページになりますが、仲里中学校

９号棟改築事業にかかる設計委託料において

対象面積の増加による増額分として147万1千

円を計上しております。その他各幼稚園、小

学校、中学校における光熱水費等を予算内で

組み替えを行っております。

49ページ目になりますが、交際費では繰上

償還に要する経費の不用額としてマイナス3

千179万6千円を減額計上をしております。以

上が平成25年度久米島町一般会計補正予算

（第５号）の主な概要となっております。

平成25年12月18日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

歳出の方で23ページの２目の農業振興費の

中で、干ばつ渇水対策事業があります。今年

の干ばつによって大分農家の皆さんも苦労し

ていたんですが、主にキビの干ばつ渇水だと

思うんですが、トラックで散水していたんで

すが、この台数なんかどのぐらいの台数が農

家の方にこの散水事業として提供されたんで

しょうか。

それともう１点、歳出の25ページで、久米

島町新規就農一貫支援事業とありますが、そ

の内容も教えていただきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

ただいまのご質疑にお答えいたします。今

年は７月から大干ばつが始まりまして、それ

に対してサトウキビ、甘味資源作物緊急増産

対策事業という事業がございまして、その事

業を活用して、かん水事業を行いました。８

トン積みのトラックで延べ4,059台のかん水

を行っております。これに対して１台あたり

5千円で4,059台かけまして約2千29万5千円の

総事業費となっております。それに対して８
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割が国庫補助金で1千546万2千円が補助金と

なっております。消費税の分につきましては、

これも地元負担で、これはサトウキビ振興協

議会が負担をしております。消費税が96万6

千42円これはサトウキビ振興協議会の負担で

残りの２割相当額が386万7千200円、これが

地元の負担となりまして、その内訳が久米島

製糖さんが237万6千200円、あと久米島町、

ＪＡそれからサトウキビ生産組合、生産者が

それぞれ50万円の負担となっております。こ

の予算計上されている分は町の負担分として

の50万円となっております。

それから新規就農一貫支援事業の内容につ

きましては、これについては、今「人・農地

プラン」の中で新規就農者に対する支援金が

ございます。これは45才までの年齢の方で新

たに農業を始める方に対して、農業が定着す

るまでの５年間は150万円、生活費ではない

んですが、その支援をするという制度がござ

います。これが新規就農支援、それに合わせ

てやはり新たに農業を始める場合どうしても

機械や設備が必要になってきますので、その

機械導入や、あるいはその施設の導入に対す

る補助ということで今回はトラクターと付随

するアタッチメント、例えば芋の堀取り機で

あるとかロータリーであるとか、そういった

物の一式を支援するものでございます。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

今の新規就農の支援事業、何戸の農家が対

象になっていますか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

これは１人の方に対する支援でございま

す。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

26ページ、枯れ松撤去作業予算として60万

計上されております。これ以前に枯れ松が大

分増えているということで調査したと思うん

ですが、松食い虫ではないという報告もあり

ましたが、最近では非常にこの比嘉の一本松

の西側だいぶ枯れ松が広範囲に広がっている

ように思われます。それから登武那覇の後ろ

側、その一帯もだいぶ枯れ松の本数が増えて

いるように感じますが、この60万の予算で対

応可能かどうかお伺いしたいと思います。

それと次のページの27ページ、漁港建設費の

謝名堂川コンクリート撤去処分99万余り、こ

れは謝名堂川、昨年ですか、仲里小学校から

下手の方は整備も終わっていると思います

が、その場所について確認したいと思います。

それとあと１件、その次の28ページの方で

バーデハウス管理運営事業、この修繕料とし

て312万2千円計上されていますが、修繕関係

がどういうものなのか、そこの３点をお伺い

したいと思います。お願いします。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長佐久田等

まず１点目の枯れ松の撤去作業についてご

説明いたします。町内いたる所に、枯れ松が

目立ちますが、以前にも指摘ございました。

その件について、また、町内から新たに５カ

所ぐらいからサンプルを採取して県の森林資

源研究センターに送りまして、分析結果が出

しました。昨日結果が届いておりまして、や
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はり今回も松の線虫等々、分析結果、久米島

町にはまだ松食い虫が入っていないという報

告が届いております。しかし目立ちますので、

今回うちの環境保全課の環境美化班の作業員

で、日程を調整しまして、３月までに撤去で

きる分は全て撤去しようということで、現在、

進めております。また、次年度以降も予算を

計上しまして、うちの作業班で撤去できる分

は随時、町内、枯れ松、撤去していこうと考

えています。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

27ページの漁港建設費、謝名堂川コンクリ

ート撤去処分の場所なんですが、これにつき

まして、棚原議員から質問がありましたＢＧ

横のコンクリート殻、その撤去、当初880㎥

予定していたんですが、中の方に大分埋まっ

ているということで、その分の追加分、場所

は一緒です。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

28ページの観光費のバーデハウス久米島管

理事業の修繕費についてご説明をいたしま

す。これについては主にバーデプールのテラ

ス外側デッキの所に板張りの床と丸形のプー

ルございます。その周辺が手すりになってい

ますが、主にこの手すりが塩害で腐食してい

ますので、その補修の部分と、あと一部床の

デッキの取り替え、そしてデッキの床の一部

取り替え、それからインバータこれはモータ

ーを制御するものなんですが、そのインバー

タの取り替えとなっています。大きいのは周

辺の手すりの取り替えとデッキの張り替えと

なっています。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

22ページ、廃電池処理事業、これは委託料

となっていますが、委託先、それから積算根

拠お願いします。

30ページ、バス停設置工事、これは設置場

所は何処か、何カ所なのか１カ所なのか２カ

所なのか。

それと46ページ、環境共生型観光地づくり

支援事業、工事費が119万減になっています

が、せっかく取った予算を減にして、印刷費

にまわすということになっていますが、この

工事箇所はもう施工しなくていい場所なの

か、以上３点。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

乾電池の処理費について委託料についてご

説明申し上げます。県内で、この処理を搬送、

委託できる会社が県内に１社しかございませ

ん。会社名がアサヒプリテック株式会社、沖

縄県から福岡まで船で運びまして、そこから

陸路で神奈川の横須賀に運びます。国内でそ

こ１ヵ所で処理できますので、その分にかか

る委託となります。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

それでは30ページのバス停の設置工事なん

ですが、これにつきましては中学校の統廃合

につきまして、その通学路となります嘉手苅、

儀間、山城それから仲中前の４カ所となって

おります。
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46ページの博物館費の環境共生型観光地づ

くり支援事業、これにつきましてはホタル館

の直ぐ隣の木道、その自然観察をするルート

に木道を設置する工事でございますが、その

工事がかたまりまして、その分の不用額でご

ざいます。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

再度30ページのバス停設置につきまして

は、今回、中学校統合することなんですが、

それ以外については計画されていないわけで

すか。それとも実施する場所がないんでしょ

うか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

これ以外の場所につきましては主に観光拠

点施設の周辺を中心に空港からイーフに至る

間、それからそれ以外の島内の観光拠点地の

史跡の近くを中心に年間３基ぐらいずつを今

整備していく予定でございます。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

せっかくこういったかたちで継続して実施

しますので、例えば町の新町建設計画、それ

にのっけて、あるいは過疎、辺地そういった

かたちで年次的に、ちゃんとした計画にのっ

とって実施すべきではないのかなと思ってい

ますが。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

整備にあたって過疎債、辺地債を使う場合

はご指摘のとおりですね、その過疎振興計画

にのっけてやっていくわけですが、今回は観

光関連施設を中心に一括交付金を使って、今

整備をしていこうかなと考えております。従

って一括交付金の長期計画の中にのっけて順

次整備を進めていきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

まず歳出の12ページと22ページ１点目で、

改善センターの電気使用料12ページと22ペー

ジのクリーンセンターの運営費の電気使用

料、当初の予算では改善センターが490万2千

円、それとクリーンセンターが1千667万2千

円、今回改善センターの110万円、クリーン

センターの方が206万4千円の増額の補正が出

ておりますが、最初の見積があまかったのか

どうかわかりませんが、その説明をお願いし

ます。

次に、歳出の41ページで、仲里中学校の校

舎の改修工事なんですが、今回、約1千200万

の補正であがっていますが、前回の補正では

工事費が1千800万、仮設校舎の設置費が1千6

84万1千円、その諸々含めて2千887万円の補

正があがっていたんですが、1千202万円の増

額の根拠をお願いしたいと思います。以上２

点お願いします。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。12ページ

の具志川改善センターの電気料でございます

が、当初予算で490万2千円を計上しています。

当初、前年度の決算では600万4千円の支出が

あります。平成25年度当初の段階で100万余
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り落としたかたちで財政と調整していまし

て、今回やるなかでやっぱり前年並みという

ことで、今回予算を計上して補正であげてい

ます。

それと41ページの仲里中学校12号棟改修事

業につきまして、今回、補正の方でこちらは

あがっていない部分です。それにつきまして

は、11月の臨時補正の方で計上しています。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

クリーンセンターの電気料についてご説明

申し上げます。当初予算ではだいたい前年度

の予算を勘案して計上しておりますが、満額

の予算措置はされておりませんでした。今回

残り12月から３月までの実績４月から11月ま

での実績プラス、残りの不足分を今回計上し

ております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

改善センターの電気使用料については当初

予算のときに前年度並みの計上をすべきだっ

たんじゃないかなと思います。

仲里中学校12号棟校舎の改修工事費1千202

万円、今回は増額ではないということですか。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

今回の補正であがっているのは、下の９号

棟の147万1千円です。

○ 議長 喜久里猛

平田明行政改革推進室長。

○ 行政改革推進室長 平田明

ただいまの41ページ、事業費の補正ではな

くて、４号補正が終わった時点で、国の方か

ら「地域の元気臨時交付金」という国庫の交

付金がありまして、どういう性格かといいま

すと、地域の経済活性化とか、雇用創出の為

の臨時的な交付金として、安部内閣が緊急経

済対策として打ち出しております。追加され

る公共投資の地方負担が大きいため予算編成

の遅延という状況の中から地方の資金調達に

配慮し、本対策の迅速かつ円滑な実施ができ

るよう地方公共団体が作成した地域の元気交

付金実施計画に基づく事業に用する費用に対

し、国の交付金を交付することによって地域

経済の活性化と雇用の創出を図る目的として

交付金が使用されております。

そこで使途としましては町の単独事業、あ

るいは建設公債の対象となる国庫補助対象の

地方負担分があるんですが、前回、補正しま

した仲里中学校の12号棟に一般財源1千800万

余りを投入していた関係で、その財源振り替

えということで、1千200万予算出しておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

はい、わかりました。私もちょっと勘違い

していました。財源振り替えということで理

解したいと思います。

あと１点、仲里中学校の12号棟の改修工事

と関係しまが、前回、仮校舎の設置工事、1

千684万1千円、これはまあできていますが、

前に教育委員会で確認したときに、この仮校

舎はリースであると今見れば立派な基礎も造

られて、確認したら当初は使用料で計上する

ということであったんですが、今、工事で発

注して島外の業者が受注したようです。その
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点については教育委員会と確認して理解はし

ているんですが、この基礎工事とプレハブの

リース料の工事の割合ですね、わかればお願

いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

仲里中学校のプレハブ工事につきまして

は、前に工事として発注しています。当初プ

レハブの使用料ということでプレハブリース

使用料の方で計上していましたが、金額的に

工事の方が妥当ということで工事に回してい

ます。そのプレハブのリース料金とそれから

基礎工事の部分の割合につきまして、今、資

料を持ち合わせていませんで、あとでまた説

明したいと思います。

○ 議長 喜久里猛

玉城安雄議員の質問は本件に関する質疑は

既に３回行いましたが、会議規則第55条、但

し書きの規定によって特に発言を許します。

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

最後の質疑です。今回、使用料ということ

で予定して、その後工事ということになって

そのまま発注業者も島外のリース会社という

かたちになって、話を伺っております。でき

るならば基礎工事とリース割合を勘案して地

元にメリットがある工事でしたら、ぜひそこ

らへん審査していただいて、地元、優先で発

注するようにお願いしたいと思います。以上

終わります。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

11番山里です。２点ほど質問させていただ

きます。まず28ページ、商工費のこれの観光

費、バーデハウス先ほどの質問と重複するわ

けですが、修繕費のことなんですが、バーデ

ハウスそのものは以前よりいろいろ物議をか

もしだしてきておるわけなんですが、町民の

方々にとっては、今やなくてはならない大事

な施設だと、いわゆる医療費の軽減にまで繋

がっていく部分があるわけですので、これは

不可欠な施設として認識しておるわけなんで

すが、この両者の安全確保のために、今しが

た、手すりとか床とかの改修などという答弁

がありましたが、前に私はこのプールサイド

にあるモニター、その他諸々の当初から取り

付けられた機器が破損して動かないもの、そ

のまま取り付けされていると設置されたま

ま、これは島外、県外から来る皆さんが、日

本唯一ですので深層水を活用した施設は、み

んながすごいだろうなということで来た、け

れども、そこにあるモニターが全く稼働して

いない、見苦しいので撤去しなさいと、前担

当課長にその話をしたことがあります。

すぐ修理しますと、あのすぐ修理がどれだ

け経ってきたか、これは現課長の方で確認し

ながらやっていただきたいと思うんですが、

これはもしやらないんであれば、あれ架台か

ら外したらむしろいいんです。ある物も含め

て、これの伊勢志摩の方には、表層水を活用

したプールがあります。いろいろプロ野球選

手とか、いろんな方々が使って非常に好評だ

ったんですが、これはもう20年以上なるんで

しょうね。しかし向こうにはリラクゼーショ

ンスポット、いわゆる癒し空間を作ったりメ

ニューがいっぱいあるんですよ。ただしかし

久米島はメニューはあまりにも少なすぎるよ

と、置かれたモニターが稼働していないんで
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すよと。私は２回ぐらい聞かされたことがあ

ります。今回の修繕費には入っていないかも

しれないです。これ早急にやることをぜひお

願いしたいなと思っておるんですが、担当課

長で答弁お願いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

ただいまご指摘の古い健康管理システムに

つきましては、プールの側に直づけでやっぱ

り機器が設置されているということで、どう

しても水分塩分が入ってコンピューターその

ものが長持ちしないということでございま

す。それも既に撤去してあります。今年度の

一括交付金を使いまして健康管理システムを

新たに整備してあります。既に納品されて完

成しておりますが、新しいモニターはそのガ

ラスの外側に50インチの大型モニターを置い

て、それを見てやるようなかたちで整備され

ております。その健康管理システムの運動メ

ニューが十分かどうか、実際まだ体験してい

ないんですが、それはまた不十分なところが

あれば追加で、また健康管理システムの内容

の充実を図っていきたいと考えております。

既に今年度で新たに整備済ということでござ

います。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

どれぐらい設備ができるか、楽しみにして

いきたいと思っております。

それとあと１点、これはたぶんに苦言を呈

することになるでしょう。東北楽天が久米島

でキャンプをはって以来、すごい効果が上が

ってきたと大変な好評を得ております。メデ

ィアで取り上げられるは、島外、県外の皆さ

んが楽天のキャンプがあるから久米島はすご

いでしょう？ 忙しいでしょう？ 大変でし

ょう？ これがもう決まり文句で、我々もつ

いつい調子にのってすごいですよと、申し上

げてきました。

ただいま現在どうなのか、島の経済に潤い

をもたらす云々は私は二の次でいんじゃない

かなと思っているわけなんですが、この対応

ぶりです。島外の場合に警備会社とか、そう

いうところがあるんで、そこに球団が委託し

て警備会社を要所要所に、張り付けて管理し

ているとキャンプ中は、ないのでいたしかた

のない部分もあるわけですが、行政の職員が

日常の業務をさしおいて、いかにも球団の職

員かのように向こうにキャンプ期間中ずっと

張り付けている職員がいますね。町長、どう

ですか。これ非常に見苦しいです。また役場

はそれほど暇なのかと、この職員１人、２人

いれば彼らは彼女たちは行政にいなくてもい

いのか。そういうことを思うときもあります。

これは行政の職員が輪番制で要所要所で安全

管理も含めてなんですが、これは当番制でや

っているのは、これはやむを得ないです。ま

たやってあげないといけないと思います。当

番制で行くのは自分の日常の業務をこなしな

がら、何時何時当番、組まれているから行っ

てきますということでやっているのは、私も

関わったこともありますので、よく知ってい

るわけなんですが、始まるやいなや最後まで、

ずっと最後まで、ずっと張り付けている職員

が中にいますね。総務課長ご存じですか。こ

れは、やめてほしい。

我々は住民のサービスのために行政に採用

されて日常業務、デスクワークも含めてやっ
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ているわけですが、自分の席を空けて球場に

しかも事務所の中に出入りしながら、張り付

けてずっとそこにいる。居座っている。これ

は私一人じゃないです。役場はあんなに暇な

のかという一般の住民もいます。

これはやがてまた来る春のキャンプに向け

て、これは人事は総務課長の方で管理してい

るはずですから管理職会議を開くなりして、

こういったのは辞めてほしい。これは今この

問題を取り上げて、こんなにきつい言い方を

した議員の皆さんいないわけなんですが、私

が皆さんを代弁します。このことはぜひ何と

かしてほしいと、そういうふうに思って、こ

の問題を取り上げておりますが、どうでしょ

うか。

○ 議長 喜久里猛

山里議員はプロ野球対応事業関連でいいん

ですか。予算審議の中の。ページとしては40

ページのプロ野球対応事業費でしかできない

んだけど関連として。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前 10時41分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前 10時42分）

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

ご指摘のとおり、職員はいます。ただ離島

は離島特殊事情がございます。例えば、練習

場の内部のボランティアですと沖縄本島内で

は大学生募集すればいくらでも来ます。離島

で久米島町でそれを募集しようと思ったらな

かなかいない、従って数名は沖縄本島から連

れてくるというかたちになります。あと警備

についても、警備はその他の対応についても

ボランティアや、あるいは業者に委託という

ことが、なかなか島内ではないわけでござい

まして、それを沖縄本島から連れて来るとど

うしても当然割高で、球団としてはキャンプ

のコストが高くつくわけであります。そうい

うことで球団のキャンプを誘致する当初から

町の方ができるだけボランティアを集めて支

援要員を配置してきたという流れがあるもの

だと思っております。

それを、じゃあ、みんな委託でやれという

ことになりますと、当然コスト高、球団とし

てはなりますので、これがキャンプの継続に

プラスに働くかマイナスに働くかという判断

もしなければいけないと思います。

ただ、ご指摘のとおり、また特定の職員が

ずっと張り付いているというのはやはりその

人の業務に支障がでてくると思いますので、

そこはキャンプの主管課である環境保全課そ

して総務課と調整して対応していきたいと考

えています。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

私が申し上げたいのは、役場の職員みんな

撤退させてくださいということではないんで

す。ただしかし相手は企業です。収益性を伴

うキャンプもしたい。そういう思いも何処か

にあるでしょう。経費を削減しながらと、こ

れは誰しもわかることなんですが、しかし久

米島にキャンプをはりに来るからには出血も

覚悟で来てもらわんといけない。それなりに

町長を中心に久米島町は最大限、皆さんを歓

迎してサービスは提供しております。これで

足りないのかと私は申し上げたいです。

他市町村にあちこちで沖縄キャンプをはっ

ているわけですが、あちこち私は情報を収集
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しました。久米島町ほど至れり尽くせりのサ

ービスをしているところはないです。だから

行政の職員はできる限り一般業務に専念しな

がら、その傍らローテーションでこれは協力

はしてあげるべきです。

ただ特定の職員をずっとキャンプ期間中そ

こではり付けているということは、私はよく

行きますので、行かなければ目につかないで

しょうが、目につくもんだから、これではま

ずいなと思っている次第です。今後これから

何年続くかしらないですが、そこのところは

少し協議して改善の余地があるんじゃないか

なと思っています。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

３点ほど説明をいただきたいと思います。

まず12ページのふるさと寄付金、これを基金

に回しているんですが、例えば、これ貰いっ

ぱなしなのか久米島町は。最近はその金額に

よってかもしれませんが、お返ししていると

ころが大分ありますね、市町村で。要するに

その特産品を、例えば寄付してもらったら久

米島町の特産品、クルマエビだとか、それか

ら泡盛だとか、お味噌だとか、そういうふう

な特産品を送って、お礼に代えるとか、その

金額の一部からわずかな金額で、そういうこ

ともやっているかどうかお伺いします。

それから次24ページのストックマネージメ

ント事業、これが県支出金、半分に減らされ

ているんですが、その事業の内容を仲里地区

となっていますが、どのへんでどういう事業

を行うのか説明してください。

それから25ページ新規就農一貫支援事業と

いうのがありますが、これも具体的にグルー

プなのか個人でも受けられるのか、具体的に

説明してください。この３点です。お願いし

ます。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの島袋完英議員の質問にお答えし

ます。ふるさと納税の寄付金、寄付者に対す

るお礼といいますか、５年間、高額納税をし

た方を久米島に招待して、いろいろ観光イベ

ントなど、久米島に招待するというようなこ

とを規定の中で決めていますが、来年その５

年に達する方が３名おりますので、来年の祭

りとか、ハワイアンフェスティバルが９月頃、

実施されるんですが、その時期に合わせて招

待したいということで、課内で話し合いをし

ているところです。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

地域農業水利施設ストックマネージメント

事業について説明したいと思います。

第１地区が大田地区、だるま山の公園のこ

の南側一帯、その一帯において減圧弁の設置

が主です。畑かんの破裂が水圧が高いために

相当数、出ているということで、その水圧を

調整するために減圧弁、そして建屋それを設

置しております。仲里中部につきましては、

同じように減圧弁、建屋の設置工事でありま

す。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

25ページの新規就農一貫支援事業について

ご説明をいたします。先ほども一通り説明を
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いたしましたが、まず農政の現在の課題とい

たしましては、やっぱり農業後継者が育たな

いということが非常に全国的な共通課題とな

っております。農業後継者が育たないことが

即農業の生産の減少、生産力の低下に繋がっ

て農業の衰退になっていくということから、

それを防ぐために、この就農初期の支援をや

っていこうというのが、この沖縄県新規就農

一貫支援事業の目的と申しますか、概要でご

ざいます。新規初期就農時において、例えば

助成対象機械となるトラクターとか、あるい

は選別機とか、あるいはトラクターに付ける

いろんな作業のアタッチメントがございま

す。あるいは収穫機械等を新たに就農する場

合、初期段階において、それを投資しないと

いけないわけですから、それを積極的に支援

していくというのが、その新規就農一貫支援

事業の内容でございます。

補助率ですが、補助率は80％の補助率でご

ざいます。あと金額については1千万円を限

度として、あるいは1千万円を限度として1千

万を超える場合は、その８割ですから800万

円を限度に助成していくものでございます。

今回の予算の内容につきましては、トラクタ

ーこれは30馬力のトラクターですが、トラク

ターと、そしてこの前方に付けるバケット、

それから芋の堀取り機、それからマルチロー

タリとか、野菜の自動収穫期とかそういった

アタッチメント全て含めたものとなっており

ます。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

もう一度、ふるさと納税ですが、今の説明

でこういうのも計画をしているんだというの

はわかりますが、５年間納めてもらった人に

というんですが、それもいいかと思いますが、

やはりそういう人を島に呼んで、島のことを

口コミで宣伝してもらうのもできると思うん

ですけど、私はやっぱり小口でも金額いくら

からはいくらぐらいの贈り物をしようと、地

元の特産品を送ってあげるのも、なお良い効

果があるんじゃないかというふうに思いま

す。それも検討していただきたいと思います。

それからストックマネージメント、この事

業も、いま聞いてあちこちにコンクリートの

小さい建屋ができていますね。それかなと思

ったんですが、それなのかその回答と、それ

から今の産業振興課の説明でわかるんです

が、これは個人でもいいのか、法人でないと

いけないのか。個人でもいいのかお願いしま

す。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

島袋議員からあります建屋、ストックマネ

ージメント事業の実施した減圧弁でありま

す。それは現在、土中に減圧弁設置されてい

るところについては、これは地上に建屋を造

って移し替えという事業も含まれておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

この事業の場合は個人でも可能です。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいま、提案がありました特産品の贈呈

も含めて、ランクもいろいろあると思うんで



- 101 -

すが、そのあたりも検討していきたいと思い

ます。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

今の同僚議員が言った新規就農者事業につ

いてですが、もう一回、確かこれは４名ぐら

いの応募で審査通ったのは１人だけの現在の

スタートなのか、４名ぐらいの、前申し込み

があったはずなんですが、それで審査通った

のは現在１人ということなんですが、この説

明。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

今現在、青年就農給付金、若者が新たに農

業をやろうということで、「人・農地プラン」

の青年就農給付金の給付を受けているのが現

在５名、今、申請中の者が２人いて、合わせ

て７名いますが、その中の１人目ということ

になります。実際また農業を初めていってし

ばらくしないと、自分が何を必要なのかとい

うのがでてきませんので、今後、次々に出て

くると思います。例えばハウスを造ったりビ

ニールハウスを造ったり平張りを造ったり中

には畜舎という方もいるでしょうし、ハウス

か、畜舎か、機械かということになりますの

で、そういったメニューがございますので、

人それぞれ必要な物を選定をして、それを申

請をして認められた場合に、これをこうする

ということになりますので、これが今回、第

１号になります。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

人間に対する支援がありますよね。１人15

0万とか、あれはまだ受けられていないとい

うことなんですか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

青年就農給付金を受けている方が、今現在

５名は受けていらっしゃるということで、そ

の５名は必要な物があれば申請すればだいた

いできます。あと申請中があと２人いるとい

うことです。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

中身の資料なんか貰うことができますか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

可能です。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

３点、質問をいたします。土地改良関係と

それから林業振興事業関係、バーデハウス関

係、その３点について、まず１点目の土地改

良関係24ページ、これは仲里土地改良区適正

化事業負担補償賠償関係で12万等が出されて

支出されておりますが、この関係で今月の12

日に具志川、仲里両土地改良事務所が合併し

たように聞いてます。具志川だけの。そうい

うような負担事業というか関連があるかもし

れませんので、合併状況をどうなっているか

ということであります。

そして26ページの林業振興事業関係で枯れ
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松撤去作業ということで60万計上されており

ますが、先ほどの答弁がありましたように新

たに５カ所のサンプルを取って県に送った

と、その結果、松食い虫ではなかったという

ようなことでありますが、それに関して２点、

質問をいたします。真謝のクミバル、ここの

方の松もだいぶ立ち枯れをしておりますが、

当地は湿地帯なんで、そこもサンプルを送っ

て検査させたのかどうかということが１点。

２点目は、そういった立ち枯れしている松

材とかチップ材として堆肥にすべきじゃない

かと思っておりますが、どうかということと。

それと関連して、仲原家、今、改修工事を

やっておりますよね。その件でフクギの枝の

切り出しもやっております。それはどういう

ふうな活用のされ方をしているのかと、つま

りはチッパーとして堆肥に活用しているのか

ということです。

３点目のバーデハウスの件ですが、28ペー

ジ、この件は修繕費で312万ということで計

上されております。これは前々から私も指摘

したとおり、バーデハウスの場合には機械室

の造りが非常にまずいということも合わせて

対応策をお願いしたいわけですが、塩害が強

いと、そして金属物であれば腐植が激しい、

それにあわせて砂が飛んでくる。以前、視察

やったときもだいぶ、塩があちこち積もって

いたと機械室の中が、こういうようなことも

ありまして、それとの関連で、畳石界隈の階

段式のコンクリート護岸の撤去と、それとこ

れは町の景観条例というようなことも合わせ

て、しかも今回、農林水産部の農村整備から

きております護岸の見直しということも合わ

せて、そういったところのフラット化する。

例えば今、申し上げましたような環境保全課

とプロジェクト推進室、そういったものフラ

ット化して対応はできないものかというよう

なことも合わせて伺います。

そういったものを今申し上げましたよう

に、この塩害による腐植というのもだいぶ激

しいものがある。そして階段式の護岸という

のが、景観条例においてどう見るかとこうい

うことなども合わせて答弁をお願いいたしま

す。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

24ページの土地改良関連ですが、今回、具

志川土地改良区と南部土地改良の合併の予備

調印が12月12日に行われております。26年４

月１日合併目指して、これから諸手続を進め

ていく段取りになっております。

それから28ページのバーデハウスの修繕関

係につきましては、ご指摘のとおり、まず海

岸の近くであるということと、あとバーデハ

ウスそのものが深層水、要は海水を扱うとい

うことで非常に腐食については通常の機械よ

りは非常に早いというのが現状でございま

す。

塩害対策についても、その機械の使う材質

やあるいはご指摘のあった機械室の構造等に

ついても随時改善できるところは改善するよ

うに取り組んでいきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

林業振興費の枯れ松の撤去についてご説明

します。宇江原議員がおっしゃっていた場所

のサンプルはまだ送っておりません。今後ま

た別の所のサンプルも随時送って検査に出す
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予定しておりますので、それと合わせてサン

プルを採取して送っていきたいと思います。

そして枯れ松撤去したものは、重機等で出

せる分につきましては、我々、県の指導があ

りまして、土中深く埋めるか、焼却するか、

そしてその場所から撤去できない部分につき

ましては、その場所である程度の大きさにカ

ットしまして、そしてビニールで覆い被せて、

そこでまた薬剤を散布しまして１カ年間保存

するようにしております。そういうわけであ

りまして、チップにして堆肥に使用するとい

うことは、今、環境保全課では考えておりま

せん。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

仲原家のフクギの剪定、保存活用事業の一

貫で裏の小さな森を剪定しておりますが、業

者請負をしておりますが、そこの処分先まで

は担当に確認して、あとで説明申し上げたい

と思います。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

再度質問しますが、土地改良関係について、

やはり合併、仲里も含めて合併した方がいん

じゃないかというような感じがいたします。

そしてもう一つはカンジンダムの太陽光電

気の活用はどのようなかたちでなされている

か。進捗状況をまず伺います。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

カンジンダムの太陽光発電につきまして

は、県の方で補助事業で実施することになっ

ております。400ワットの収入としましては

約1千600万を見込んでおります。その分につ

いては電気料、揚水に用する電気料あるいは

土地改良区の維持管理等に充てる収入になる

と思います。事業年度は今年度です。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

２点目の枯れ松撤去作業にかかるものに対

しては、これは焼却か埋めて、それから薬剤

を捲くというようなことのようですが、その

木をそのまま、チップ材で細かく刻んで堆肥

に使えないかということなんですよ。これも

やはり虫のマツノザイセンチュウの再生にな

るのかと、もしならなければ、やっぱり堆肥

にチップ材として細かく刻んでから堆肥にし

た方がいいんじゃないかと、熱を70度以上に

持たせばほとんどの虫が死ぬというようなこ

とも聞いておりますので、その対応策は考え

ているのかということを答弁求めます。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

現在、町の委託している堆肥センターにそ

のチップをする機械があれば、それは産業振

興課長と調整して可能かと思いますが、その

機械がなければチップにすることができませ

んので、またあるかないかというのは、産業

振興課長の方から答弁をお願いしたいと思い

ます。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

次年度、破砕機の導入を予定してます。た

だその導入する破砕機の能力によって、それ
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が堆肥に直ぐ使えるのか使えないのかという

こともありますので、それを見て検討してい

きたいと思っています。過去にカンジンダム

のチップを使って、その破砕機の粒が荒いも

んだから未だかって残っているんですよ堆肥

の中に、腐食しなくて残って非常に評判が悪

くて、中断した経緯もございますので、それ

も踏まえて、新たに導入する破砕機がどれぐ

らい細かくできるのかということも含めて検

討していきたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

ただいま、産業振興課長から答弁ありまし

たが、カンジンダムで私も担当課長をしてい

る時分なんですが、あの松をチップにして畑

に還元したらシロアリが発生したという農家

の報告等があって、それは畑に還元するもの

には好まないということがありました。これ

は堆肥化できるかどうかは別として、畑に入

れるのは農家としてはいやがるというのが事

実です。

○ 議長 喜久里猛

宇江原総清議員の本件に関する質疑は既に

３回になりましたが、会議規則第55条但し書

きの規定によって特に発言を許します。

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

このチッパーについてですが、皆さん方の

破砕したものについては、その方法について

非常にまずいやり方をしているんですよ。シ

ロアリが発生しないような完熟した堆肥を作

れればいいわけですよ。だから私は沖縄市に

ありますチップを使って、堆肥として販売し

ている所も視察してくれと、前々から何年も

前から言ってきたわけですが、そういうこと

もしない。だから破砕機を使用した堆肥とい

うのはシロアリ発生とかというようなものは

やり方しだいなんですよ。そういうことをも

っと研究して対応していただきたいというふ

うに思います。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○６番 安村達明議員

30ページの、この前議運のときに聞いたん

ですが、電気自動車充電器設備工事と、それ

から次のページの５の道路整備事業が入って

いるんですが、その説明をちょっとやっても

らえますか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

それでは30ページの路線バス運営費の電気

自動車充電器設備工事についてご説明をいた

します。今回、沖縄県が電気バスのＥＶバス

の実証事業で使ったバスが２台ありますが、

その内の１台を町に無償で譲って貰うことに

なりました。今ある大型の外見がぼろぼろに

なっているバスを変えて、主に空港線で運用

したいと考えております。電気自動車ですか

ら当然それを譲っていただいた電気バスを充

電する充電器が必要になってきますので、そ

の設置費、工事費となっております。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

31ページ、奥武島の道路整備概略設計なん

ですが、これは奥武島の東側に未舗装の道路

があるんですが、延長としては約530ｍ、そ

して、いま舗装されている農道から西側の海



- 105 -

岸に抜ける道の延長、これは260ｍなんです

が、そこの概略設計です。農道の整備は建設

課の方で実施するんですが、この舗装の理由

が12月13日の新聞報道にありました自動車の

自動走行実験、そこのフィールドとして提供

するということで、今予定しております。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

今の道路工事についてなんですが、東奥武

に続くと言ったらバーデハウスありますよ

ね。そこから本旧道から東奥武に抜ける小さ

な道路も入っているわけですね。あの道路事

態はその状態でアスファルトできるんです

か。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

今回の概略設計で、そういった部分も含め

て可能かどうかあるいは拡幅が必要かどう

か、これも含めて概略設計の中で検討してい

くということで、今回、予算補正計上してお

ります。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

久米島で走行実験をするという声が出たも

んですから、そのための整備ということにな

るわけですね。たいへん良いことだと思いま

すよ。

それから先ほどバス１台提供してもらって

やるということなんですが、このバスの性能

自体はどのようなものか、大体わかっており

ますか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

県が１年間、実証事業を沖縄本島内でやっ

てきております。私も１回そのルートを乗せ

ていただきました。非常に静かで乗っている

お客さんの皆さんから好評でした。ただ馬力

が何馬力かと言われても、エンジンの馬力と

異なりますので即答はできません。

○ 議長 喜久里猛

安村達明議員の本件に関する質疑は既に３

回となりましたが、会議規則第55条但し書き

の規定によって特に発言を許します。

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

僕はどういう馬力とか聞いていないんです

よ。充電したらどのぐらいの距離を走行する

かということです。その場所２カ所と言って

おりましたよね。これは要するに奥武島と空

港線だったら、どこどこに設置するというこ

とになっているんですか。その走行距離がわ

からないと、どこどこの場所に設置している

のかわからんもんですから。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

充電器の設置場所はバス営業所１カ所だけ

です。１カ所だけで十分、空港往復は可能で

す。距離は、いま正確には覚えていませんの

で、後ほど、その資料を提供いたします。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

３点ほど、10ページの謝名堂誌発行にかか

る補助金の説明と、もう一つは31ページの道
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路維持管理費のその件と、もう一点は、消防

本部34ページの備品購入がマイナスになって

いますので、これ購入しなくなった理由と何

を購入しなかったかをお聞きしたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

桃原秀雄総務課長。

○ 総務課長 桃原秀雄

ただいまの饒平名議員の質問にお答えしま

す。謝名堂誌発刊にかかる補助金100万円計

上しておりますが、謝名堂は平成16年度に謝

名堂誌編集委員会をしまして編集もほぼ整え

まして、今年の１月ぐらい謝名堂誌の雄志の

皆さんが町を訪れまして補助金の要請をして

おります。町としまして要請を受けまして、

この総事業費の皆さんの支出計画書を提出さ

せまして、総事業費の約20％を上限というこ

とで、20％上限で金額にしまして100万円を

上限として補助しましょうということに決ま

っております。

上限100万円なんですが、それも出来上が

りまして、その実績報告をしまして、その中

であまり繰越が多ければ、それも勘案して補

助しましょうということで今100万円を計上

しております。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

31ページの道路維持管理事業ですが、この

場所につきましては、字嘉手苅地内、儀間か

ら高校へ曲がる手前に井戸があるんですが、

その県道から町道への取り付け道路、その部

分が段差がついてしまっているもんですから

歩道の間、その歩道を切り下げするための費

用です。

○ 議長 喜久里猛

上里浩消防長。

○ 消防長 上里浩

消防施設費18節についてお答えします。こ

の50万3千円につきましては、防衛施設周辺

民生安定事業で水槽付き消防ポンプ自動車を

購入しました。当初予算が4千712万5千円で

契約の時点で4千586万4千円で残がでました

ので、その残については組み替えで普通旅費

の方に7万7千円、そして中間検査の方、そし

て公課費重量税の方に9万200円、それから役

務費の方に2万1千円、そして火災救急強化事

業使用料、賃借料に組み替えをしております。

この50万4千円というのは入札残でありまし

て、入札残については組み替えしております。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

まず総務課に、各字が字誌を作るのに何件

かこういう補助をしたことありますか。今回

が初めてですか。

それと建設課、維持管理、あれは県道なん

ですが、銭田漁港の前の最近一周道路造りま

したよね。その継ぎ目のジョイントが相当水

が溜まっているんですよ、それも冠水して前

の係には話しているんですよ。それ全然改善

されていないもんですから、この場で言って

いるんですよ。それと消防はもうわかりまし

た。それで総務課に。

○ 議長 喜久里猛

桃原秀雄総務課長。

○ 総務課長 桃原秀雄

今まで字誌、部落誌が約６部落、昭和54年

から平成15年、字西銘、約６部落が作ってお

ります。その中で平成15年度に字西銘誌が発
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刊されまして、盛大に祝賀会も行っています

が、平成15年の字西銘誌に100万円の補助金

が出されております。それを基準としまして

上限100万というかたちで今進めているとこ

ろであります。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

確か銭田橋の近くで、向こうにつきまして

は一部、約50ｍぐらい県道工事が今ストップ

しております。これ銭田の橋の付け替え工事

におきまして、その取り付け道路、町道の取

り付け道路があるということで、その調整で

今その部分が残っているような状況です。こ

の部分については、この水の滞水がないよう

なかたちで県の事業の中でできるようなかた

ちで調整していきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

総務課わかりました。次に、建設課、ずっ

と事業がでるまで、そのままの状態というこ

とでよろしいですか。水溜まった状態で、県

が事業を出すまでは今の状態が続くというこ

とでいいんですか。

○ 議長 喜久里猛

真栄平建正建設課長。

○ 建設課長 真栄平建正

現場をまだはっきり確認していないもんで

すから、現場状況を確認しまして、危険性あ

るいはこの滞留、水がだいぶ支障あるそうい

った部分であること等も勘案して、町の方で

単独で対策を取るか、県の方で単独で対策を

取ってもらうか、そこを調整していきたいと

思います。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

29ページの観光振興事業の中で、久米島観

光協会に観光対策推進事業として150万円計

上していますが、その事業内容についてお伺

いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

補助金150万これにつきましては、今現在

当初予算で1千万円の観光対策推進事業とい

うことで計上されていますが、それに追加を

するものでございます。これについては今回

いろんなイベントが多かったということと、

レゲエの「ワンラブ久米島」ですか、そのイ

ベントもその事業の中で実施した関係で、他

の一般活動費に使われていますので、その分

がかなり窮屈になっていましたので、その分

を補助、追加で補助するものであります。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

これと関連して観光推進についてお伺いし

ます。町では観光推進をするためにいろんな

イベントをもっております。特に１月の第３

土日にやる「のんびりウォーク」そしてその

後の「桜まつり」それから３月か４月に「シ

ュガーライド」、８月の「町まつり」それか

ら10月の「久米島マラソン」その他いろんな

イベントがありますが、それらのイベントは

観光客に喜んで貰える、そして感動を与える

ことによってリピーターが増えてくると思い

ますが、１点気になることがありまして、実

は昨日の事務局からいただいた日程を見ると
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１月の25、26日に桜まつりが日程が設定され

ております。この桜まつりの日程については

当然、桜の一番の見頃、ピーク時を予想して

日程を予想するものと思いますが、その日程

でピークになるのかどうか非常に心配です。

これまで統計的にどうだったのか、その日程

をどういう基準で日程を設定したのか、お伺

いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

まず、桜まつりの日程については、町の方

で設定するんではなくて観光協会の方で事業

計画を作って設定するわけなんですが、ご指

摘のとおり桜まつりという内容であれば、桜

のピークに合わせるのが一番効果的だと思い

ますが、町で他のいろんな行事がございます

ので、当然いろんなボランティアが必要にな

ってきます。ですからその行政との兼ね合い

で今の日程になっておるものだと、私は理解

をしております。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

そこが一番気になるところなんですよ。ス

タッフの問題で中途半端な咲いている桜を見

せてがっかりさせてはいけないんですよ。本

当に一番感動を与えて、そうすることによっ

て観光客が増えて来る。久米島町の桜まつり

は、これから非常に僕は伸びていくと期待し

ています。多くの桜が植えられています。そ

してクメノサクラ、これからクメザクラ、そ

ういったのも増えてくると、まつりの回数も

まだ浅いです。これから伸びていく可能性の

ある久米島の桜まつりが観光客にがっかりす

るような桜まつりになってはいけないなと、

これから告知すると思うんですが、この日程

を、本当にその日程が見どころの桜になるの

かどうか、そこも検討していただいて、やっ

ていかなければいけないんじゃないかなと思

います。町長いかがですか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

ただいま振興課長から説明がありました

が、ただ以前も沖縄の４大桜まつり、久米島、

名護、本部、あと今帰仁ありますが、その私

が思うには、その日程に重ならないようにと

いう思いで多分やったと思うんですね、しか

しながらやっぱり仲村議員がおっしゃるとお

り、やはり２月に入ってから満開の時期に見

て貰いたいという思いはあります。これから

我々としても観光協会、向こうの意見も聞き

ながら指導をしていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第60号、平成25年度久米島町

一般会計補正予算（第５号）についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第60号、平成
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25年度久米島町一般会計補正予算（第５号）

については、原案のとおり可決されました。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前 11時35分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前 11時39分）

先ほどの回答の中で建設課長から若干訂正

があるようですので、建設課長、訂正して下

さい。

○ 建設課長 真栄平建正

先ほど宇江原議員からカンジンダムの発電

量についてのご質問があったんですが、400

ワットということでお答えしましたが400キ

ロワットの間違いでございます。訂正いたし

ます。

日程第３ 平成25年度久米島町下水道事業

特別会計補正予算（第３号）に

ついて

○ 議長 喜久里猛

日程第３号、議案第61号、平成25年度久米

島町下水道事業特別会計補正予算（第３号）

についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第61号、平成25年度久米島町下水道事

業会計補正予算(第３号）の概要について申

し上げます。

予算書の１ページをお開き下さい。平成25

度久米島町下水道事業特別会計補正（第３号）

の予算概要は歳入歳出それぞれ288万7千円を

増額し、総額を4億2千805万7千円と定める。

主な概要といたしまして、予算書の４ペー

ジをお開き下さい。歳入としましては、３款

１項繰入金で288万7千円の増額となっており

ます。

予算書の７ページ、歳出としましては、下

水道事業費の11節需用費で組み替えにより凝

集剤と薬剤費を17万5千円減額、燃料費を17

万5千円増額。修繕料で中継マンホールポン

プ場の非常用発電機装置修繕、下水道宅地桝

設置工事のため254万2千円の増額、13節委託

料で清水浄化センター改築実施設計に伴うコ

ンクリート劣化調査のため89万5千円の増額、

２款公債費の23節、償還金利子及び割引料で、

償還金利子として45万円の増額。

予算書の９ページ、３款予備費で修繕料へ

の組み替えにより100万円の現額となってお

ります。以上が主な概要であります。

平成25年12月17日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第61号、平成25年度久米島町

下水道事業特別会計補正予算(第３号）につ

いてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。
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（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第61号、平成

25年度久米島町下水道事業特別会計補正予算

(第３号）については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第４ 平成25年度久米島町水道事業会

計補正予算（第２号）について

○ 議長 喜久里猛

日程第４号、議案第62号、平成25年度久米

島町水道事業会計補正予算（第２号）につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

平成25年度久米島町水道事業会計補正予算

(第２号）の概要をご説明申し上げます。

３枚目の１ページ目をご覧下さい。第３条

予算、収益的支出の１項営業収益３目その他

営業収益に150万円の増、渇水対策費として

２項営業外収益、２目他会計補助金492万4千

円の増となっております。

２ページをご覧下さい。収益的支出につい

て渇水対応への費用を要したため予算第１項

営業費目の１目源水及び浄水費の増額、４目

総係費の上限額においては３月までの見込み

よる組み替え予算額を計上しております。

３ページをご覧下さい。４条予算、資本的

支出、１項建設改良費、１目水道施設整備に

おいて施設維持管理に使用いたします。車両

の老朽化に伴う新規交換費として120万円の

増額の補正予算を計上しております。４条資

本的収入額が資本的支出額に不足する額5千4

29万6千円は、過年度分損益勘定留保金4千91

5万1千円、消費税資本的収支調整額514万5千

円で補填をいたします。

資料としまして、実施計画、資金計画、貸

借対照表と添付してございます。よろしくご

審議のほどよろしくお願い申し上げます。

よろしくご審議のほどお願い申し上げま

す。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

断水の件なんですが、今後の見通しとして

はどうですか。

○ 議長 喜久里猛

津波実上下水道課長。

○ 上下水道課長 津波実

断水についてですが、今現在、具志川の方

から送っている状況で、これで何とか賄って

はいます。ただ具志川の方も厳しくなってお

りますので、その間ずっと去年並の雨が降り

まして、これ以上もし悪くならなければ断水

しないですむと思うんですが、もしこれ以上

悪化してきた場合に断水する可能性もあるか

と思います。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛
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討論なしと認めます。

これから議案第62号、平成25年度久米島町

水道事業会計補正予算(第２号）についてを

採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第62号、平成

25年度久米島町水道事業会計補正予算(第２

号）については、原案のとおり可決されまし

た。

日程第５ 久米島町火災予防条例の一部を

改正する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第５号、議案第63号、久米島町火災予

防条例の一部を改正する条例についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第63号、久米島町火災予防条例の一部

を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成25年12月17日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町火災予防条例の一部を改正する条

例。久米島町火災予防条例の一部を次のよう

に改正する。大枠の中で左側が改正前、右側

が改正後となります。

なお条文の朗読については割愛したいと思

いますが、下線の引かれた箇所が今回の改正

部分になります。

提案理由

消防法施行令の一部を改正する政令が公布

されたこと等に伴い久米島町火災予防条例の

一部を改正する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

火災報知器が義務づけられていると思うん

ですが、これまで久米島町ではどのぐらいの

火災報知器を設置したんでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

上里浩消防長。

○ 消防長上里浩

火災報知器の設置率につきましては久米島

町で49％です。参考までに100％の地域が渡

名喜村、与那国町、座間味村が87.5％です。

沖縄県でワーストと言ったら失礼ですが、普

及率が低い所が粟国村の2.0％、伊是名村の1

5％、竹富町の30％です。県の普及率が平均

して67.5％ですので、久米島町が49％、若干

平均よりも設置率が少ないです。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

以前は火災報知器をピーアールよくやって

いたんですが、最近はこういった推進がない

ようですが、これからこういった計画はある

でしょうか。
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○ 議長 喜久里猛

上里浩消防長。

○ 消防長 上里浩

現在、火災予防週間、春と秋の週間に推進

運動を実施しております。それから独居老人

の防火診断、そのときも実際に火災報知器が

ないところは指導しております。独居老人等

については福祉課とタイアップして実質的な

補助で設置できるところもありますので個数

に限定はありますが随時設置する予定であり

ます。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

それから今ニュース等でもご存じのように

ホテル火災とか多いですよね。久米島町でも

各事業所においては防火管理者をおきなさい

という規則があると思いますが、そのへんま

だ久米島町の各事業所の方は100％防火管理

者の講習等の資格があるでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

上里浩消防長。

○ 消防長 上里浩

防火対象物の建物の中で防火管理者の専任

届け出があります。設置時にはどうしても必

要ですので、設置時には防火管理者の専任が

されているんですが、そのあと人事異動とか

退職したとか、そういうことで一時期、防火

管理者がいない実情もでておりますが、その

部分については把握して随時指導して管理者

をおかしております。実際に事故等がおこっ

ておりますのは、新築時等は消防設備の点検

がありますので、ほとんど事故等はありませ

ん。その後の維持管理、適宜毎日の防火管理

の業務を怠っていて、設備が不十分のため火

災報知の報知ができなかったとか、そういう

実情があって事故に遭遇しているような状況

です。実際、この前の福岡市の病院火災につ

きましても、実際機能する防火ドアはあった

んですが、その周囲に植木鉢があって植木鉢

が支障になって防火ドアが閉まらなくて、そ

れが１階から２階へと煙が延焼して十数名の

犠牲者がでるという実情もあります。現実的

にはそういう防火管理の日常業務の中での不

手際での事故が多いのが現実です。

○ 議長 喜久里猛

平良義徳議員の本件に関する質疑は既に３

回となりましたが、会議規則第55条但し書き

の規定によって特に発言を許します。

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

あと１点だけ、確認なんですが、学校にお

きましては、これは責任者といいますか、学

校においては学校長、教頭以外の教員が防火

管理者できるんでしょうか。ちょっと気にな

ったもんですから。

○ 議長 喜久里猛

上里浩消防長。

○ 消防長 上里浩

学校につきましては、監督的管理的地位の

立場の方ということで、校長もしくは教頭と

なっております。その間、実際人事異動等で

資格者がいない場合については適切な方が教

育委員会の方から補助的に資格を取る間は責

任者となってもらう場合もあります。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。
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討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第63号、久米島町火災予防条

例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第63号、久米

島町火災予防条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。

日程第６ 久米島町税条例の一部を改正す

る条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第６号、議案第65号、久米島町税条例

の一部を改正する条例についてを議題としま

す。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午後 12時20分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後 12時20分）

日程第６号、議案第65号、久米島町税条例

の一部を改正する条例についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

資料が前後なっているようですので65号を

ご説明申し上げます。

議案第65号、久米島町税条例の一部を改正

する条例。

上記議案を提出する。

平成25年12月17日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町税条例の一部を改正する条例。久

米島町税条例の一部を次のように改正する。

この案についても、大枠の中で左側が改正前、

右側が改正後となっています。下線の引かれ

た箇所が今回の修正部分となります。

それぞれ資料を開けまして、最後のページ

になりますが、提案理由でありますが、地方

税法施行令の一部を改正する政令及び地方税

方施行規則の一部を改正する省令の公布に伴

い久米島町税条例の一部を改正する必要があ

る。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。本文については割愛したいと思います。

ご審議よろしくお願いします。

(大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第65号、久米島町税条例の一

部を改正する条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第65号、久米
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島町税条例の一部を改正する条例について

は、原案のとおり可決されました。

日程第７ 久米島町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第７号、議案第64号、久米島町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例について

を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

久米島町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例。

上記議案を提出する。

平成25年12月17日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例。久米島町国民健康保険税条例の一

部を次のように改正する。左側が改正前、右

側が改正後となっております。条文の朗読は

割愛し、下線の引かれた箇所が今回の改正内

容部分であります。

最後のページをお開きください。

提案理由

地方税法施行令の一部を改正する政令及び

地方税方施行規則の一部を改正する省令の交

付に伴い久米島町国民健康保険税条例の一部

を改正する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。ご審議よろしくお願いします。

(大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第64号、久米島町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例についてを採

決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第64号、久米

島町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり可決されました。

日程第８ マンホール形式ポンプ自家発電

設備工事請負契約について

○ 議長 喜久里猛

日程第８号、議案第66号、マンホール形式

ポンプ自家発電設備工事請負契約についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第66号、マンホール形式ポンプ自家発

電設備工事請負契約について、マンホール形

式ポンプ自家発電設備工事請負契約につい

て、下記のとおり請負契約を締結したいので

地方自治法第96条第１項第５号の規定によ

り、議会の議決を求める。
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記

１.契約の目的 マンホール形式ポンプ自家

発電設置工事

２.契約の方法 指名競争入札

３.契約の金額 5,0872,500円

４.契約の相手方

住所 沖縄県島尻郡久米島町字仲泊641

番地

商号 （株）ひらた産業

氏名 代表取締役 平田青太郎

平成25年12月17日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

マンホール形式ポンプ自家発電設備工事の

請負契約の締結については、久米島町議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得または処

分に関する条例第２条の規定により議会の議

決を得る必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

次のページには請負契約の資料を添付して

おります。

その次が位置図であります。

なお今回の入札については、７社を指名し

そのうちのひらた産業さんが請負比率99.22

％で落札しております。

ご審議よろしくお願いします。

(大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

このマンホール形式ポンプ自家発電設備工

事なんですが、今回、計画されているのが３

カ所、謝名堂２カ所、それから真泊地内とい

うことであるんですが、これは陸上、マンホ

ール式ということではあるんですが、上物が

できるわけでしょうか。上物ができるんであ

ればその坪数とか、建てる場所が町有地なの

か、または私有地を買収するのか、確認した

いと思います。それとこの３カ所以外に将来

的に、また新たに随時設置予定があるのか、

そこまでお願いします。

○ 議長 喜久里猛

津波実上下水道課長。

○ 上下水道課長 津波実

ただいまの件についてお答えします。この

マンホールポンプの非常用設備の件に関しま

しては、現在、各マンホールのところにポン

プがついています。これは現在、通常の電気

で動いているんですが、停電時に動かなくな

って結局汚水を送れなくなります。そのため

に停電した場合でも送れるような非常用発電

設備それを設置することになります。そのも

のが約高さが2ｍ20、横が1ｍ40㎝で幅が約90

㎝ぐらい、コンパクトな形でのボックス型の

形になりますので、面積的にもそんなに必要

はありません。それを直ぐ設置して、その発

電機と、そして制御盤一体型になった設備で

ありますので、その用地についても非常に小

さい面積になりますので、町有地の道路の植

栽枡そこに設置する予定であります。

将来的に他の所、今から作るところも一応

は儀間からのものもありますが、そこの方も

ポンプ設置する所については、その発電設備

を作ることになると思います。

○ 議長 喜久里猛
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他にありませんか。

○ 議長 喜久里猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第66号、マンホール形式ポン

プ自家発電設備工事請負契約についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第66号、マン

ホール形式ポンプ自家発電設備工事請負契約

については、原案のとおり可決されました。

日程第９ 新たに生じた土地の確認及び字

の地域の変更（編入）について

○ 議長 喜久里猛

日程第９号、議案第67号、新たに生じた土

地の確認及び字の地域の変更（編入）につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第67号、新たに生じた土地の確認及び

字の地域の変更（編入）について、地方自治

法第９条の５第１項の規定により公有水面の

埋め立てによって、次の表の左欄に掲げる土

地が新たに本町の区域内に生じたことの確認

及び同法第260条第１項の規定により、当該

土地を同表右欄に掲げる。字の区域に編入す

るため議会の議決を求める。

位置が久米島町字嘉手苅地内841番地の１、

841番地の５及び同地に接する国有海浜地の

地先公有水面。面積が857.14㎡。久米島町字

嘉手苅地内であります。

平成25年12月18日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

公有水面埋立により、本町の区域内に新た

に土地が生じたので地方自治法第９条の５第

１項及び同法第260条第１項の規定に基づき

議会の議決を得る必要がある。これがこの議

案を提案する理由であります。

次ページに平面図が添付されております。

平面位置図です。その次が実測平面図が添付

されております。ご参考にお願いいたします。

ご審議よろしくお願いします。

(大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第67号、新たに生じた土地の

確認及び字の区域の変更（編入）についてを

採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛
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全員挙手です。従って、議案第67号、新た

に生じた土地の確認及び字の地域の変更（編

入）については、原案のとおり可決されまし

た。

日程第10 仲里中学校12号棟改修建築工事

請負契約について

○ 議長 喜久里猛

日程第10号、議案第68号、仲里中学校12号

棟改修建築工事請負契約についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第68号、仲里中学校12号棟改修建築工

事請負契約について、仲里中学校12号棟改修

建築工事について。

下記のとおり請負契約を締結したいので地

方自治法第96条第１項第５号の規定により議

会の議決を求める。

記

１．契約の目的 仲里中学校12号棟改修建築

工事

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 64,260,000円

４．契約の相手方

住所 久米島町字宇根438の3

商号 (株)儀間建設

氏名 代表取締役 儀間清

平成25年12月18日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

仲里中学校12号棟改修建築工事請負契約の

締結については、久米島町議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得または処分に関する

条例第２条の規定により議会の議決を得る必

要がある。これがこの議案を提出する理由で

あります。

次のページに工事請負契約の写しを添付し

ております。

なお今回の入札については業者９社を指名

しそのうちの儀間建設が99.76％で落札して

おります。

ご審議よろしくお願いします。

(大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

工期が３月いっぱいですよね、それで仲里

中学校は３月は閉校式とそれから開校式、新

生球美中学校に変わって、開校式があろうか

と思いますが、そのときやはり地域の方々が

たくさん来ると思いますので、その閉校式と

開校式の日は業者の方に工事、危険ですので

工事を止めるようお願いできませんか。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

ただいまの仲里中学校12号棟におきまして

は、教室の改修工事となってます。新年度か

ら統合しました新しい教室となります。工期

につきましては３月31日を予定してまして、

仲里中学校の閉校式は３月22日を予定してい

ます。開校式につきましては４月６日を予定

しています。ですので３月22日の閉校式のと

きには工期の期間中ですので、その日は業者
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の方と調整して、閉校式に支障のないように

工事を行いたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

○ 議長 喜久里猛

これで審議を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第68号、仲里中学校12号棟改

修建築工事請負契約についてを採決します。

本案は、原案のとおり採決することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第68号、仲里

中学校12号棟改修建築工事請負契約について

は、原案のとおり可決されました。

日程第11 道州制導入に断固反対する意見

書について

○ 議長 喜久里猛

日程第11、発議第11号、道州制導入に断固

反対する意見書についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

３番平良義徳議員。

（平良義徳議員登壇）

○ ３番 平良義徳議員

発議第11号

平成25年12月18日

久米島町議会議長 喜久里猛殿

提出者 久米島町議会議員 平良義徳

賛成者 久米島町議会議員 翁長 学

道州制導入に断固反対する意見書

上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由

我々町村議会は、平成20年以来、全国大会

においてその総意により「住民自治の推進に

逆行する道州制は行わないこと。」を決定し、

本年４月には「町村や国民に対して丁寧な説

明や真摯な議論もないまま、道州制の導入が

決定したかのごとき法案が提出されようとし

ていることは誠に遺憾である。」とする緊急

声明を行った。さらに、7月18日には、「道

州制は絶対に導入しないこと。」とする要望

を決定し、政府・国会に対し、要請してきた

ところである。

しかしながら、国会においては道州制導入

を見直す法案等の提出の動きが依然としてみ

られ、我々の要請を無視するかの動きを見せ

ている。

これらの法案は、期限を区切った導入あり

きの内容となっており、再編された「基礎自

治体」は、現在の市町村や都道府県に比べ、

住民と行政との距離が格段に遠くなり、住民

自治が衰退してしまうことは明らかである。

よって、道州制の導入に断固反対し本案を

提出する。

あて先

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

内閣法第九条の第一順位指定大臣、

内閣官房長官、総務大臣・内閣府特命担当

大臣（地方分権改革）・道州制担当大臣

道州制導入に断固反対する意見書

我々町村議会は、平成20年以来、町村議会

議長全国大会において、その総意により、「住

民自治の推進に逆行する道州制は行わないこ

と。」を決定し、本年４月15日には、全国町
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村議会議長会が「町村や国民に対して丁寧な

説明や真撃な議論もないまま、道州制の導入

が決定したかのごとき法案が提出されようと

していることは誠に遺憾である。」とする緊

急声明を行った。さらに、７月18日には、「道

州制は絶対に導入しないこと。」とする要望

を決定し、政府・国会に対し、要請してきた

ところである。

しかしながら、与党においては、道州制導

入を目指す法案の国会への提出の動きが依然

としてみられ、また、野党の一部においては、

既に「道州制への移行のため改革基本法案」

を第183回国会へ提出し、衆議院内閣委員会

において閉会中審査となっているなど、我々

の要請を無視するかの動きを見せている。

これらの法案は、道州制導入後の国の具体

的なかたちを示さないまま、期限を区切った

導入ありきの内容となっており、事務権限の

受け皿という名目のもと、ほとんどの町村に

おいては、事実上の合併を余儀なくされるお

それが高いうえ、道州はもとより再編された

「基礎自治体」は、現在の市町村や都道府県

に比べ、住民と行政の距離が格段に遠くなり、

住民自治が衰退してしまうことは明らかであ

る。

町村は、これまで国民の生活を支えるため、

食料供給、水源涵養、国土保全に努め、伝統

・文化を守り、自然を活かした地場産業を創

出し、住民とともに個性あるまちづくりを進

めてきた。それにもかかわらず、効率性や経

済性を優先し、地域の伝統や文化、郷土意識

を無視してつくり上げる大規模な団体は、住

民を置き去りにするものであり、到底地方自

治体と呼べるものではない。多様な自治体の

存在を認め、個々の自治体の活力を高めるこ

とが、ひいては、全体としての国力の増強に

つながるものであると確信している。

よって、本町議会は、道州制の導入に断固

反対する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成25年12月18日

沖縄県久米島町議会

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

内閣法第九条の第一順位指定大臣

内閣官房長官、総務大臣

（平良義徳議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご意義ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから発議第11号、道州制導入に断固

反対する意見書についてを採決いたします。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、発議第11号、道州

制導入に断固反対する意見書については可決

されました。

日程第12 「しまくとぅば」の普及促進に

関する宣言決議について

○ 議長 喜久里猛
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日程第12号、発議第２号、「しまくとぅば」

の普及促進に関する宣言決議についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

４番翁長学議員。

（翁長学議員登壇）

○ ４番 翁長学議員

決議第２号

平成25年12月18日

久米島町議会議長 喜久里猛殿

提出者 久米島町議会議員 翁長 学

賛成者 久米島町議会議員 山里昌輝

「しまくとぅば」の普及促進に関する宣言

決議

上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条

の規定により提出します。

提出理由

私たちの暮らす沖縄は、日本本土とは異な

る言語圏を形成しており、「しまくとぅば」

は県内各地の暮らしの中で語り継がれ愛着を

もって使われてきたことばで、地域の固有の

文化遺産である。しかしながら過去の標準語

励行教育を通じ使用が制限された歴史があ

る。最近では話することはもとより、聞くこ

ともできない世代が増加しているため、沖縄

の貴重な言語文化の喪失につながりかねない

ことが危惧されている。

私たちは、脈々と伝えられてきた伝統文化

「灯」を消さぬよう「しまくとぅば」の価値

を再確認し自信と誇りをもちながら次世代へ

と継承していく責務があると考える。そして

普及促進を図り、「しまくとぅば」に対する

関心と理解を深め、生活の中で「しまくとぅ

ば」に親しめるようあらゆる努力をすること

を宣言し、本案を提出する。

平成25年12月18日

沖縄県久米島町議会

「しまくとうば」の普及促進に関する宣言決

議

私たちの暮らす沖縄は、日本本土とは異な

る言語圏を形成しており、ユネスコの世界文

化遺産に指定された琉球組踊や琉球舞踊、芝

居、島唄、エイサーなどの内外に誇れる独自

の郷土文化を開花させてきた。これらの彩り

豊かな郷土文化を支え土台となっているのが

「しまくとうば」である。

「しまくとうば」は、過去の標準語励行教育

を通じ使用が制限された歴史があり、最近で

は話すことはもとより、聞くこともできない

世代が増加しているため、沖縄の貴重な言語

文化の喪失につながりかねないことが危倶さ

れている。

このような中、平成18年沖縄県議会は「しま

くとうば」を次世代へ継承していくため、「し

まくとうばの日に関する条例」を制定、これ

に基づいて沖縄県は9月18日を「しまくとう

ばの日」と定めた。

私たちは、本条例の趣旨に基づき、脈々と伝

えられてきた伝統文化の「灯」を消さぬよう

「しまくとうば」の普及促進を図り町民一人

一人が「しまくとうば」に対する関心と理解

を深め、生活の中で「しまくとうば」に親し

められるようあらゆる努力をすることをここ

に宣言する。

以上、決議する。

平成25年12月18日

沖縄県久米島町議会

（翁長学議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。
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本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご意義ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから決議第２号、「しまくとぅば」の

普及促進に関する宣言決議についてを採決

いたします。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、決議第２号、「し

まくとぅば」の普及促進に関する宣言決議に

ついては可決されました。

日程第13 閉会中の議員の派遣について

○ 議長 喜久里猛

日程第13号、閉会中の議員の派遣について

をお諮りいたします。

本件については沖縄県離島振興市町村議会

議長会の議員研修会及び沖縄県町村議会議長

会主催の議員研修会に閉会中の議員派遣をし

たいと思います。

これに対してご異義ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

異議なしと求めます。

従って、閉会中の議員派遣については、決

定されました。

○ 議長 喜久里猛

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。

12月17日から開会しました本定例会は予定

されておりました全議案が議員各位並びに執

行部のご協力により、無事終了することがで

きました。ここに感謝申し上げます。

これをもちまして、平成25年第８回久米島

町議会定例会を閉会します。

お疲れ様でした。

（午後０時20分 閉会）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 喜久里 猛

署名議員（議席番号８番） 島 袋 完 英

署名議員（議席番号９番） 崎 村 正 明


